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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　桜さくら沢ざわいづみ
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　あとがき





登場人物紹介


●グレン・ユーク（16）


かつて一年ほど自室から一歩も出られない引き籠もり生活をしていたが、その後部屋の中どころか、国さえ飛び出し、放浪の旅を続けているわりと極端な青年。元孤児。現在は〝二人の世界〟に潜伏中。





●オブシディアン（１）


とある儀式の為に地上に降り、グレンと契約をかわすことになった猫耳メイド剣精。性格は明るく、甘えん坊。そしてヤキモチ焼き。グレンの相棒になることに執拗にこだわる。





●メグ・ローズハート（15）


グレンと同じ孤児院出身の赤髪の少女。常に明るく、委員長タイプ。容姿良し、料理洗濯良し、頭良し、性格良し、運動神経良しの万能少女だが、ときおり暗い表情を見せることもある。現在は〝二人の世界〟に潜伏中。





●イレイザーレイン（１）


メグと契約をかわしている剣精レイダー。週に五分しか起きない怠慢幼児キャラだが、持ち能力が【寝ダメした時間に比例して、使用者の身体能力を倍化する】というものなので今では誰も文句がいえない。





●ロザリー・リンド（16）


剣のような美貌を持つ、絶世の麗人。かつてグレンに想いを寄せていたが、グレンはロザリーを美男子と認識しており、結果的にその認識のズレが原因で失恋。現在は和解し、友人として関係を再開させている。





●サーペンティアン（１）


ロザリーと契約をかわしている剣精レイダー。満一歳だが、何故か七、八十歳風の容姿をしており、実際膝等にかなりのガタがきている。癇癪持ちで、機嫌良く話していた一秒後に激怒したりするので全員に敬遠されている。





●ツバサ・クロクワ（14）


ロザリーに雇われている、《かつて影の国から来た一族の末裔》、影かげ子こ。影に潜るなど、不思議な技を多数使う。ロザリーを敬愛しすぎる傾向にある。自分のルーツである影の国《クロクワ》に興味を示す。





●キャッツアイ（１）


ツバサと契約をかわしている剣精レイダー。かなり狂犬的な性格で、目の前のものに即不満を持ち、その二秒後には蹴りを入れている。但し主が変わり者なので、いくら蹴っても彼女の労働環境が改善されることはない。





●ライエル・ヒート（20）


『王道』の異名をとる、国内最強の英雄的傭兵だったが、剣精試練レイダー・ゲームで最愛の主を失い、その後豹変、ログレスを滅ぼそうとする。竜の国でディアの檄により復活。





●エメラダ（８）


世界を現在より一周前の世界〝七周目〟に戻そうとする組織《七周目セブンス》の大将の少女。過去の世界の遺物を自由に使いこなす能力を持つ。七周目時代から、ライエルに憧れていた。





●ミザリィ・ログレス（18）


ログレス国第三王女の称号を持つ、正真正銘のプリンセス。剣精試練レイダー・ゲームに参加しており、そこでグレンと交流を持つようになるが、ログレス城で起きた国家転覆事件で死亡。
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　プロローグ







【最終問題】





『傭よう兵へいの国』ログレスに、グレン・ユークという名の、ちょっとヒネくれた青年が暮らしておりました。





　彼は、いつだって溜ため息いきをついていました。





　物心がついた頃ころには、〝気づいたら孤こ児じ院いん暮らし〟だったという、いきなりハンデを抱かかえて開幕している自分の人生に、早くも人生初の溜息を漏もらさざるをえませんでした。


　その後、自分が富ふ豪ごう貴族の息子むすこであることが発覚、周囲の人間が手のひらを返し、自分に群むらがってきたとき、ますます嘆たん息そくしました。


　その後、遺産目当てで彼の養父母が彼を殺そうとした頃には、彼の溜息ももうつき果てて、彼は立ち上がれなくなってしまいました。





「自分に優しい世界に行きたい」


　彼は引きこもりがちになり、夢を見るようになりました。





　自分を傷つけたような、醜しゆう悪あくで、狡ずるくて、他者を攻こう撃げきすることしか考ていない、そういう悪あつ鬼きどもが跋ばつ扈こしていない世界へ行きたい。


　優しい人達だけで埋うめ尽つくされた世界へ行きたい。


　自分も相手を思いやるし、当然相手も自分を思いやる。当たり前のことが当たり前に行われてる世界へ行きたい。


「そこでなら、自分はまた立ち上がれるから」


　夢の中でなら、彼はまた立ち上がっていました。





　しかし彼は今、自分のその夢は果たして正しかったのか、葛かつ藤とうしています。


　彼は、一体の人形と巡めぐりあい、とあるゲームに首をつっこみ、外の世界へ旅に出て──


　最終的に、彼のとても利発で機転の利きく、そして彼以上に人生にくたびれてしまっている、赤い髪かみの幼おさな馴な染じみの少女と共に、新たな世界へ流れ着いたのです。





　そこはまさに彼が夢見ていた〝優しい世界〟でした。


　そこに彼の敵はいない。


　彼を打ちのめす厳しい現実もない。


　いるのは、いつだって彼の世界で一番の味方であり続ける少女一人。





「これでよかったんだ」


　目的地へ辿たどり着ついた彼は呟つぶやきました。


「いろいろあったけど、俺は自分の理想の世界に辿り着いたんだ。ここには俺の敵はいない。ハッピーエンドに辿り着いたんだ。退たい屈くつで平へい穏おんで暖かい……俺の居場所はここなんだ」


　自分に言い聞かせるように何度も何度も呟きます。


　しかし言い聞かせれば言い聞かせるほど、彼の心に泡あわのように浮うかび上がってくるのは──





（本当に……そうなのか？）


（俺が憧あこがれていた目的地は──本当にここなのか!?）





　ここで最後の問題です。


　そんな混乱するグレン・ユークの下もとに、彼をどこまでも放ほうっておかない一体の人形が現れ、彼に再び物語へ参加する権利を託たくします。


　その権利を受け取った時、彼は、どういう行動をとるのでしょう。


　そして再び物語に身を置いた時、彼はその物語の果てに、何を得て知るのでしょう。





　神なき黄昏たそがれの世界、元引きこもり青年の物語の最終章は、こうして静かに開幕します。




　シナリオⅠ・グレンとメグ







　衝しよう撃げき。


　驚きよう愕がく。


　歓かん喜き。


　混乱。動どう揺よう。恐きよう怖ふ。


　それらの表現のどれもがあてはまるし、しかしそれらの表現すべてを足しても、今の俺の感情を正確に表せるとも思えなかった。


　それくらい唐とう突とつに、ソイツらは俺の目の前に現れ。


　ようやく接せつ着ちやく剤ざいが乾かわきそうだった、俺の心の中にしまわれていた小さな箱のフタを、ばきばきと音を立ててひっぺがし、ブン殴なぐるように俺の脳みそに風を送り込んできたのだ。





〝剣精試練レイダー・ゲーム〟。


　かなり時間の感覚が狂くるってきているので定かではないが、部屋で引きこもりをやっていた俺、グレン・ユークが、その


〝武器に変化する人形〟剣精レイダー〝を使い、世界中の剣精レイダー使い達と殺しあう〟


　というゲームに巻き込まれて、部屋の外に、そして自分の国の外に旅に出るハメになったのが恐おそらく、今から三、四週間前のことだ。


　その旅の途と中ちゆう、俺は、そして俺の仲間達は、その〝剣精試練レイダー・ゲーム〟が、この世界を好きなように、例えば人を殺すことも生むことも、国を消すことも創つくることも、やろうと思えば、この世界をまったく今と違ちがう異世界にだって変えることの出来る道具〝装置〟を持つ者達のただの暇ひまつぶしだったことを知る。


〝装置〟出現以降、局面は一気に〝装置〟の奪うばい合いへと変化し……


〝装置を使い、かつて親しかった女性を生き返らせようとする〟男、


〝装置を使い、かつて暮らしていた世界を再現しようと目もく論ろむ〟勢力、


〝装置を入手し、大切に思う今の世界を守ろうとする〟女、


　様々な人間がそれぞれの思惑おもわくの為ため装置入手を目指し始め──俺はその誰だれの味方についても誰かが傷つくその状じよう況きようにひどく疲ひ弊へい、心を閉ざした。


　しかしそんな中、誰も予想しなかった出来事が起こる。


　俺の幼馴染の少女、優等生メグ・ローズハートが、俺を含ふくめたその場にいた人間すべてを出だし抜ぬき、〝装置〟を入手。


　今いる人間、今ある世界を完全に抹まつ消しようし、〝俺とメグ二人しかいない世界〟をつくり、そしてそこに俺と自分を転送しようとしたのだ。


　幼馴染すら裏切るその世界にくたびれはてた俺は、その行こう為いを受け入れ──そしてメグと、その世界、九周目の世界、での暮らしを開始。


　最初こそ戸と惑まどっていたものの、そこは、嫌いやなことも悲しいことも起こらない、正しよう真しん正しよう銘めい楽園のような世界。


　俺は次第に消されてしまった元の世界のことを忘れ、今の世界を受け入れ、メグとの穏おだやかな暮らしに満足し始めていた──しようとしていた──


　その矢先だった。


　天から、アイツが降ってきた。





　　　　†




　むっとした空気の立ち込める、熱帯雨林の小さなログハウスの一部屋である。


　そこで俺は、戦慄おののきながら、目の前の物体に問いただしていた。


　隣となりには、俺のこの世界での同居人……メグ・ローズハートが同席している。


「どういうことだ……説明してもらおうか」


　咎とがめるような声と共に尋たずねた先にいるのは、びしょ濡ぬれの浅あさ葱ぎ色いろの髪に、全身にフェイスタオルを巻きつけた格好のままクシャミとかしている、体長一○センチ程度の小さな動く人形。


　剣精レイダー、オブシディアン。


「だ、だから！　いってるじゃないですかっ！」


　そのオブシディアン──ディアは、犬のように身体からだの水すい滴てきを弾はじき飛ばしながら、俺にくってかかってきた。


「私は気づいたらドラゴンさんの尻尾しつぽでキャッチボールされてて、いよいよ死ぬかと思ったんです。その時私はいろいろ考えました。もしかしたらご主人様は私が来ることを望まないかも、って……。でもその後、いろいろあって気づいたんです。そんなのは結局私の一人よがりだって。だから私は決意したんです！　やっぱり私はご主人様に会いに行くって！　だって私は……ご主人様の相棒ですから！」


　ディアは熱っぽく説明してくれたが、


「い、いや……だから、その件はもう七回は聞いてる。その決意は正直ありがたい。ありがとう。嬉うれしい。感謝する。本当だ。


　だがちょっと待ってくれ。お前は、何をどうやって俺の目の前に現れたんだ……？　そこを、具体的に教えてくれ」


　俺は苦にが々にがしくいった。


　ありえないのだ。


　メグはあの時、俺達が元いた世界──八周目の世界を、世界も、俺とメグ以外の人間も、完全に抹消してしまった。


　その上に、今俺達が暮らす、この九周目の世界がつくられたのだ。にもかかわらずこのディアは、そんなもの無視するように、さっき天から俺めがけて降りてきて、俺の目の前に出現した。


（どういうことだ……？）


　この小さな相棒が俺のことを想ってくれていたのは本当だろう。それは七回話しても全く熱量の衰おとろえない決意表明からも汲くみ取れるし、泣きすぎてまだ真まっ赤かなままの目からも伝わってくる。


　いや、そんなサインなんかなくても俺はコイツが俺のことを想ってくれていたことは想像できただろう。コイツは全身感情丸出しのような奴やつなのだ。その時の気分は、相手に──特に相棒である俺には──軽減されることなく、ほぼ一○○％むき出しの状態で伝わる。


　そのむきだしの想いをぶつけられ、俺はけして嫌な気分でもないし、前述の通り嬉しいぐらいなのだが……


　今は他に、いろいろ引き出したい情報がある。


「お前はまずどうやって世界消去のプログラムから……」


「愛、ですっ！」


「…………」


　……ダメだ。俺は口をつぐんで肩かたを落とした。


　今のディアは変なトランス状態に入ってしまっていて、まともな会話が成り立たない。頼たのむぞ……元相棒。


「ふふん。どうやら……そろそろ私らの出番のようね」


　するとその時だった。


　部屋の隅すみに固まって、俺とディアの嚙かみ合わない会話を見守るように見ていた四人組のうちの一人──立たち振ふる舞まいからして四人組のリーダーなのか？


　意思の強さを感じさせる目つきの、ちょうどスイーツキャラとか呼ばれる女子とは正反対のような、ストロベリー色の髪かみをした、どこか尊大な態度のその女が、痺しびれを切らしたように俺達の会話に割り込んできた。


　この女達は、ディアが現れた直後、なんと巨きよ大だいな〝竜りゆう〟に乗って俺の目の前に出現した連中である。


　クリスタ・キャロル。


　チカ・テレジア。


　アンジェラ・レオニダス。


　アッシュ・ファード。


　……という自己紹しよう介かいを一方的に受け、一応名前だけは脳のう細さい胞ぼうに刻み込んでおいたが、それ以外はコイツらの素性はまったく謎なぞであった。


（そう……コイツらに関しても、まったくわけがわからない……！）


　俺とメグしかいない九周目の世界に、当然のように闖ちん入にゆうしてきた四人組。


　コイツらは一体……！


「なんかよくわからんが……お前に事情が説明できるなら、説明してくれ。クリスタ・キャロル？　だっけか？」


「ま、クリスタでいいわ。あんたはグレンよね。グレン・ユーク」


　自信満々に俺の名を呼ぶクリスタ。……何な故ぜ俺の名を知ってる？


「何も知らないようだけど……時間がないの。手て短みじかに説明するから集中してよく聞いて」
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　ぴん、と一枚の紙片のようなものを、俺の胸元に飛ばしながらいうクリスタ。


　俺の胸元に飛ばされたのは──


　なんだか久しぶりに目にする物体。


　最初はディアの背中に繫つながっていて、その後は剣精試練レイダー・ゲームの情報等、様々な厄やつ介かいな情報を俺の元に運んできた、剣精試練レイダー・ゲーム参加者にもれなく渡わたされる端たん末まつ──〝タグ〟。


「？　タグ……？」


「そこに、あんたが今知るべき情報がぜんぶ記録されてるわ」


　クリスタは俺に真正面から向き合い断言する。


「あんたとメグ・ローズハートが装置の前からいなくなった後、そこで何があったのか。本当の黒幕は誰なのか。ここはどこなのか。そして、今、世界はどういう状況なのか。


　全部まとめて教えてあげる。


　でも、いっとくけど、一回しか再生しないよ」


　クリスタは肩をすくめていった。


「アンタは私らと違って、この映像の直前まで、震しん源げん地ちで痴ち話わ喧げん嘩かしてたんだし。世界で一番、事情を理解しやすい立場なんだから」


　そしてそんな突つき放はなすようなクリスタの言葉と同時に、


【わたしはね。この装置を手に入れて。あることがしたかったの】


【あること？】


　タグの上では、小人のような半はん透とう明めいの俺とメグが出現し、そしてクリスタのいうとおり、確かに他人から見ると痴話喧嘩にしか見えないような口論をそこで開始した──。








　そんな雰ふん囲い気きで始まったエメラダからのメール映像の上映会だったが……


　そこに映し出された映像、情報には──先刻、ディアと遭そう遇ぐうした時に感じた衝しよう撃げきに勝まさるとも劣おとらない、驚きよう愕がくの情報が載のせられていた。


　メグとエメラダが画策した八周目抹まつ消しよう計画自体が、本当は、レオンとかいう陰いん気きな男の、全てを無に帰きす為の計画の一部だったこと。


　しかしどこかのハミ出しもののおかげでその計画に無効エラーが発生し、今現在、ぜんぶどころか、八周目自体、まだ消えてないこと。


　しかしその無効エラーもその場ば凌しのぎにしかならず、まもなく本当に八周目とか何周目とか関係なく、世界も人間も装置も、今度こそ本当に全てが消えそうになってること。





「噓うそ……だ…………」


　映像を観終わった俺は、寒くもないのに震ふるえながらかろうじてそう声を押し出す。


「噓だ……じゃあお前らは……消えてなかったのか!?　ディア……それにロザリー。老ろう師し。ツバサ。キャッツアイ。人形屋のオッサンにライエルさんも……消えてなかったっていうのか!?」


「そりゃそうでしょ」


　俺の震えながらの問いかけに、クリスタはあっさり頷うなずいた。


「私らが知る限り、今のところ八周目世界、なにひとつ変わってないし。現に私ら、ディアと、それからそのライエル？　あの不良みたいな奴にも会ったよ」


「何ィ!?」


　思わず、俺。ライエルとは、昔世話になった、恩人……のような男のことである。


「人のことブス呼ばわりして、超ちようムカつく奴だったわ……！　しかもその後どっかいっちゃったし」


　気分悪そうにクリスタ。マジかおい……！


「ともかく。そんな中で、そのロザリーとかツバサ？　達だけ抹消されるってのも変でしょ。ディアとかあの不良みたいに、どっかに転送されたくらいが関せきの山やまなんじゃない？


　例のイレギュラーとかいうヤツらのおかげで、八周目は、何も消えなかったのよ」


「そんな……噓だろ……」


　本来なら、それは間ま違ちがいなく喜ぶべき情報だろう。


　しかし俺はその情報を簡単に受け入れられなかった。何故なら──


「だったら……ここはどこなんだよ!?」


　俺は混乱に任せたまま叫さけんだ。


　なんせ──つじつまがあわない。


《七周目セブンス》の副大将はいっていた。


〝役者やセットが変わっても、舞ぶ台たいは一つしかない〟


　つまり八周目の世界を残したまま、九周目を創つくったりは出来ないと。


　だとしたら──この、メグが企き画かくし、エメラダが創りあげた、俺とメグしか存在しないこの世界は……一体どこなんだ。


「はあ？　どこって……んなもん考えるまでもないでしょ」


　そんなヒステリーすら起こしかねない俺を見て、しかしクリスタ、そしてそのお仲間のメンツは、きょとんとした顔で一いつ瞬しゆん顔を見合わせ、


「八周目よ」


　本当に冷静にいった。


「正確な座標は私もよくわかんない。私らは、ディアがいう〝世界で私にのみ働くご主人様に対する鋭えい敏びんな勘かん〟……とやらに沿ってドラ蔵ぞう飛ばしてただけだからね。けど、たぶん、サラマンドラとタイラントの間の洋上のどっかなんじゃない？　サラマンドラ出て、ディアが落っこちたの、案外すぐだったし」


　クリスタは横目でディアを見ながら、


「ドラ蔵で飛んでる時、いきなりディアが、下に何も──海しか見えないような場所で、この辺りが怪あやしいとか言い出したの。で、ディアはちょっと身ぃ乗り出して、タイミングいいのか悪いのか、その時ドラ蔵がクシャミして、そんで──」


　クリスタは人差し指で俺の胸あたりを指し、


「どぼん。あんたの目の前に落っこちた。まぁ……たいしたもんよね。剣精レイダーだったらそれくらい普ふ通つうなのか、それともディアの執しゆう念ねんが凄すごいのか、私は知らないけど……」


「ウチにはたぶん無理やな……アシュ様の位置やったらわかるかもしれんけど……」


　そのクリスタの言葉に、いきなりクリスタの右みぎ肩かたから声がして、俺はギョッとした。そこには、蜂はち蜜みつ色の髪の、なんだか少しやんちゃそうな顔の人形が座っている。


（あ……）


　俺はそこでいまさらながら気づいた。


（そ、そうか……コイツら、剣精試練レイダー・ゲームの参加者なのか……！）


　俺はそこで確信した。


　タグを持ってたり、異様に事情に詳くわしかったり、四人組だったり……考えてみれば当たり前なのだが。そこまで頭が回っていなかった。コイツらはコイツらで、どこか異国の剣精レイダー使いなのだろう。


「マリー。あんたちょっと黙だまってて」


　クリスタはぽいっ、とそのマリーを隣となりのチカとかいう内気そうな女子に投げて渡し、


「なにすんねん!?」


「ともかく。その落っこちたディアを追って、私らはここに辿たどり着ついたの。外からは見えなかったり、多少変な場所だけど……間違いなくここは八周目世界の単なる無人島よ。じゃなけりゃ私らがこんな簡単に辿り着けるもんですか」


　クリスタはいいつつ、反はん撃げきするようにギャアギャアいいながら髪にまとわりついてきたマリーにそろそろブチギレ五秒前、というような表情を浮うかべていたが、


「…………………………………………」


　俺はそんなやりとりを見ながら、本当に阿あ呆ほうのように口を半開きにし、一人だけ違ちがう時間の流れに身を置きながら、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。


「……ご主人様？」


　そんなあまりにもな俺の顔色を見て、ディアが少し心配そうに声をかけてくる。


（噓だろ……!?）


　俺は、その声も届かない場所でぐるぐると思考を続けていた。


　八周目の世界が消えておらず、そしてここが、九周目でもなんでもなく、ただの八周目の、無人島……？


　だとしたら──


　だとしたら、俺は──





「また……八周目の世界に戻もどることが出来るのか!?」





　俺は──気づいたら、無意識のうちに、クリスタににじり寄って確認していた。


「え？」


　そんな俺に、少々ビックリした顔で、クリスタ。


「え、ええ。あんたは八周目に戻ることも出来るわ。──あの装置さえ止めればね」


　と、クリスタ。


「あの装置止めなきゃ、八周目も、この島も、まもなく消えちゃうけど。装置止められれば、あんたのいうところの八周目の世界……あんたが今まで暮らしてた元の世界に、あんたも戻れる」


「装置さえ止めれば戻れる……」


「ええ。で、まぁ、まさに私らはこれから、その装置を巡めぐるラストバトルに参戦するつもりなんだけど…………でも、あんた、いいの？」


　そんな俺に、クリスタは、不思議そうな顔で確認してきた。


「？」


「いや、いいんだけど。あんた、こういう閉へい鎖さされた世界に憧あこがれてたんじゃないの？　私は人づてに聞いただけだけどさ」


「…………」


　その言葉に──俺は、少し我われに返る。


　確かに……その通りだ。


　俺は過去の発言を振ふり返かえる。


　俺は、今まで、散さん々ざん声こわ高だかに主張してきた。


　八こ周ん目な世界、クソだと。


　自分に優しい世界に行きたいと。


　そしてその念願叶かない、俺はまさに今、期せずして〝自分に優しい〟理想郷に辿り着いている……。


（俺はこういう世界に憧れたんじゃないのか……？　俺はここでちゃんと満足なんじゃなかったのか……!?）


　過去の自分を否定しきれず、俺はもう一度だけ深く自問自答してみたが──


（満足なんか……全然してなかった……）


　さすがにこの状じよう況きようでは自分を偽いつわれず、俺はがっくり肩かたを落おとした。


　いや本当は──最初から気づいていた。


　気づかぬフリをしていただけで……手の届かない場所に隠かくしていただけで。俺は本当は、この島に来た当初から、気づいていたんだ。


　ここは……この島は間違いなく理想の世界だ。昔から憧れていたような。


　でも俺はこの島に来て少しだって、達成感も、安らぎも、平へい穏おんも……手に入ると思っていた感情を、何一つ、手に入れられていない。あるのは、焦しよう燥そう感かん、困こん惑わく、苛いら立だち。


（何な故ぜ俺は……この島にいるとこんなに苛立つんだ──!?）


　俺は自分の心に問いかける。


（何故俺は……八周目が無事だという話に、あんな、みっともないほど、反応してしまったんだ!?）


　その自分の問いに──俺の目が、自然と目の前の人形、相棒、オブシディアンに向かう。


　メイド服をボロボロにして、髪かみの毛けをボサボサにして、肌はだを傷だらけにしながら……俺の元まで直じかに乗り込んできた、コイツ。


（俺も……本当は……こいつみたいに生きたいんじゃないのか……!?）


　俺は思う。


（嫌いやなことがあっても……現実に負けず。逃にげず。屈くつさず。ボロボロになっても、ボロボロ泣いても、結局ガンコに前進して、目的を叶える）


　それは不器用で、合理的でなくて、スマートさに欠ける、生き方。


（でもだからこそ──）


　俺の視線に気づき、ディアは、嬉うれしそうに、にこりと笑う。傷だらけの顔で、しかしどこか誇ほこらしげに、満まん足ぞく気げに笑う。


（だからこそコイツは……こんな風に、心の底から笑えるんじゃないのか……!?　俺もここを出て。現実で戦って、そんな風に笑いたいんじゃないのか……!?）


　俺は本当は──


　あのクソったれた八周目の世界に戻りたいんじゃないのか──!?


「どうすんのよ」


　逡しゆん巡じゆんしていると、クリスタが、まっすぐ俺を見ながら再度確認してきた。


「八周目に戻るなら、当然装置停止に協力してもらう。戻らないなら、つれていかない。そんな後ろ向きな奴やつ連れてったって、どっかで絶対足手まといになるからね」


　と、クリスタ。


「さ、どうすんの？　行くの？　行かないの？　どっち!?」


「お、俺は…………」


　俺は迷った挙あげ句く、一歩前に足を踏ふみ出し、


「俺は……俺も……八周目の世界に──」


　自分なりの結論をクリスタに告つげようと喉のどを開こうとする──


　が。


　その時だった。


「…………え？」


　ぎゅっ。


　一歩前に踏み出そうとした俺の右の手のひらを──


　引き止めるように、誰だれかが、唐とう突とつに、握にぎってきた。


「……え……」


　ひどく冷たい手。視線を向ける。するとその先にいたのは──


　目を瞑つぶり、試験の合格発表を目にする直前のように不安そうな表情をしながら、俺の手を必死に握る、赤い髪の少女。


　メグ・ローズハート。


「メ……メグ……！」


　そ、そうか……そう……だった。


　俺はそこで肩を落とす。


　どんな結論に辿り着こうと。俺は一人では、この島を出て行けない。出て行くわけにはいかない。


　でも……


「でも、メグ……」


「いわないで！」


　メグはクリスタに向いていた俺を引き戻すように引っ張りながら、


「グレンがどう思ってるか知ってる。今なにをいおうとしてるのかも。幼おさな馴な染じみだもん。そんなの……手に取るようにわかるよ」


　メグはいった。


「でも……じゃあ……わたしとの約束、どうなるの!?」


　そしてメグは俺に詰つめ寄よって、叫さけんだ。う……！


「これからもう……ずっと一いつ緒しよだっていってくれたじゃん！　ここが理想の世界だっていってくれたじゃん！　もう、わたしのこと、捨てないっていってくれたじゃん!?」


　混乱した口調で俺を咎とがめるメグ。くっ……。


「メグさん……！　ご主人様は……」


　そんなメグに、ディアが何かいおうとしたが……


「あんたは黙ってて！　あんたがいるから……いつもあんたさえ……あんたが……！」


　頭を抱かかえ、苦しそうに呻うめくメグ。


「メ、メグさん……」


　呆然となるディア。


「メグ……」


　そんなメグを見て……


　俺は心に灯ともりかけた火を鎮ちん火かし、心を静めた。


　やはり無理だ。


　俺は気づく。


　メグ・ローズハート。


　この、ある意味俺より世界に絶望している幼馴染がいる限り、俺はここを出るわけにはいかない。


　俺はメグが外に出たいといわない限り、この島を出られない。出られないのだ……！


「ディア……」


　俺は、ディアをまっすぐ見ながら、いう。


「それから他の連中も……」


　そしてクリスタ達にも一度視線を向けた後、


「悪いが……帰ってくれ……」


　俺は俯うつむき、そう、はっきり呟つぶやいた。


　こいつらが……どれほどの想いで、どれほどの苦労を重ねここまできたのか。それは痛いほど俺にも伝わった。特にディアなど、俺の性格を知っているんだ。自分でもいっていたが、俺が拒きよ絶ぜつする可能性にだって気づいていただろうし、その可能性に気づきながらここに来ることは、正直ディアにとって相当辛つらいことだったと思う。


（でも……無理なんだ）


　何もかもは守れない。


　だったら俺は……世界で一番俺を必要とするメグを守るしかない……。


　この調子では、メグはたとえ世界を救う為ためでも絶対外に出たがらないだろうし、なにをするかわからないから一人でほうっておくわけにもいかない。


　俺はディア達に何もしてやれない。


「………………」


　俺のその言葉に、クリスタ達は、複雑な表情をしていたが。俺の隣となりで苦しむメグを前にして、さすがに何もいえないのだろう。


「…………バーカ」


　とだけ、シンプルな捨てゼリフを残し、ログハウスから去っていったクリスタを先頭に、


「あ、ま、待ってよクゥちゃん!?」


　他のチカ、アンジェラ、アッシュも、慌あわててログハウスから去っていった。


　そして俺とメグ以外で、唯ゆい一いつ残っていたディアは……まず俺を見て、次にメグを見て、何かいいたげな素そ振ぶりを見せていたが……


「………………」


　結局、それを押し殺したように口ごもり。


　そして最後、何故か少しだけログハウスの奥の方を一いち瞥べつしてから、


　たっ、と逃げ出すように去っていった。


　残されたのは、俺とメグ。


　最初からこの島にいた、俺とメグ、ただ二人。





　　　　†




　クリスタ達が去っていった後も。


「…………」


「…………」


　俺達は、たぶん二、三分はその場、ログハウスの入り口で沈ちん黙もくし、立ち尽つくしていた。


「あの…………」


　メグは何回か、何かいおうと口を開くが……


「…………」


　結局何もいえないように、俯き、沈黙している。


　なんとなく、謝罪しようとしているが、何もいえない子供──そんな風にも見えた。


「…………」


　しかし、当たり前だが、俺は別に謝罪などして欲しいとは思っていない。


（もう……終わったことだ）


　俺は自分の頭を切きり替かえようと、自分にそう言い聞かせた。


　確かに──


　さっき俺を引き止めようとしたメグの勘かんは当たっていた。


　むしろあの行こう為いで、俺ははっきり自覚したといってもいい。


（俺は──八周目の世界に帰りたいんだ……）


　俺は認める。


　ディア達と一緒にいけなかった、この落らく胆たん。このやりきれなさ。皮肉にもそれが俺の意思を証明していた。


　俺は──アイツらと一緒に行って、装置を止めて、そして八周目に戻もどりたかったんだ。


　そして──今度こそ、アイツらみたいに、戦いたかったんだ。


〝装置〟なんてズルを使わず、正々堂々、自分の力で自分の未来とか摑つかまえてみたかったんだ。


（けど……もう終わったことだ）


　俺は再度自分にいいきかせ、自分を静める。


　そう──ディア達は去ったし、俺は出て行けないし、もう終わったんだ。


　俺は……ここで生しよう涯がい暮らすんだ。


（あのクリスタとかいうの、やけに自信満々だったし……アイツらなら、世界救ってくれるだろ）


　世界を懸かけた戦いなんか、ああいう主人公然とした奴らに任せておけばいい……アイツらなら、俺らみたいにちぐはぐな精神的袋ふくろ小こう路じに入らず、はつらつと戦い、ハッピーエンドをつくってくれるだろう。──そう思うしかない。


「よし…………コーヒーでも淹いれるわ」


　いつまでも落ち込んでいても仕方がない。普ふ段だん茶など淹れないが、メグはまだまだ動きそうにないし、非常時につき当番交代するということで、俺はメグにいい、ログハウスの奥、キッチンに向かった。


「コーヒーとかどこ入ってんだっけ？」


「う、うん……えっと……」


　といいながら、俺にコーヒーの場所を教えようとするメグ。


　が──その瞬しゆん間かんだった。


「ま……待って！」


　いきなりだった。


　メグは突とつ然ぜん何かに思い当たったように叫ぶと、いきなり俺に向かって駆かけ寄ってきた。


「え……」


　そして、運命なのか偶ぐう然ぜんなのか、俺はそんな背後のメグに気をとられ、前を見ないまま数歩足を進める。


　ゴガンッ。何かが足に当たる。


　ガタンッ。ついで、倒たおれる音。


「…………あん？」


　俺はわけがわからず、足元に視線を落とした。


　そこにあったのは……倒れたゴミ箱。そして散乱する、ゴミ箱に入っていた中身。


「グ、グレン！　ゴミわたし拾うから！　コーヒー淹れてよ！」


　背後からメグの、やけにこわばった声が聞こえたが、


「なんでだよ……別に自分で散らかしたゴミぐらい自分で拾うわ」


　どんな暴君なんだよ俺は……俺は呆あきれながら、床ゆかに落ちていたゴミを拾おうとしゃがみこみ、ゴミ群に向かって手を伸のばし、そして──


「……え……!?」


　言葉を失った。





「……バカな」


　俺は、よろめき、絶句し、しりもちをついた。


「なんでこれがここにある……!?」


　散乱するゴミ群の中で、まず最初に俺が目を奪うばわれたのは、はがき大の紙──タグ。


　剣精試練レイダー・ゲームのタグが、何な故ぜか、そこに捨てられていたのだ。


　──が。


　はっきりいって、そんなものはどうでもよかった。


　なんとなくそれがそこにある理由も想像がつく。


　恐おそらくメグが、持ってきていた自分のタグを捨てたのだろう。たぶんメグは、クリスタ達が来る前から、俺達以外誰だれもいないハズの世界でタグが一度震ふるえたことを知っていたのだ。ひょっとしたら、世界は消しよう滅めつせず、ここが八周目の世界のただの小島だということも、世界が今危機だということも、すべて知っていたのか。


　どちらにせよメグは、ここが九周目でないという事実に繫つながるものを断ちたくて、これを、ここに入れたのだ。それはある意味今のメグらしい行動だ。


　だが、もう一方──つまり今俺を混乱させている、ゴミ箱の奥のほうから出てきた物体の方は、まったく違ちがう。


　ここにこれがあるのは、本当におかしいのだ。


「どういう……ことなんだ」


　このゴミ箱に入っていて、俺が捨ててないゴミというのは、一○○％メグが捨てたゴミだ。


　なので俺は〝それ〟を取り上げ、そしてメグの方へ振ふり向むき、尋じん問もんした。


「メグ。何故、これが……いや……コイツがここにいる……!?」


　俺が取り上げ、メグに見せている物体。


　それは、赤い寝ね巻まき帽ぼうに赤いパジャマを纏まとった、専用枕まくらでグースカ寝ねている、メグの相棒で、しかし八周目世界に置き去りにされたはずの世界最高、最さい怠たい慢まんの金きん髪ぱつ幼児剣精レイダー。


　イレイザーレイン。


「むにゃ……メグ……おねい……ちゃん……？」


　俺の手の上で、レインがもぞもぞ枕の上で寝ね返がえりをうちながら、幸せそうに寝ね言ごとをほざく中、


「……偶然よ」


　メグはそうはき捨てた。


「……偶然？」


「そう」


　メグは頷うなずき、


「ほら。さっきディアは、私らがガイストから装置の部屋へ移った後。急に穴みたいなのに落ちて、気づいたら竜りゆうの国にいたっていってたでしょ？


　たぶん、レインも、その時穴に落ちたのよ。で、偶然、そのゴミ箱に転送されたの」


「…………」


　腑ふに落おちない。ぜんぜん納得いかない。


「ほんとは昨日きのうからいるの気づいてたんだけどね」


　メグは肩かたをすくめていい、


「グレンが水みず汲くみにいってる時かな？　ゴミ捨てようとして気づいたの。でも、別にもう興味ないし……そのままにしちゃった。報告遅おくれてごめんね？」


　苦笑しながら、メグ。


「…………………………」


　説明を聞きながら、俺は、やはり、違い和わ感かんを覚える。


（なんだ……このウソくささは）


　雰ふん囲い気きからして、メグは、間ま違ちがいなく何かを隠かくしている。


　しかし何を隠している……？　俺には見破れない。


　隠すということは、つまり、今話していること……メグのいう〝偶然〟説が偽いつわりだということ。


　ということは、レインがここにいるのは必然…………


「……必然？」


　その瞬間。その瞬間だった。


「あ……………………」


　俺は気づき……めまいを覚えた。


「まさか……」


　驚きよう愕がくのまま……俺はメグに聞く。


「お前……もしかしてコイツ、最初から消してなかったのか……？」


　俺以外の人間は消したといっていたのに。


　八周目に関わるものはすべて消したといっていたのに。


　メグは、イレイザーレインは消さずに……いや、消せずに、ここへ持ち込んでいたのか？


「お前…………お前も、ぜんぜん、八周目捨てきれてないじゃないか……！」


　俺は驚愕のままに呻うめく。


「…………！」


　俺の言葉に、メグは、動どう揺ようしたように瞳ひとみを揺ゆらす。


（もしかして──まだ終わってないのか？）


　また俺が勝手に諦あきらめてただけで、可能性はまだ残っていたのか？


　メグには、もう、八周目に関する未練なんてまるでないのかと思っていた。


　でも違う。違った……！


（メグも──メグもまだ、八周目と九周目の間で、揺れている……！）


　確かめなければ……！


　俺はレインを床に寝かせ、そして、メグに詰つめ寄よった。





「メグ……！　お前……ほんとにこの世界で満足なのか？」


　俺は聞く。


「心の底からそう思うなら、俺は構わない。けど……お前も迷ってるんじゃないのか？」


　俺はさらに聞く。


「俺らが思おもい描えがいてた理想の世界と、ここ、なんか違うって。楽園だけど、なんか息苦しいって、お前……気づいてたんじゃないのか？」


　その疑問は、確信に近いものだった。


　なんせ理想の世界に来ているというのに……メグのどこか不安そうな表情は日ごとに増していくばかりだ。むしろ前より神経質に、俺の一挙手一投足に取り乱したりするようになっていっている。


「だったら──だったらなんなのよ!?」


　そして、俺の推理は当たっていたらしい。


　メグは、完全に逆上した表情で俺を突つき飛とばし、


「そんなの……そんなの不満に決まってるじゃん！　迷ってるに決まってるじゃん！　息苦しいに決まってんじゃん！　でも……仕方ないじゃん！」


　さらに俺を突き飛ばし、


「わたしだってこんな世界嫌いやだよ……！　こっちきて、グレンはぜんぜん楽しそうじゃないし。こんな近くにいるのに、前より、グレンどっかいっちゃわないか、心配になっちゃうし。けど──じゃあ、わたしどうすればいいの!?」


　メグはヒステリックに声を荒あららげ、


「ここ出て、外出たら……またあんた、わたし、捨てるじゃん！」


　殺気じみた声でそう断言。


「わたし置いて孤こ児じ院いん出て行った時みたいに。ロザリーに会った時みたいに。ディアと会った時みたいに。七周目のシェーラの映像観た時みたいに。わたし捨てるじゃん！」


「え？　はあ……？」


　俺は頭を抱かかえた。


　何いってんだコイツ……!?


　俺は……少なくとも俺は、コイツ捨てたつもりなんて一度もない。


　孤児院の時だって、メグが行くべきだっていうから、自分も誘さそいがあるから大だい丈じよう夫ぶだっていうから、納得して出ただけだし。


　ロザリー、ディア、シェーラに関しては、ほとんど言いがかりじゃないか。


　確かにそいつらは俺にとって大事な存在だ。けど、別にメグより優先したこともないし、普ふ通つうに考えて、俺に捨てられると不安にさせるような姿をコイツに見せたことはないはずだ。


　ていうか、捨てるとか捨てないとかいえる立場にいる男か？　俺。引きこもりのただの辛しん気き臭くさい男だぞ？


「メ、メグ、あのなぁ……」


「いい！　もう……言い訳なんか聞きたくない！」


　耳を押さえ、絶ぜつ叫きようするメグ。


（い、いや……どうすればいいんだ……！）


　俺はつくづく絶望しそうになった。


　捨ててないのに、捨ててるっていわれるし！


　事実捨ててないんだから、これ以上撤てつ回かいのしようもないだろうが！


　いや──ある意味、メグを苦しませているものの正体が、ここにきて前より明確にわかったのはありがたいが……。


　こいつは、俺に、（何故か）捨てられると常に怯おびえていて。それが八周目の世界を嫌きらう理由の一つだったらしい。


　そりゃ……確かにその理論突き詰めていくと、安心を得るには、自分以外女子がいない世界に、俺連れて行くしかない。


　しかし、それで安心してくれるなら、まだ俺だって納得できるが。


　けどメグ、ここまでやっといて、でもなおかつまだ不安になってるじゃないか……！


（どうすりゃいい……!?）


　どうやったら俺は、コイツに安心を与あたえられるんだ？


　どうやったらコイツに、俺は、〝お前を見捨てない〟って理解してもらえるんだ？


（やっぱりこう…………ベタに、く、口づけ的なやつか……？）


　……とも思ったが、


（無理だ……！）


　なんせ──


　恥はずかしすぎる。


　あと……。


「むにゃ……おねいちゃん……あぶない……おおかみが……」


　…………。子供も見てる。


　だいたい、そういうのは、もっと後、最終手段だろう……！　しかも形に残らないし。


　もっとこう……永久にコイツを守るって保証するようなもので……！


「あ………………！」


　形に残る。永久にコイツを守るって保証する。


　俺は思いつき──


「ちょ……ちょっと待っててくれ!?」


「え？」


　まだ泣いてるメグを残し、一時、その場を退散した。


「一分で戻もどってくる」





　一分後。


「ハァ、ハァ、ま、待たせたな……！」


「なによ……言い訳なら聞かないから……」


　その時既すでにメグは、レインを抱だっこしながら、怒ど気きをそがれたような困こん惑わくした顔になっていたが、


「いや、言い訳じゃない。物だ、物。はい」


　俺がそういってメグに渡わたしたのは──


　ログハウス中にあったハリガネを折り重ね、ネジ曲げ、なんとかかんとかこしらえた──ちっこい指輪。


「？　なに……これ」


「指輪指輪」


「？　なんの？」


「婚こん約やく指輪」


　単刀直入に俺。


「コンッ──はああ!?」


　ハリガネ指輪を見ながら、メグはなんかイラッとした声をあげた。う……!?


「い、いや、勿もち論ろんそれ仮かりだぞ、仮？　でも今異常事態だし、仕方ないだろ……！」


　俺は弁明。


「…………」


　そんな俺を、メグはしばらく無言でジト目で見ていたが、


「………そうじゃなくて。……何なの……急に」


　結局なんだかんだいいながら、ハリガネ指輪を受け取り、手の中で握にぎった。


「婚約って……意味わかっていってんの？　今までわたしのこと、別に好きじゃなかったくせに……こんなの……政略結けつ婚こんじゃん」


　と、メグ。


「いや……別に好きじゃないことないし。ていうか、俺、世界にいる女子で、普通に、お前のこと一番好きだぞ？」


　俺は呆あきれるような声でいった。


「…………！」


　メグはなんか文句をいいたげで、しかしいえないような顔で口をつぐんでいるが、


「お前のこと、一生一いつ緒しよに暮らしたり、生しよう涯がい守りたいって思うし。まぁ、ロザリーの時の件もあるし、俺の恋れん愛あい感覚ってだいぶ頼たよりないと思うけど……でも一番大事な人間以外に、婚約指輪渡わたすかよ」


　俺はそこで念を押し、


「だからさ、〝俺が見捨てる〟〝俺が見捨てない〟って意味じゃ、八周目もこの島も同じだ。ここでも外でも、俺はずっとお前と一緒にいる。


　それを踏ふまえた上で、もっかい最初の質問させてくれ」


　メグの目をまっすぐ見ながら、


「メグ……！　お前……ほんとにこの世界で満足なのか？　本当に、俺以外──例えばロザリーとかツバサとか──他の人間がいないこの閉へい鎖さされた世界に、満足してるのか？」


　俺は俺なりに、ベストを尽つくした。


　これでメグの気持ちが変わらないなら、俺はもう諦めるしかない。俺は聞く。


　その質問に、メグは……


「……………………」


　しばし沈ちん黙もくした後、口を開き、


「…………ありがと、グレン」


　まず、軽く礼をいってくれた。


「私みたいなめんどくさい女に、ここまでしてくれて。こんな指輪でも……嬉うれしいよ」


　苦笑し、


「でも……やっぱりダメ」


　メグは俺に、あげたばかりの指輪を差し出しながら、


「私は……八周目の世界には戻れない」


　力なくそういった。


「な…………なんでだよ!?」


　俺は……さすがに納得できず、聞く。


「やっぱ……そんな指輪じゃ信用できないか？　なら、俺、バイトでもなんでもして、金稼かせいで、かなり……いや、それなりに……いや、まぁまぁ凄すごいやつ用意するし、」


　俺は必死に反論を試みたが、


「ちがうって」


　メグは苦笑し、


「うん……違ちがう。指輪ももらえたし。なにより、さっき生まれて初めて、グレンに口に出して〝大事な人間〟だって、〝好き〟だっていってもらえて……前より、ずっと楽になった。まぁ、でも、相変わらずヤキモチは焼いちゃうだろうけどね。けど……この指輪見れば、その時もまた、ちょっと頑がん張ばれると思う」


「だ、だったら……」


「でも、そうじゃないの。私が八周目に戻れないのは、それだけじゃない」


　メグはいい、


「忘れたの？　わたしは……一回世界ぜんぶ消そうとした女なんだよ……!?」


　自じ嘲ちよう気味に笑い、


「たまたま、エラーのおかげで未み遂すいに終わっただけで。気持ちの上ではわたし、ディアも、ロザリーも、老師も、ツバサも、アイも、ライエルさんも……一度は、本気で、消しちゃうつもりだった。そんなわたしが……どの面つら下げて八周目戻ればいいの？　誰だれも……わたしのこと許してくれないよ。グレンにまで迷めい惑わくかかっちゃう。だから……これは返すね」


　メグは笑い、


「なんか……これもらえただけで、わたし、満足しちゃった。グレン、八周目戻りたいんでしょ？　だから、装置止めにいきたいんでしょ？　わたしは……平和になった世界で、たまに会いにきてくれるだけでいいからさ。グレン……行ってきなよ」


　笑顔──というにはあまりに寂さみしげな笑顔でいう、メグ。


「くっ……！」


　その一言に、俺はまた少し葛かつ藤とうする。


　そりゃ……メグのいうとおり、八周目に戻りたい。装置だって止めたいに決まってる。行っていいというのはありがたい。


（けど──けどこのままメグを置いていっていいのか？）


　あと少しなんじゃないのか？　ここまで心を開いてくれたんじゃないのか？


　あともう少し──俺に力があれば解決できたんじゃないのか？


　自分の無力がただただ情けない。


　俺はガックリと肩かたを落とす。


「ちっ……何やってんのよあのヘタレ……！」


　しかし──そんな瞬しゆん間かんだった。


「ダメですよご主人様！　メグさんも……一緒じゃないとッッ！」


　窓の外から、なるほど、今思えば、あの程度の追い返し方じゃ絶対引き下がるわけもなさそうな、国境を越こえて編成された、お節せつ介かいすぎるチームの声が聞こえてきたのは。





「ディア……！　それにお前らもか……！」


　ログハウスの窓を見て、呻うめく。


　そこには、雁がん首くびそろえて室内をガン見してる、格かく闘とう技ぎでも見てるように興奮気味の表情を浮かべている、クリスタ、チカ、アンジェラ、アッシュ、マギサの面々。


　そして、勝手に窓まど枠わくから内部に侵しん入にゆうし、俺達に向かって吼ほえる姿勢をとっているディアの姿。


（はぁ……）


　俺はなんとなく嘆たん息そくする。ウカツ……だった。


　そこにいるということは。俺の婚約指輪贈ぞう呈ていとか、その後のこっ恥ぱずかしいセリフとか、全バレなんだろうな……！


（ふう……）
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　まぁ、でも、仕方ない。不本意ながら、俺の今のコミュニケーション能力では、これ以上状況を好転させる事ができると思えない。俺は傭よう兵へいの国の人間。目的の為ためなら手段は選ばない。


　ここはこの、ありがたいような、ありがたくないような、勝手に首を突つっ込こんできた連中の力も借りよう。


「ディア……！」


　さっきあれだけ邪じや険けんに追おい払はらったのに、完全にそんなこと忘れて土足で現れた俺の相棒の姿に、メグは多少うろたえたような表情を浮うかべていたが……（俺は慣れてるせいかさほど驚おどろかない……）


「メグさん！　みんなで……一緒に八周目に帰りましょうよ！」


　そんなメグに、ディアは、早速お得意の、全身全ぜん霊れい感情むき出しの目で、声で、メグに訴うつたえかける。


「私……ご主人様だけじゃなく、メグさんとも一緒にログレス帰りたいですもん！」


　絶ぜつ叫きようするように、ディア。


「ディア……！」


　そんなストレートな説得に、メグは少し涙なみだぐみながら呻いたが。


「でも……無理だよ」


　やはり、そう、搾しぼり出す。


「わたしは、もう、八周目には戻れない。だってそれだけのことをやったんだから……」


「も、もどれますって！」


　しかしディアは、退ひかない。


「だって私、メグさんに消されそうになったけど。悲しかったけど。今、メグさんにも、ぜんぜん、幸せになって欲しいですもん！」


　ディアはまっすぐメグを見ながら断言。


「そんな……みんなそんな、頭良く生きてないですよ。理り屈くつじゃ許せないことされたのに、いつの間にか、結局許して、仲直りしちゃう……そんなのよくあることじゃないですか！」


　お前はメグの剣精レイダーか、といいたいくらい、真しん剣けんに全力でメグに叫さけぶディア。


「まぁ確かに……私らも散さん々ざんアンジェラには辛しん酸さんなめさせられたけど、いつの間にかナァナァでこんな感じになってるしねぇ……」


　そんな中、ボソリと割り込んだのは、窓の外、クリスタだ。


「そういえば、私、アンジェラちゃんに、無理やり進路相談票むしりとられたような……」


　まじまじとアンジェラを見ながらいっているのはチカ。


「オーッホッホッホ！…………。ヒュオーッホッホッホ！」


　アンジェラのコメントはなかった。ただ、青ざめた顔で意味のない高笑いを繰くり返かえしてごまかそうとしている。全然ごまかしきれてはいないが。


「とにかくさ。あんたが許されるか許されないか、それ決めるのはあんたじゃないでしょ？　グチグチいってないで、こんな島出て、ちゃんとあんたが会うの怖こわがってる人に会ってみなさいよ。ディアがいってる通り……案外、みんな、許してくれるかもよ」


　と、クリスタ。


「メグ……！」


　そして俺も、メグの肩に手をのせ、


「俺にも、お前が、〝お前が消そうとした〟奴らに許されるのかどうか、それはわからん。けど……一緒に謝りにいこうぜ」


　そういい、


「確かに怖いけど。あんまり行きたくないけど。二人なら……なんとかなるだろ。その為に、婚こん約やくしたんじゃないか」


　俺は、返そうとしてきたメグの手に、もう一度指輪をぎゅっと握にぎらせ、


「だから、な？　俺がいるから。コイツらもいるみたいだから。勇気出して、この島、出てみようぜ？　ちょっとは俺のこと……頼ってくれてもいいだろ？」


　最後に、そう、説得してみる。


　その俺、ディア、クリスタの共同の説得に、メグはますます迷ったような葛藤の表情を浮かべたが……


「……わかった」


　やがて。


　メグは、肩を落とすように、小さな声でそう呟つぶやいた。


「この島……出るかどうか、ちょっと考えてみる」


「お、おおっ！」


　その言葉に、ログハウス近辺の人間全員が表情を明るくするが、


「でも……一○分だけ、待って」


　メグはいう。


「一○分だけ、もっかい……一人で考えてみるから。それまでに決心できなかったら……ゴメン、やっぱりわたし、一人でこの島に残るね」





　　　　†




　そして、数分後。


　──海岸線である。


　俺は、クリスタ達が乗ってきたといドラ蔵？　とかいうドラゴンの前で、メグが来るのを待ちわびていた。


　他のメンツは、荷物を整理し、ドラ蔵に乗せる荷物を積み込む作業をしていて、ディアは、


「ご主人様……メグさん……きっときてくれますよね……！」


　俺の肩の上で、俺と同じ方向を見ながら、信じるような声でそう呟いている。


「そう……だな。そうなればいいが……」


「けど…………なんか羨うらやましかったね……」


　そんな中、ドラ蔵のほうから、マギサのチカとアンジェラの、なんかのんきなガールズトークが耳に入ってきた。


「あんな風に……同じチームの男の子と、お付き合いしたり、励はげましあったり、私達もしたいよね……アンジェラちゃん」


「そうですわね……。でもウチのチームには殿との方がたいらっしゃらないし、仕方のないことですわ……」


「…………」


　その後ろで、猫ねこ目めの少年、アッシュが、なんか不服そうな表情を浮かべていたが……もう慣れているのだろう。文句もいわず、黙もく々もくと作業をしていた。不ふ憫びんなガキだ……。


「…………」


　俺はそんな中、なんとなく、ふと──空を見あげてみた。


　ログハウス内では、気を張りっぱなしだったからか気づかなかったが──


　外に出てみると。


　外の世界の様子が、いつの間にやら、普ふ段だんと一変していた。


　俺がディアと再会した時は、まだ平常運転、普段の青い朝の空が頭上には広がっていたのだが──


　いつの間にか、そんなのどかな画えは消え去り、空は血よりも赤く、黒い、見たこともないような不気味な紅あかい色に覆おおわれている。


　小刻みに地面が揺ゆれ、不快な生暖かい風が、どこからともなく吹ふいてきているようだった。


　いよいよ、露ろ骨こつに、世界が終末を迎むかえているという雰ふん囲い気きだ。





「時間ね」


　ドラ蔵に荷物の積み込みを終えたクリスタが、懐かい中ちゆう時計を見ながらそう呟き、バチンッ、とちょっと強めにそのフタをしめた。


「行きましょう」


「もう一○分経たったのか……！」


　俺はその声に、思わず肩の上のディアと顔を見合わせ──悔くやしげに呻いた。


「あ、あの、あと五分くらい待ちませんか？　ほら、メグさんて可愛いし。身み支じ度たくとかちょっと時間かける人なのかも？」


　そんな中ディアが、メグをかばうようにクリスタに提案してくれたが、


「ダーメ」


　クリスタ、にべもない。


「それ許したら、結局その後ももうちょっと、もうちょっと、で三○分とかあっという間にたっちゃうでしょ。もたもたしてるうちに世界終わっちゃったらどうすんの？」


「う…………」


　その言葉に、俺もディアも押おし黙だまるしかない。


　結局…………ダメかぁ。


　俺とディアは──さすがに少し落らく胆たんした。


　俺は俺でベストを尽つくして説得したつもりだったし。ディアやクリスタにあそこまで協力してもらったのに……それでも……それでも無理なのか。


　俺は呻うめく。


　それほどまでに、メグの心は、弱くなっているのか……。


「仕方ないわよ」


　そんな中、クリスタもやや納得してないようにだがそういう。


「あんだけいってダメだったってことは……もうダメなのよ。少なくとも、今は。


　あたし達に出来ることは……装置止めて、アイツが立ち直るまでの時間を守ることくらいじゃないの？」


　クリスタがいう。


「そう……だな……」


　俺もそれを受け入れるしかない。


　今俺にできることは……もう、ない。これ以上無理に説得したんじゃ、それはそれでメグにとって重荷だろう。


　とりあえず今は……一いつ旦たん引くしかない。


　装置止めて、時間作って、メグが立ち直るのを待つしかない。


「よし……それじゃ、行くか」


　さすがに簡単に落胆の色は隠かくせなかったが。


　最終決戦に、迷いがある状態で挑いどむことがプラスに働くとは思えない。


　俺は出来るだけ気持ちを切きり替かえ、そう、呟く。


「クリスタのいう通り。アイツの考える時間を俺達で、守ってやろう」


　俺は精せい一いつ杯ぱいの決意でそう呟く、その言葉に、面々は頷うなずいている。


　そして俺達は、世界を懸けた最終決戦に向かうべく、全員、ドラ蔵に搭とう乗じようした。


「ドラ蔵！　ＧＯ！」


　そしてクリスタの声と共に──ぶぅわっさぁ。


　ドラ蔵が羽を羽ばたかせ、その一いつ瞬しゆんで、ドラ蔵が一気に一○メートルほど紅い空に向かって飛び上がる。


　こうして──


　俺は、俺とメグが九周目の世界だと思い込んでいた、あまりにも狭せまい島から、徐じよ々じよに、徐々に、遠ざかっていく。





「……？　ま、待って下さい！」


　が──


　その時だった。


「何か……聞こえませんか？」


　俺の胸ポケの中で、ディアが──突とつ然ぜん、そんなことを呟いた。


「？　何かって？」


「わ、わかんないです。けど、なんか、女の人の声みたいの、後ろから──」


　その言葉に──


　俺達はハッとなる。


　まさかと思い、全員同時に振ふり返かえる。


　その瞬しゆん間かん。


「ま…………待ってぇ！」


　下方から、思いがけず、俺達に、そんな声が聞こえた。


　遠ざかっていく海岸線、そこに──


　ログハウスを飛び出し、こっちに向かって走ってくる、赤い髪かみにカチューシャの少女の姿が見えた。


「メ……メグ!?」


　俺達は思わずドラ蔵の上で総立ち。


「やっぱり……やっぱり、わたしも連れてって！」


　その瞬間──


　メグは走りながら、こっちに向かって絶ぜつ叫きようした。


「怖こわいけど。受け入れてもらえるかわからないけど……やっぱりわたしも外に出たい！　みんなと一いつ緒しよに行きたい！　だからお願い……！　足手まといかもしれないけど……いまさらかもしれないけど……私も一緒に連れて行って！」


「ド、ドラ蔵！」


　その瞬間、クリスタが短く叫さけび、そしてその直後、ドラ蔵は何もいわず旋せん回かい、降下し、メグのいるほうへ向かった。


「メグ！」


　ドラ蔵は止まるつもりがないようなので、俺はすれ違ちがい様ざま、こちらを見ているメグを引き上げるべく、メグに手を伸のばす。




[image: ]


「グレン！」


　ぱしっ。そしてメグは、俺のその手を摑つかみ、ドラ蔵の上に乗り込んできた。


「メグ！」


「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……」


　メグは息を切らしながら、どっ、俺の胸に頭をおしつけ、息を整えている。その手には、爆ばく睡すいするイレイザーレインの姿。


「グレン…………」


「いいんだ、……もう何もいうな」


　俺は肩かたをたたき、


「行こう。平和な八周目の世界、取とり戻もどしに」


　それだけ、告つげる。


「それでその後……どうなるかわからんけど……取り戻した世界で、ほどほどに、頑がん張ばってみよう」


　メグにいう。


「俺らこの通りメンタルめちゃくちゃ弱いけど……二人なら、なんとかなるよ」


　メグは泣きながら頷いている。


「よーし、そんじゃ、今度こそ出発よ！」


　クリスタが満足そうにいう。


「さっさと世界の危機なんか救って……ログレスとマギサ合同打ち上げでもやりましょう。美う味まい酒飲むためにも……この勝負、絶対勝つのよっ！」


　叫ぶクリスタの言葉に、メグも、ドラ蔵の上の他の面々も満足げに頷く。


　そんな中、ドラ蔵は再び浮ふ上じようし、赤い空に向かい、ぐんぐん加速していく──！





　こうして俺は──


　メグ、ディア、そして何故か巡めぐりあってしまったマギサの面々と共に、竜りゆうに乗って、装置を目指す。


　目的地は、世界の中心。エメラダから呼びかけがあった、世界の中央にある大穴の中。


　紆う余よ曲きよく折せつの百万倍、紆余曲折を繰くり返していた俺の、俺達の物語は。


　いつの間にか世界の命運すら背負いつつ、いよいよ、最終局面に突とつ入にゆうした──！




　シナリオⅡ・集結







　刻一刻と終末に近づく紅あかい空を、黒こく竜りゆうは猛もうスピードで切り裂さくように突つき進すすんでいく。


　島を出て一時間は飛行してる。世界のタイムリミットはますます目減りしているはずだ。


「おい……後どれくらいだ？」


　吹きつける風がものすごく、会話するのも一苦労だが、俺は逸はやる気持ちを抑おさえきれずマギサの面々に聞いた。


「国の面積と大まかな飛行速度から計算すると……そろそろ罪の国の上空を抜ぬけるはずだ」


　誰だれかのタグに表示されてる世界地図に、製図用の定規をあてながら答えたのは、灰色の髪のガキ、アッシュだ。


　何故か知らないが、こいつは妙みように賢かしこく、マギサの面々の中でも知ち恵え袋ぶくろのような立ち位置を確立しているらしい。


「順調にいけば、例の大穴まで、恐おそらくあと五、六分てとこか……」


「あと五、六分……！」


「なんとか間に合いそうね」


　ドラ蔵ぞうの先頭で前を見張っていたクリスタが、前を向いたままいった。


「少なくともあと一○分や二○分はもちこたえるでしょ、この世界も。こんなにおっきいんだから、そう簡単に消えるもんですか」


　クリスタはやはり前を向いたまま、根こん拠きよのない希望的観測を口にする。


　その希望的観測は、クリスタだけでなく、俺達全員の願望でもあった。


　このままあっけなくこの世界が消えるはずがない。五、六分で装置まで辿たどり着つければ、あとはなんとか装置ぐらい止められるハズだ……！


「…………」


　俺は、なんとなく気になり、最終決戦を目前にしたドラ蔵の上の面々の表情を、一通り見み渡わたしてみた。


　一番先頭で、まっすぐ前を見み据すえているクリスタは、自分を研とぎ澄すませるようなちょっと驚おどろくくらいシリアスな表情を浮うかべていた。


　その背後で、アッシュは、引き続き地図とにらめっこしていた。


　アンジェラは、意外とマメな性格なのか、自分の剣精レイダー──長い銃じゆう身しんを持つ銃型剣精レイダーのスコープやら銃じゆう口こうやらを淡たん々たんと拭ふき掃そう除じしている。


　チカは、けっこう図太い神経の持ち主なのか、この状じよう況きようで、そんなアンジェラによりかかりながら、うつらうつらと舟ふねを漕こいでいる。


「…………」


　俺は視線を、背後に移す。そこには、俺からも、マギサの面々からも少し離はなれた位置にすわり、じっとドラ蔵の右側面を見つめている赤あか髪がみの少女、メグ・ローズハートの姿。


　メグは、罪つみ滅ほろぼしのつもりなのか、この戦いにかなりの覚かく悟ごで挑もうとしているらしく、背中からは静かな闘とう志しがほとばしりまくっていた。あんま気負われても逆に心配なんだが……


「メグさん……ちょっと心配ですね」


　そんな中、俺の肩にのっかっていたディアが、メグを見ながらそう呟つぶやいた。俺と同じ方をみて、同じことを思っていたらしい。


「そんなに気負うことないのに……」


「そうだな……」


　いいながら──俺はふとディアに目をとめ。


　ハッとなった。


（そ、そうだ……！）


　俺はとんでもないことに気づいた。


　俺はまだ、あんな場所まできてくれた、俺の相棒剣精レイダーに。ここまで連れ出してくれた恩人に。まだ一言も礼をいってない。


「ディア……」


　最終決戦が始まる前に、いっておかなければ。


　俺はそこで、ひょい、とディアをつまみあげ、


「はい？」


「ありがとうな」


　心の底からそういった。


「お前が約束どおり、世界すら変わっても、ボロボロになっても、諦あきらめず来てくれたおかげで……俺、また、ちょっとやる気出てきたよ」


　その言葉に、ディアはにっこり笑う。


「私……私が頭で思おもい描えがいていたご主人様と、実際のご主人様は……ぜんぜん違いました」


　ディアはいった。


「私、想像では、ご主人様は、もっとあの島を出たがらないと思ってた……相棒失格ですねぇ」


「いや……お前は相棒だよ」


　俺ははっきり断言した。


「え……」


「はっきりいって……お前、すげぇよ。間ま違ちがいなく世界で一番優ゆう秀しゆうな剣精レイダーだよ、お前。俺、お前が相棒で良かったわ……」


　心底俺はそう思う。はっきりいって、こんな剣精レイダー、世界中探しても絶対どこにもいないぞ？


　こいつが、あの時、俺と出会ってくれたおかげで、こいつがあの時、俺を部屋から引きずり出してくれたおかげで、こいつが、あの時、空から降ってきてくれたおかげで……


　俺はいつも、心を完全に塞ふさぎこんでしまう前に、立ち上がる事ができている。


　コイツと出会わなかったら、俺、今いま頃ごろどうなってたか……多分まだあのアパートの中だ。


「なんかお前には、世話になってばっかりだし。今度、絶対恩返しするからな。あれだよ。トンジル？　だっけ。あれ二人で食いにいこうぜ。オゴるし、好きなだけ食えよ」


「う……！」


「？　う？」


「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん!?」


　ビクッ！


　俺は、いきなりディアが、肩の上でちょっと周囲が騒そう然ぜんとなるくらいの勢いで号泣し始めたので、正直ギョッとした。


　な……なんだ？　いきなりどうしたんだ、コイツ。


「呼んでもらえたぁぁぁ！」


　そしてディアは、唐とう突とつに絶ぜつ叫きよう。


「ナ……ナニガ？」


「認めてもらえた！　私……初めてご主人様に相棒って呼んでもらえた！」


　そしてディアはそんなことを繰り返す。……ん？


「は？　なんだそれ。もしかして俺……お前のこと、まだ口に出して〝相棒〟って呼んだことなかったのか？」


「ないですよう！」


　ドガスカと俺の首を殴なぐりまくりながら号泣するディア。そ……そうだったのか？


「そりゃ……すまん。いや……正直、内心では、とっくに認めてたんだが……」


「なんか相棒ポイントがどうとかゆってたじゃないですか！」


「……そういや一時期そんな制度つくってたっけか……？」


　何で初期の俺は、コイツの相棒昇しよう格かくを頑かたくなに拒こばんでいたんだっけか？


　今思うと、どう考えても……こいつ世界最高の相棒じゃないか。


「ま……じゃ、今回の件で、相棒ポイント七億六〇〇〇万ポイント加算されて、お前は無事相棒に昇格したってことで……」


「七億六〇〇〇万!?　どれだけ大おお盤ばん振ぶる舞まいなんですか!?」


　なんか本気で驚くディア。俺は苦笑した。コイツは…………まったく、どれほど俺に忠実なんだ……！


「お前は、俺に、それだけのことしてくれたってことだよ。だから、ま、今まで通り──これからも頼たのむぜ相棒」


　俺はディアをいつもの定位置、胸ポケに入れて、宣言。


「任せてください。わたしをオフィシャルな相棒にしたら……もう、それは、すごいことになりますよ。期待しててください、ご主人様」


　なんか怖こわいくらいのテンションでいうオブシディアン。


　実はこの宣言、ハッタリではなく、わりと正確にこれから起こる俺達の未来を予言していたのだが……！


　この時の俺は、当然、そんなことに気づいてはいなかった。





　　　　†




　ドラ蔵は飛ぶ。


　アッシュの推測通りだとすると、もう、一、二分で、俺達は例の大穴へ辿り着くはずだった。


　全員、そろそろストレッチ等を始めながら、その瞬しゆん間かんを待つ。


　あと一、二分でつくなら、たぶん、世界は、救えるハズだ……！


　徐じよ々じよに全身を臨戦態勢に持っていく俺達。


　──が。


　そんなに簡単に事が運ぶわけがない。


　そんなに都合よく世界なんか救えない。


「あれ？　なんか……変なモノが見えますわね」


　デコ娘むすめ、アンジェラ・レオニダスが、前方を見渡し、俺達の希望を打うち砕くだくような光景を発見したのは──そんな瞬間だった。





「壁かべ……？」


　最初に呟いたのは、俺だった。


　前方に。


　空の上、おもいきり、俺達の進路上の中空に。


　縦数百メートル、横数キロにわたっていそうな、黒い壁が出現している。


　俺は最初、そう思った。


「ち……違ちがう」


　しかし徐々にその壁との距きよ離りが縮まっていくにつれ──誰だれかが、その発言を否定する。


　俺もそれを理解した。


　前方に出現した黒い物体は、壁、ではなかった。


　それはいうなれば──群れ。


　虫の大群も、遠くから見れば一つの塊かたまりに見えてしまうように──俺達の前方には、とある物体が数百体は集結し、数キロにわたって横に伸のびる形で俺達を待ち構えるように布ふ陣じんしていたのだ。


「な、なんだアイツらは……!?」


　思わず驚きよう愕がくの声を漏もらす俺。


　そいつらの正体は……巨きよ大だいな女神像かなにかのようだった。


　気味の悪いことに、大きさも、デザインも、何もかも同じ──高さ数十メートルの、自身の両りよう腕うでで自分を抱だきかかえるような姿勢の石せつ膏こう造りの女神像のようなものが、数百体宙に浮かび、こちらを向いているのだ。


「…………」


「…………」


「…………」


　そんな光景に、マギサの四人＋ディアは、何故か絶句していた。


　四人＋一体は揃そろいも揃って、昨日葬ほうむったはずのゴキブリを二、三匹びき見つけてしまったような顔で戦慄おののいている。


「？　オイ……」


「女神像……！」


　搾しぼり出すような声で呟いたのは、クリスタ。


「？　そうだな……見た目まさに女神像って感じだな」


「違う！」


　焦あせりきった声でいうクリスタ。


「あれはただの女神像じゃない！　サラマンドラで、私らはいきなりあいつに殺されかけた！　エメラダからメッセージを受け取った私ら殺そうとしたり、装置がある穴守ろうとしたり──あいつらはたぶん……例のレオンとかいう奴やつのガーディアンなのよ！」


　と、クリスタ。


「私らを、装置に辿たどり着つく前に叩たたき落とすつもりなんだわ！」


　クリスタがそんな結論を口にした──その瞬間だった。


　俺達の前方で、今まで目を閉じていた女神達が、一いつ斉せいに目を開き──


　ぴゅん…………ぴゅん…………


　ぴゅん……ぴゅん……


　ぴゅん、ぴゅん、


　ぴゅん、


　ぴゅん、


　ぴゅん、


　ぴゅん、


　ぴゅん、


　ぴゅんぴゅんぴゅんぴゅんぴゅんぴゅんぴゅんぴゅ──


　おびただしい数の赤い熱線を、俺達に向かって一いつ斉せい掃そう射しやしてきた。


「う……うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」


　雨のように降り注ぐ熱線に、俺達は動どう揺ようし、


「ウゲアッ!?」


　どぉん！　かなり器用にかいくぐってはいたが、さすがにすべて避よけきれるはずもなく、熱線雨のうちの一本がドラ蔵の右う翼よくに直ちよく撃げき。


「ド、ドラ蔵ちゃん！」


「きゃあああああああああああああああああ!?」


　そしてドラ蔵がバランスを崩くずし、俺達はそのまま海面に叩きつけられそうになったが──


「ダ、ダイジョウブッス！」


　どれだけ献けん身しん的な獣けものなのだろう。ドラ蔵はそう呟つぶやくと、傷ついた翼つばさも思い切り動かして、ぐいっ！　もう一度飛ひ翔しよう。バランスを取とり戻もどし、再び器用に熱線の雨をかいくぐり始める。


「ド……ドラ蔵さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」


「ダイジョウブ。マダトベマス。ケド、モウイッパツクラッタラヤバイカモ……！　アネサン、ドウシマス!?」


　ドラ蔵はクリスタに聞く。


「イッタンヒキマスカ？　ソレトモ、コノママ、ツッコミマスカ？」


「…………！」


　クリスタは一いつ瞬しゆんだけ考えるように沈ちん黙もくしたが……やがてぶるっ、と首を振り、


「突つっ込こみましょう。ここで退ひいたら間に合わないかもしれない。なんとかあいつら振ふり切って──あの戦線突とつ破ぱしましょう！」


「け、けど、クゥちゃん。突破するって……突破できるような隙すき間まほとんどないよ!?」


　前方を見ながら、血相を変えていったのはチカ。


「そうですわ。今度は私達一いつ箇か所しよに固まっちゃってるから、例の反射攻こう撃げきも使いにくいですし……」


「大丈夫よ。その為ためにコイツら拾ってきたんでしょ!?」


　ドラ蔵の上に身を伏ふせ、熱線をやり過ごしながらいうクリスタ。


「誰だよコイツらって……！」


　同じく伏せながら、俺。


「ア、アンタよ、アンタよ！　アンタに決まってんでしょ!?」


　がすがすっ！　そんな守りに入った俺に、クリスタはお前は安全地帯から今すぐ出ろ、といわんばかりの蹴けりを俺に入れてきた。


「い、痛いてぇ。お……俺!?」


　俺はその山さん賊ぞくみたいな気性の女に聞き返す。


「そうよ！　あんたらログレス出身でしょ!?　アイツら、魔ま法ほう攻こう撃げき全然通用しないんだから、世界で一番身体能力高いアンタらがなんとかするしかないでしょ!?」


「マジかよ……！　なんとかって……！」


　簡単にいってくれるが、そんな軽く引き受けられる注文じゃないぞ!?　俺は逡しゆん巡じゆん。


　前方のヤツらとは違うが、俺だってガイストに入る直前、あぐらをかいて浮ふ遊ゆうする六本腕うでのガーディアンと戦ったことがある。


　あの時だって、ログレス四人勢ぞろいでやって、やっとギリギリ一体倒たおせたって感じだったんだ。


　それが今は俺とメグと二人で、そのうえ敵は数百倍だぞ……!?　条件悪すぎる。


「グレン、やるしかないよ」


　そんな中、俺の隣となりで同じく伏せの体勢になっていたメグが、紙かみ一ひと重えで逸それていく熱線にあちらこちらを焦こがしながら、真しん剣けんな表情で俺に予想外のことをいってきた。


「な、何？　お前──」


「だって……このままだと死ぬだけだもん。それにクリスタの作戦ももっともだよ。前にタイラントの剣精レイダー使いの人がゆってたじゃん、八国で一番身体能力高いのログレスだって。マギサの人と相あい性しよう悪いなら、あたしらがなんとか突とつ破ぱ口こう開くっきゃないよ。そうじゃないと──八周目の世界消えちゃうんだよ？」


　もはやそこに、さっきまで怯おびえているメグの瞳ひとみはなかった。さすがログレス人、戦場の空気を嗅かぐと嫌いやでも切きり替かわるのだろう、いつの間にか生き残ることに全神経を傾かたむける傭よう兵へいモードの瞳になって俺を諭さとしてくる。


「それに大丈夫。アイツらそんなに強そうじゃない。あたしらなら……蹴け散ちらすだけならなんとかなるよ」


　そういうと、からん。音をたて、武器を構える。それはイレイザーレインではない。


　メグが島から持ち出してきた、デッキブラシか何かを壊こわして作った、単なる木の棒。レインを起こすほどの場面でもないということか……。


「来るよ！　準備いい!?」


　そして前方を見ていたクリスタが声を荒あららげていう。前方に視線を向けると、なるほど、ある程度まで俺達に接近を許した女神像達は、一時熱線攻撃を休止し、そして今度は近接戦でも希望なのか、何体かが、猛もうスピードでこちらに向かって飛来してきているところだった。


「くそ……わかった。他に選せん択たく肢しはない。やろう」


　メグですら、デッキブラシ使って一戦交えようっていうんだ。


　メグを、そして八周目を守るつもりの俺が、ここで臆おくするわけにはいかない。


　俺は立ち上がり、女神像達が群むらがってくる前方を見み据すえる。


　メグも同様に立ち上がり、ぶぅん、と棒を旋せん回かいさせいつもの戦せん闘とう態勢に入った。


「いくぞ！」


「うん！」


　そして俺達は一瞬で爆ばく発はつ的てきに全身にアドレナリンをいきわたらせ──


「でいっ！」


　もう既すでに間近にまで接近してきている、もっとも近い二体の女神像に向かい、それぞれ赤い黄昏たそがれの空をバックに背負いながら──思い切り、飛び上がった。





「ディア！」


　そして俺は中空で相棒の名を呼び──


「はいな！」


　ディアはそれに応え、素早く胸ポケから飛び出し、そして俺の目の前でその姿を変化させた。


　俺はちょうど受け取りやすい高さ、方向、位置に出現したソレ──浅あさ葱ぎ色いろの刀身を持つ、早朝に降りる霜しものような、小さな冷気を纏まとった一ひと振ふりの剣──の柄つかを右手で握にぎり、


「おぉおうりゃ！」


　ズガッ！


　最接近していた女神像の鼻はなっ柱ぱしらに、出会い頭がしら、横よこ薙なぎに斬きりつける。


「──────」


　女神像は、声こそあげなかったが絶ぜつ叫きようするように顔面を歪ゆがめた後、


　バキンッ！


　何の予備動作もなく、もとからそうだったように、一瞬で全身氷づけの女神像と化した。


「ん……？」


　俺は女神像のそのリアクションに何か違い和わ感かんを覚えつつ、


「うおおお！」


　三角跳びの要領で、その女神像から新たに接近してきていた女神像に向かって飛び上がり、


「せいあ！」


　ズガッ！　今度は、その女神像の顔面に、縦の斬ざん撃げきを加える。


　バキンッ！


　またしても、一瞬で凍こおる女神像。


「……？」


　すたんっ。俺はドラ蔵の上に一いつ旦たん着地し、剣状態のディアとまじまじと顔を見合わせた。


「お前……なんか出力上がってないか？」


　というか──


　俺はそこで気づく。


　あれ!?


「なんかあんたの剣……相手斬る度たびに、ちょっとおっきくなってない？」


　見ていたクリスタ達も気づいたようだった。目を丸くして俺の手の中の剣──オブシディアンを見つめている。


　そう──そうなのである。


　馬力が上がっていることもさることながら。手の中のディアは、雪山を転がる雪球のように、出現時より、一いち撃げき目。一撃目より二撃目。斬るごとに、一回り大きくなっていっている。


『な、なんか……おかしいですぅぅ！　ご主人様！』


　そんな中、剣状態のディアが、俺の脳内で錯さく乱らん気味の声をあげた。


「な、なにが!?」


『ひ、久しぶりに……うぅぅ……久しぶりにご主人様と一いつ緒しよに戦えると思ったら、しかもちゃんとした相棒として戦えると思ったら、から、から、身体が熱くて……！　うぅうぅ！』


　とかいってるうちにも、バキンッ！　バキンッ！　ディアがますます巨きよ大だいな剣となっていく。お……おいおいおいおい。段だん々だん持ちきれない重さになってきたぞ。


「お、おい……そいつ、線引きできなくなってるんじゃないだろうな……!?」


　そんな光景を見ながら、青ざめた顔でいったのは灰髪の少年、アッシュだ。


「線引き？」


「だってそうだろう？　オブシディアンの能力は、『斬ったものを凍らせる』能力、だろ？　理性失ったら、刀身に触ふれてるそこらに漂ただよってる空気から、光から、なんでもかんでも無差別に凍らせてデカくなるんじゃないのか？」


「な、何ぃ……!?」


　俺はギョッとする。お、おいおい……ディアの能力に、そんな危険性あったのか？


　確かに、今まで、俺との再会＋相棒への正式な昇しよう格かく……ここまでコイツが理性失うほど高こう揚ようしたことはなかったかもしれないが……今までああ見えてコイツ、実は凍らせる物、凍らせない物、理性で（たぶん無意識でだけど）線引きして俺に力貸してたのか……？


『う……うにゃああああああああああああ!?』


　バキバキバキバキ！　氷河のような剣は、ますます巨大化、刀身五、六メートルにまで成長する。


「うおおおお!?　や、やばい……持ちきれん！　ディア、一旦人形状態に──」


「ま……待って待って待って！」


　ヴンッ！　そんな俺を見て、慌あわてて口を挟はさんできたのはクリスタだ。


　クリスタは、手の上にどっからどうやって取り出したのか、札、のようなものを一枚出現させて、それを手の中の黄おう金ごん銃じゆうに詰つめ、


　どんっ！　なんの警告もなく俺に向かって発はつ砲ぽうした。


「避よけないで！」


　避けるも、避けないも。まさかの仲間の至し近きん距きよ離りからの発砲に俺は反応することすら出来ず、


　どつっ！


「うっ！」


　微かすかな痛みと共に、銃じゆう口こうから放たれた弾だん丸がんを、そのまま俺はモロに右みぎ腕うでに受け止める。


「な、何を……？」


　右腕を見ると──そこには、霧きりで作られたように形のハッキリとしない、しかし一目で何を模した形なのか理解できる、そんな物体が突つき立っていた。


　注射器。


　そこに突き立っていたのは、赤い液体になみなみと満たされた、霧で作られたぶっとい注射器。


「うっ……!?」


　そしてその注射器の存在を自覚した瞬しゆん間かん──妙みようなことが起こった。


　あれほど手の中にずっしり君臨していた肥大化ディアの重さが、突とつ然ぜん霧む散さんするようにスッと消えうせたのだ。


　俺はいつの間にか、肥大化オブシディアンを、片手で支えていた。


「これは……」


「【捨て身サムライ】の魔札マジツク・カードよ」


　ちゃっ、と手の中で銃を回転させながらクリスタ。


「最終決戦に備えて、出来るだけＭＰ使いたくなかったんだけどね……。


　それ使えば、今から三○秒、あんたは防ぼう御ぎよ力がゼロになる代わりに、腕わん力りよくが一・七倍になるわ！」


　シリアスな顔でクリスタ。


「…………」


　いや。なんか勝手に防御力ゼロにされたことに正直憤いきどおりを感じたが。


「ディアには悪いけど、暴走だろうがなんだろうが、今は突とつ破ぱ力大だい歓かん迎げいよ。あんたらの力で……大穴まで道つくって！」


　けっこう真しん剣けんな表情でクリスタに、ここまでいわれては仕方がない。


　まぁ、俺、主人公って柄がらじゃないし。ここで力出だし惜おしみせず奮ふん闘とうして、他の仲間を目的地に送り届ける役ぐらいが身みの丈たけか……！


「……よし。ディア、俺らはここが最終決戦かもしれん。後あと先さき考えず、暴れられるだけ暴れてみよう」


《の・ぞ・む・と・こ・ろ・で・うにゃあああああああああああ！》


　雄お叫たけぶと共に、バキン！　ますます巨大化するオブシディアン。


「うし…………おおおおおおおおおおおおおお！」


　俺は重い軍旗を持ち上げる騎き士しのようにそれを持ち上げ──


「伏ふせとけ！」


　ドラ蔵の上の連中にそう警告し──


「おおおおおあ！」


　ズガァッ！


　その場で、思い切りディアを横に振ふり回し、一○メートル程離はなれた場所に浮うかんでいた女神像の顔面を殴なぐりつける。


「────」


　女神像は、顔面の半分を凍らせながら、そのまま地表に向かって落下。


　それを見たほかの女神像達が、無表情の中に怒いかりをたたえながら、光に群がる羽は虫むしのように、俺に向かって一気に集結してくる。


《飛んで火にいる夏の女神像ですぅ！》


「いいから黙だまってろ」


　俺はそう呟つぶやくともう一度深く息を吸い込んで──


「おおおおおおお！」


　再び肥大化オブシディアンを思い切り持ち上げた。





　　　　†




　一いちか八ばちかの肥大化ディアの攻こう撃げきは、功こうを奏そうしたようだった。


「おああ！　うああ！」


　ズガァ！　ズガァ！　重々しい激げき突とつ音おんと共に、俺達の進路上にいた女神像が右に左に吹ふき飛とび、


「ドラ蔵！」


「マカセテツカァーサイ！」


　そこに生まれた〝道〟に、ドラ蔵は己おのれの限界を超こえるような速度で突とつ入にゆう！


「グレン君！　来たよ！」


　そして再び、目の前に現れた新手の女神像を、


「くっ──！」


　ズガァ！　再び俺が撃げき退たい。


　俺達は足あし踏ぶみしながらも、そのサイクルの繰くり返かえしで、確実に前へと進んでいた。


　途と中ちゆうで【捨て身サムライ】が切れ、俺がディアを扱あつかい切れなくなったりもしたが、マギサの面々は基本全員が【捨て身サムライ】を使えるらしく、そのつど誰だれかの【捨て身サムライ】を使用し、俺は筋力を確保し続ける。


（これは──いけるか？）


　そんな波に乗り始めた俺達の突とつ撃げきに、ドラ蔵上ではそんなやや気が早い、そわそわした雰ふん囲い気きが流れはじめた。


　喰くらいついてくる女神像の数も減ってきた……！


　俺達はこのまま大穴までいけるんじゃないか……!?


　全員が期待に胸をふくらませ、じっとその瞬間が訪れるのを待つ。


「見えた！　見えましたわ！」


　そしてはたしてその瞬間はきた。


　目だけはいいのだろうか。乗り出すように前方を注視していたアンジェラが、まっさきに声をあげた。


「大穴！　例の大穴ですわ！」


「何っ!?」


　俺達は追従するように、前方に目を凝こらす。すると、アンジェラのいう通りだった。


「お、おお！」


　前方、あと四、五キロ、というところだろうか。ずっと足元に続いていた罪つみの国くにの陸地が、そこで、唐とう突とつに終わりを告つげ。巨大な、途と方ほうもなく大きな漆しつ黒こくの大穴が俺達の視界に入る。


「いける！　ドラ蔵！　一気に突入よ！」


　幸い、偶ぐう然ぜんか必然か、大穴までの進路上に、女神像の姿はなかった。


「リョウカイッス！」


　ドラ蔵はクリスタの命に応こたえ、ますます加速！　一本の矢のように、紅い空を切きり裂さき、大穴へ向かう。


（いける──装置に辿たどり着つける！）


　ぐんぐん迫せまってくる大穴に、勝利を確信する俺達。


　が。





「……あれ……？」





　想定外すぎる異変が起こったのは──


　その瞬間だった。





　　　　†




　最初は、ただの、見み間ま違ちがいに思えた。


　他の面子メンツもそうだったのだろう。


　特にしめしあわせたわけでもないのに、全員が、同時に目をこすったりしている。


　が。


「あ、あのさぁ……」


　ようやく、クリスタが。


「なんか、あの穴までの距きよ離り……どんどん遠のいていってない……？」


　ようやく現実を受け入れたように、そう、口に出して呟いた瞬間。


「やっぱりか!?」


　残りのメンツもようやく自分の見間違いでないことを自覚し──一いつ斉せいにドラ蔵から身を乗り出し、再度大穴のほうへ顔を向けた。


　確認すると、やはり間違いなかった。


　突入まであと少しに見えていた、漆黒の大穴の最外周部分が──


　かなり高速で飛んでいるにもかかわらず、俺達の乗るドラ蔵からどんどんどんどん遠のいていく。


「な……なんでよ!?」


「そうか……！」


　そんな中、何かに気づいたように、脂あぶら汗あせを浮かべながら呟いたのは、アッシュ。


「違う……遠のいてるんじゃないんだ……！」


　呻うめくアッシュ。


「？」


「閉じていってるんだ……あの大穴自体が」


　呆ぼう然ぜんと呟くアッシュ。


「え？」


「俺達の目の前で、今、あの大穴が、どんどん閉じて、小ちっさくなっていってるんだよ！」


「は……はあ!?」


　その説明に、慌あわてたのはクリスタと、アンジェラ。


「な……なんでよ!?　なんでいきなりそんな都合悪い展開になるのよ!?」


「そ、それじゃ……このままじゃ私達、中に入れないじゃありませんの！」


「たぶんあのレオンとかいう奴やつの仕し業わざだな……！」


　呟いたのは、俺。


　メグが頷うなずく。


「女神像軍団突破されたから、今度は入り口自体閉じちゃおうってわけか……！」


「クゥちゃん……どうするの？」


　眼下でどんどん遠ざかっていく穴を見ながらチカが呆然と呟く。


「ど、どうするもこうするも……ドラ蔵！　もっと速く飛べないの!?」


　クリスタが慌てて聞いたが、


「ム、ムチャイワンデクダサイ！　スデニマッハ１グライデテルンスヨ!?」


　ドラ蔵は半泣きで返答。まぁ、そうだろうな……こいつ壮そう絶ぜつにがんばってるし。


「ね、ねぇ。さっきの【捨て身サムライ】をドラ蔵に使えば？」


　メグが、クリスタ達に聞いたが……


「無理よ……【捨て身サムライ】は自己暗示の力も借りてんだから。さっきの、具現化した注射針を刺さすって儀ぎ式しきはさまなきゃ、効果発生しない。コイツの鱗うろこに、注射針なんか刺さると思う？」


　足元を見ながら、クリスタ。そこにあるのは──黒光りする、鋼鉄のように硬かたい感かん触しよくの鱗。


「だ、だめだ……もう完全に閉じてしまう……」


　そんな相談をしている間にも、穴はどんどん縮小し、残っているスペースはここから見てもあと僅わずか。ドラ蔵の速度では……届きそうもない。


（くそ……ここまでなのか……!?）


　ドラ蔵の背に立ち込める、どうしようもない無力感と、沈ちん黙もく。


　やはり、俺に世界を救うことなんてできっこなかったのか……？


　今さら立ち上がったって、そんなもの無意味だったのか……？


　歯は嚙がみするような表情で、ただただ縮小していく穴を見み据すえる俺達。


「グレン・ユーク！」


　そんな俺達の耳に──


「メグ・ローズハート！」


　どこかで聞いたことのあるような──


「あの時の借り──ここで返させてもらうぞ！」


　予想外の声が響ひびいたのは──その瞬しゆん間かんだった。





　　　　†




「……え？」


　最初は、一いつ瞬しゆん、何が起こっているのかわからなかった。


　その声が、どこから聞こえてきたのかも理解できず、全員が辺りを見み渡わたしたりしている。と──


「え!?　ク、クゥちゃん……上！」


　チカが、直上に、思わぬ物を発見する。


　それは、人間ではなかった。


　そこにいたのは、女神像。


　俺達が蹴け散ちらしてきた女神像が──五体ほど固まって、俺達の頭上に浮うかんでいた。


「？　あいつらが話しかけてきたのか……？」


　一瞬、そんなことを考えた俺達だったが……


　ぴゅんっ！


　どうやらそれは、全くの筋すじ違ちがいだったらしい。


　ピュンピュンピュンピュン！


　直上の五体の女神像は、マッハ１で飛ぶ俺達を追走しながら、容よう赦しやなく熱線の雨を降らせてくる！


　どうやら、声の主を発見しようとして、たまたま攻こう撃げき直前の女神像を発見してしまったらしい。


「うおおおおおおおおおおお!?」


　いきなり降り注ぐ熱線に、絶句する俺達。


　くそ、さっきの声は空耳だったのか……!?　そのせいで一瞬油断して、動き出したが遅おくれた……！　肥大化ディアで熱線を打ち落とそうかと思ったが、間に合わない。


　が、その瞬間だった。


「《津波の槍アクアマリン！》！」


　やはりどこからともなく、そんな声が聞こえてきたかと思うと。


　ざうっ！　俺達の頭上に、俺達を覆おおうように、突とつ然ぜん水で作られたドームのようなものが出現。


「な、何だ……!?」


　驚おどろいているヒマもない。


　その水の壁かべは、俺達の頭上で、降り注ぐ熱線と衝しよう突とつ！


　ドォン！


　巨きよ大だいな水蒸気爆ばく発はつを起こし、そして高温の熱湯となって俺達に降り注ぐ。


「うおおおおおお!?」


「あっち！」


　容赦なく降り注ぐ熱湯雨に、俺たちは悲鳴をあげたが……しかしそのダメージは熱線直ちよく撃げきより遥はるかに軽いものだった。


　しかし、自分の無事を喜んでいるヒマすら俺たちにはない。


「ふぅん……貴様らが、アイツがいっていた〝本当の仲間〟とやらか……」


　呆然としていると、今度は、すぐ隣となりから、そんな女の声が聞こえてきた。


「!?」


　俺達は、慌てて声のしたほう──右方に首を向ける。


　今度は──姿を見ることが出来た。


　そこにいたのは──一人の女と、少年だった。


　煙管キセルを咥くわえた、けだるげな表情の大おお柄がらな女と。その子分のような、小こ柄がらな少年。


（……あれ？）


　その二人を見て、俺とメグは思わず顔を見合わせた。


　似ていた──少年のほうは、勿もち論ろん。片割れの、煙管を咥えた女のほうも、どことなく……俺とメグがよく知る少女、影かげ子こ、ツバサ・クロクワに、雰ふん囲い気きが似ていた。


　その二人が、一いつ匹ぴきの竜りゆう──いや、どちらかというと〝龍りゆう〟と呼んだほうがしっくりくるような、長細い蛇へびのような龍に乗り、ドラ蔵の横を併へい走そうしていたのだ。


「我わが国に仕えるより大事にしたくなる奴には見えませんがね……」


「まあそういうなネヅ。それにどのみち──結局私達も、こいつらに託たくすしかなくなってしまったんだからな」


　二人は俺達にはまったく理解の出来ない会話を繰くり広ひろげるだけ繰り広げると、


「任せたぞ──」


　勝手にそんなことを言い残し、


「行くぞ──《赤の影月ブラツデイ・メノウ》！」


　ドォン！　上空へ飛ひ翔しよう、そのまま上空の女神像の一体と戦せん闘とうを開始した。


「だ……誰だれだ……？」


　どうも俺のことを知っているような口ぶりだったが……俺には面識のない、女と少年だった。何な故ぜあいつらが俺のことを助けてくれたんだ……？　しかも剣精レイダーを使ってる……？


「オイ！」


　と、思っていると。今度は左方から、俺達を呼ぶ声が聞こえた。


　顔を向けるとそこにいたのは──


「あ……あぁぁ……!?」


　今度は、はっきり、見覚えがあるヤツらが飛んでいた。


　そこにいたのは、金きん髪ぱつと銀ぎん髪ぱつ、双ふた子ごのように似た顔を持つ俺と同い年くらいの青年。


「お、お前ら、確か──」


　思い起こすのは、ガイストに向かう途と中ちゆう通った下水道。


　そこで俺達は、とある三人組と、初の八国対たい抗こう剣精試練レイダー・ゲームを行った。


「確かあんた達、タイラントの……」


　呟つぶやいたのは、メグ。


　そう……そうなのである。


　あの時戦ったのは、隣の隣の国、罪の国〝タイラント〟の代表。


　その中の二人が……小型の竜に二人乗りするように、俺達の横を飛んでいたのだ。


（あ……そういうことか……！）


　そして俺は、今さら気づいた。


　名前は────残念ながら思い出せないが、確かこの銀髪の男のほうは、水を自由に使える《津波の槍アクアマリン！》とかいう剣精レイダーを所持していた。戦いに勝利した俺達は、その剣精レイダーも破は壊かいする権利があったが……気が乗らないので、結局、こっちの剣精レイダーは、破壊しなかったのだ。


　さっき女神像の熱線攻撃から俺達を救ってくれたのは……その《津波の槍アクアマリン！》の攻撃だったのか……！


「オイ！」


　なんだかガラにもなく感傷的な気分になっていると。


　隣を飛ぶ双子？　が、再度俺達に……いや、俺に向かって呼びかけてきた。


「おう……久しぶりだな」


　何をどうやってこんなところにいるのか知らないが……これはそれなりに感動的な再会といえるだろう。俺は神しん妙みような声で呼びかけに応える。


　が。


「けっ。相変わらず……ハーレムパーティを満まん喫きつしてるみてぇだな、てめぇは……」


　その声に返ってきたのは……そんな反応だった。


「は？」


　困こん惑わくする俺。双子の視線は……何故か、俺……ではなく、いつの間にか俺の後ろにいる、メグ、クリスタ、チカ、アンジェラに向いていた。


「むしろ女増えてるし……次々新しい女入れて……この外げ道どうが……！」


「前にいた銀髪とスケブ女はハーレム落ちか？　こんな奴やつ……救うんじゃなかったぜ……」


　二人は、全然感動的でもなんでもない、クズを見るような目で俺を一いち瞥べつした後、


「いこうぜ……」


「ああ」


　さっさと俺の元を離はなれ、どぉん！　そして上空で女神像の一体と戦闘開始。


　なんか……途と方ほうもない勘かん違ちがいしてないか、アイツら……？


　と、上空を見ていると。俺達は、奇き妙みようなことに気づく。


　最初の煙管女と小柄の男。そして今の双子。


　……だけではなかった。


　一匹……二匹ひき……三匹びき……四匹……最初に浮ふ上じようした二組に続くように、次々、上空の黒い女神像達の下もとへ、竜、龍、怪かい鳥ちよう、絨じゆう毯たん……様々な飛行物体が集結、そして悉ことごとく、戦闘を開始している。戦っているのは、勿論、飛行物体の上に乗っている人間、だ。


「だ……誰なんだアイツらは……？」


「剣精試練レイダー・ゲームの参加者だよ」


　見とれていると、左ひだり隣どなりから声がかかり、俺達はびくりと反応した。


　首を向ける。するとそこにいたのは──


　メグの赤あか髪がみよりさらに濃のう厚こうな真紅の髪の、悪あく魔までも着ないような扇せん情じよう的な鎧よろいを身にまとった、好戦的な表情の……しかしそれだけではない、どこか年上の思いやりも目の奥に隠かくしている、そんな雰囲気の女。


　さっきの双子と違ちがい、こいつの名前は覚えていた。


「お前、タイラントの〝ベアリス〟……だったよな……!?」


「久しぶりだね。グレン・ユーク。メグ・ローズハート」


　女は、隣で、ニッと笑う。やはり間ま違ちがいないようだった。こいつは、あの時戦った、タイラント勢の中でもリーダー格だった女。タイラントのベアリス。


「お互たがい積もる話でもしたいとこだけど……見ての通り、時間はこれっぽっちもないんだ。単刀直入にいうよ」


　前方──もうほとんど閉じかけている大穴を見ながらベアリスはいう。


「私らが、これから、全力であんたらのフォローをする。あんたらは、死ぬ気で、あの穴の中に飛び込むんだ」


　その問いかけに……ドラ蔵の上にいる全員が顔を見合わせた。


「いや……それは構わないが……しかしもう間に合わないんじゃ……」


「いーや、まだ間に合うはずだ」


　そういうとベアリスは、手の中でビンッ。どこかで見覚えのある鞭を引っ張って見せた。


「あ……！」


　俺とメグは……同時に声をあげる。


（そ、そうか……こいつには、これがある）


　目の前の鞭。それは俺達が散さん々ざん苦しめられた、タイラントの要かなめとも、象しよう徴ちようともいえる、一本の剣精レイダー。


　その名は、《虹色の鞭レインボーガーネツト》。


【叩たたけば叩くほど対象の身体能力を上げる】という、ふざけた──しかし使い道によっては恐おそろしい効果を生み出せる補助系の剣精レイダーである。


「それを使ってドラ蔵の速度を上げれば……！」
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　俺とメグは顔を見合わせ呟く。ベアリスは頷うなずいた。


「私らの乗ってきたドラゴンは、既すでにこれでめいっぱいドーピングしてる状態だ。なんとかあんたらに追いつきはしたけど、これ以上、速度はあげられない。後はもう、天然でそんだけの速度出せてるあんたらの竜に期待するしかない」


　そういうと──ベアリスはおもむろに鞭を振ふり上げ──


「わかったら──歯ぁくしいばりな！　この意い地じ汚きたない豚ぶたがぁ！」


　わけのわからないきめゼリフと共に、ビシビシ！　ドラ蔵のケツに文字通り鞭を入れ始めた。


「ウッウー!?　ナンスカ……ナンスカコノ、アツイキモチワ!?」


　破は滅めつ近づく黄昏たそがれの空に、響ひびき渡わたるドラ蔵のなんともいえない悲鳴（？）。


「ちょ、ちょっと!?」


　そんな様子に慌あわてたのは、マギサの面々だ。


「うちのドラ蔵に何すんのよ!?」


「だ……大だい丈じよう夫ぶだ」


　俺はその面々を制した。


「これは……まぁ、儀ぎ式しきみたいなもんなんだ」


「そ、そんな説明で納得できるもんですか!?」


　しかしクリスタは、まったく納得しなかった。


「ていうか……さっきからなんなのよ!?」


　クリスタは憤ふん慨がい。


「なんか続々、重要人物みたいなの集結してきてるけどさ……あんたら誰よ!?」


　上空、戦闘中の連中を見ながら、クリスタ。


「さっきあいつらも剣精レイダー使いっていってたわよね!?　でもどー見ても……あそこにいるヤツらは、全員同じ国出身には見えない」


　そしてクリスタは視線をベアリスに戻もどし、


「そんなバラバラの国の連中が、何で一ひと塊かたまりに……しかもドラゴンまで手に入れて、ここに集まってきてんの!?　全員サラマンドラにいたとも思えないし……おかしいじゃない！」


　糾きゆう弾だんするようにベアリスに叫さけんでいる。


　確かに──クリスタの意見にも一いち理りあった。上にいるやつらは、どう少なく見積もっても、四人以上いる。しかし、一つの国に所属できる剣精レイダー使いは最大で四人。つまり上にいる奴らは、国の垣かき根ねを超ちよう越えつして、一いつ緒しよにチームを組んでいることになる。


　しかもそいつらは悉く竜を乗りこなしている。竜の国サラマンドラ以外に、しかもこんなに都合よく、ドラゴンなんて生物がうろついているとは思えない。


　こいつら、どうやって、どういう経けい緯いでここに集つどってきたんだ……？


　ベアリスに向けられる、疑問の視線。


「…………！」


　ベアリスは、その声の中も、ビシィ！　ビシィ！　無言でドラ蔵に鞭を入れながらも──


　やがて嘆たん息そくしたように、こう呟くのだった。


「ライエル・ヒート」


　ベアリスは短くいった。


「え……」


　ログレス、マギサ、世界で唯ゆい一いつ、ドラ蔵の上にいる全員が知っている固有名詞の登場に、俺達は目を見開いた。


「詳くわしくは知らない。どれだけの範はん囲いで動いていたのかも。ただ、ここにいるメンバーは、全員、今け朝さいきなり押しかけてきたアイツにドラゴン押しつけられて、一方的に、タグの情報は本当だから手ぇ貸せって殴なぐられて、最終的に、来なきゃ殺すって捨てゼリフ吐はかれて置き去りにされた……ある種被ひ害がい者しやなのさ!!」


　心なしか、ドラ蔵を打つ鞭の音を荒あららげながら、ベアリスは告白。


「え……えぇぇ……？」


「ラ、ライエルさんが……!?」


　その告白に、ドラ蔵上の人間は一人残らず驚おどろいた。


　あのライエルさんが……世界の危機の為ために動いてた……？


《ラ、ライエルさん……ライエルさん、動いてくれてたんですよ！》


　そんな中、ディアがなんか興奮したような声をあげた。


《どうでもいいとかいってたけど。八周目の世界に興味ないなんていってたけど……やっぱりライエル・ヒートは英えい雄ゆうだったんですよ！　私達と同じで……ううん、私達以上に、世界の為を思って、動いてくれたんですよ！》


　バキバキバキ！　ますます肥大化しながらディアは叫ぶ。


　な……何興奮してんだコイツ……？　コイツ……そんなにライエルさんのこと好意的に思ってたか？


（でも……そうか……ライエルさんが……）


　予想外の事実だったが……それは俺にとっても嬉うれしい事実だった。


　ライエルさんも……立ち上がっていたんだ。そして、ライエルさんは、ライエルさんで……あの人にしかできないようなやり方で、世界を救う為、動いていたんだ。


「なによそれ……そんな計画あったなら……私達にも相談すりゃよかったのに……！」


　なんだかムッとした表情でいっているのはクリスタ。


「ちゃんと世界救う気あるなら、手伝ってあげたわよ！」


「もしかして……あの人……ディちゃんがグレン君に会いにいくのを邪じや魔ましたくなかったんじゃないかなぁ」


　ふと気づいたようにいうのはチカ。


「それで……興味ないみたいなこといってたけど。ほんとは、グレン君が出てくるのか、島に残るのか。その結果……見たいと思ってたんじゃないかなぁ……？」


　俺を見ながら、チカ。


　そう……なんだろうか……？


　俺には……そこまで深くライエルさんの気持ちは分からない。


　けど……そうなら。本当にそうなら。俺はライエルさんに会いたかった。


　会って……結論を出した俺を、最後まで見届けて欲しかった。


「でも変ですわね……。上に、ライエル様はいらっしゃらないようですが？　私の王子様はどこに？」


　その時、上空をライフルのスコープで眺ながめつつ、赤い顔で呟つぶやいたのはアンジェラ。


　コイツ……いつの間にかコイツの中で、ライエルさんが白馬の王子に昇しよう格かくされている……！


「さぁてね」


　別に興味もなさそうにいったのはベアリス。


「作戦と集合場所伝言するだけ伝言して、どっかいっちゃったよ。タグを頼たよりに剣精レイダー使い集めてたみたいだけど……今もまだ仲間探してんのか。先に突とつ入にゆうしてんのか。それはわからない。一つだけ確かなのは──いない奴やつアテにしても仕方ないってこと。


　私らは私らで、自分の力で世界救うのさ！」


　ビシビシビシィ！　ベアリスは、さらに猛もう烈れつな勢いでドラ蔵のケツに鞭を入れ続け──


「よーし！　リミットいっぱい！　もういいだろう！」


　そして最後に一いち撃げき、締しめくくるような一発を、ドラ蔵にお見み舞まいしながら宣言した。


「元からあれだけの速度で飛んでたあんただ。今の状態で本気で飛べば、きっと──あの穴に追いつける。頼たのんだよ」


「リョ、リョウカイッス。ヤッテミマス、ベアリスネエサン……」


　従順な声でドラ蔵。こいつ、凄すごい奴なのに、いろんな奴に足あし蹴げにされてるよな……。


「よし──それじゃ、行きましょう！」


　強きよう烈れつな風圧の中、前方を見み据すえながらクリスタ。


「ちょっと待ちな」


　が、そのクリスタを、ベアリスは呼び止めた。


「あんた達は──ここに残りな」


　そしてベアリスはそんな──予想外すぎることをいう。


　ベアリスの視線の先にいるのは──クリスタ。そしてチカ、アンジェラ、アッシュ。どうやら、マギサの面々。


「は……はあ!?」


　呆あきれたような声を出したのは、クリスタ。


「残る？　あたし達がここに……？　な……なんでよ!?」


　嚙かみつくようにクリスタ。


「むしろ逆でしょう!?　私達がどんだけ優ゆう秀しゆうか、あんた知ってんの!?　私達がいなきゃ、装置、絶対止められないって！」


「そうかもね。けど、少なくとも、今は一緒に行くべきじゃない。あんた達が上にいたんじゃ、そのドラゴンは全力で飛べないんだよ」


　はっきり断言するベアリス。


「え……」


　クリスタ達は、虚きよをつかれたような声をあげる。


　ベアリスは肩かたをすくめて、


「今だってそうだし、多分この後だってそうさ。後ろから飛び方見てりゃわかるよ。そのドラゴンは、まだ何か遠えん慮りよしながら飛行してる」


「ドラ蔵！」


　クリスタは怒いかりの声をあげたが、


「イ、イエ……ダッテ、シカタナイジャナイスカ。イチバンダイジナノハ、ヤッパ、ネエサンタチノカラダデスシ……」


　ドラ蔵にこういわれては、何も言い返せない。


「あ！　そうですわ！　だ、だったら私達も、筋力増強すればいいんじゃありません？」


　閃ひらめいたようにいったのは、アンジェラ。


「【捨て身サムライ】もありますし。その鞭むちも使えば、私達も、本気のドラ蔵についてゆけるんじゃ……」


「そんな悠ゆう長ちようなことしてる時間があると思うかい？」


　くい、と前方を顎あごで促うながしたのはベアリス。


　前方では……ますます穴が小さくなって、遠のいていく。


「クゥちゃん……」


　そんなクリスタに、チカがいう。


「グレン君達信じようよ」


　と、チカ。


「どのみち……私達、前の女神像と戦った時から、ＭＰ、ほとんど残ってないし。ここまでグレン君達運ぶので、けっこう精せい一いつ杯ぱいだよ」


「仮に中まで喰くらいつけたとしても、足手まといになるのは目に見えてるしな……」


　アッシュも同意する。


「世界救いたいなら……ここに残ったほうが賢けん明めいだ」


「…………！」


　その仲間達の意見に、しかしまだ納得がいかないようにクリスタはしばし歯は嚙がみしていたが……


　やがて何かを諦あきらめたように、どんっ！


　俺に向かって黄おう金ごん銃じゆうで発はつ砲ぽう。そこから発射されたのは……例の注射器。【捨て身サムライ】。


「お前……」


　俺の腕うでに突つき立たったそれを見ながら、


「死んでも……装置止めなさいよ……！」


　クリスタは呻うめくようにいった。


「ほんとは自分でやりたいんだからね。あんたなんかに任せたくないんだからね。そんな私達置いていくんだから……そんな私達の想いももっていくんだから。絶対、負けなんて、許さないんだからね!?」


　八つ当たりのように俺の胸にパンチしてくるクリスタ。


　俺はその蠅はえが止まるように遅おそいパンチを思わずぱしっ、と受け止め、


「……わかった」


　重く頷うなずいた。


　感傷的かもしれないが、俺より遥はるかに小さいその受け止めた手から、クリスタ達の悔くやしさ、複雑な想い、世界を救いたいという気持ち、いろんな気持ちも同時に受け取ったような気がした。


　コイツらは、俺とディアを引き合わせる為にあの島に寄ったりしていなければ、この大穴の中で待ってる最終決戦には余よ裕ゆうで間に合っていたのだ。


　確かに俺、メグ、そしてディアは、なんとしてもこいつらから受けた借りを返さなければならない。


「ディちゃんも、メグちゃんも、元気でね」


「終わったら、マギサに遊びにきてくださいな。うちのお屋や敷しきでガーデンパーティやればいいですわ。うちのお屋敷はマギサで一番敷しき地ち面積が広くて空気が綺き麗れいで──あなた達も絶対気に入るんだから」


「頼んだぞ」


　そしてそういい残し……


　チカ、アンジェラ、アッシュは、後方、ベアリスの乗っているドラゴンに移動する。


「…………」


　メグは、その三人に、何かいおうと口を開いたが……結局何もいえないことに気づいたのだろう。そのまま何もいわず、口を閉ざす。


　ボンッ！　それとは対照的に。


　その瞬しゆん間かん、手の中のディアが勝手に人形形態に戻もどり、後方に叫さけんだ。


「チカさん、アンジェラさん、アッシュさん……ここまで……こんなところまで、私とご主人様、それにメグさんまでつれてきてくれて……ありがとうございました！」


　少し涙なみだぐんでいるような声で、ディア。そしてディアは、俺の前にいるクリスタに、


「クリスタさんも……。私、ご主人様の次くらいに、クリスタさんのこと大好きっていうか……二番目のご主人様みたいに思ってます」


「あんたも……気をつけてね」


　クリスタは、ぱっ、と俺から拳こぶしを引ひき離はなし、ぽん。俺への態度からは一転──優しい表情、声、手つきで、優しくディアの頭に手をのせる。


「こんな結果になっちゃったけどさ。別に後こう悔かいはしてないよ。あんた達引き合わせたのは私の意志だし。私達にとって、これが……一番自分自身に胸はれる結果だったんだからね」


　そういうと、クリスタはとん、とベアリスのやや定員オーバー気味の中型ドラゴンに飛び移った。


「じゃあね」


「ああ……」


　俺はディアを胸ポケにしまい、前方に視線を移し、いった。


　まだ後方にクリスタ達の気配があるが、もう振ふり返かえらない。


　俺達が今やるべきことは、ただ一つ。


　クリスタ達の分まで……いや、世界中の八周目世界の人間の想いを背負って、早く、確実に、装置を止めることだ。


「よし……いくぞ、メグ、ドラ蔵」


「うん」


「ギョイ！」


　俺の指示に、メグとドラ蔵は短く反応し。


「ソレジャ……チョットホンキデトビマスンデ……シッカリツカマッテテクダサイヨ!?」


　ドラ蔵のそんな言葉を残し。


　様々な人間の想いを背負った黒い竜りゆうが、紅あかい空の中、ゆっくりその速度を上げ始めた──！











　ゴウッ！


　猛烈に吹ふき荒あれる風。


　自分の身体からだが無数の穴だらけになって四し散さんしそうなくらいの耐たえ難がたい風圧。鼓こ膜まくがどうにかなりそうだ。


　ベアリスの予想は当たっていた。


　ベアリスに強化され、なおかつ、本気で飛び始めたドラ蔵の飛行速度は──ログレス出身の俺達ですら、一分も飛べば確実に振り落とされてしまうような、想像以上の速度だった。


「う──」


「あ──」


　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオアア！


　手て負おいの猛もう獣じゆうのように暴れ狂くるう風に毎秒さらされ、俺達はもう声を出すことも何かを見ることも出来ない。


　ドラ蔵の背中にしゃがみこみ、鱗うろこにつかまって呻くのみ。


「グ……レ……」


　ほとんど失われている視界の中、隣となりのメグが、じりじり鱗につかまっていられなくなり、徐じよ々じよに後方に下がっていくのが見えた。


（メグ……！）


　俺は片手をのばし……がしっ。かろうじて手の届いた、メグの左手を摑つかんでこちらに引き寄せる。


　偶ぐう然ぜんなのかもしれないが、最後にクリスタに『捨て身サムライ』を打ってもらっていて本当によかった。あれがなかったら、平時の俺の身体能力では、この状じよう況きようは耐えられなかったかもしれない。


「ハァ、ハァ、ハァ、ア、アニキ！　ミエマシタ！」


　そんな中、ドラ蔵が声を張り上げた。


　見ると、どうしようもなく狭せばまった視界の中、前方の、徐々に面積が小さくなっていき、今にもその口が閉じられようとしている例の大穴が見えた。


　もう、大穴の面積はほとんど残っていなかった。もともとは何百キロあったのか知らないが、今はもう、数十メートルもない。いや、そのわずかなスペースすら、こうしてる間にもどんどん失われていく。


「!?　ト、トウデス！　アニキ！　アナノナカニ、トウガミエマス！」


　そしてさらにドラ蔵は実じつ況きよう。


　見ると──なんてこった。


　確かにドラ蔵の報告どおり、わずかに残された穴からは、塔とう、のような建築物の、天頂部分がのぞいていた。


　あそこに、あのレオンとかいう装置の番人がいて、装置が置いてあるのか……!?


「よし……！」


　俺は決める。


「ドラ蔵……このまま……あの塔の頂上に……突っ……込め！」


「イ、イインデスカ!?　ドウナルカワカリマセンデスゼ!?」


　ドラ蔵は聞いてきたが、どのみち、ほかにいけそうな場所も、装置がありそうな場所も思いつかない。


　あの塔にレオンとかいう装置の番人がいて、装置が置いてあることに賭かけるしかない。


「いけ……」


　俺は頷く。


「カシコマリ！」


　ドラ蔵は返事をすると、


　グンッ！


　急激に上じよう昇しよう。


　そして空中で、放たれる直前の矢のように、しっかり、その首をいつの間にかもう真下にまで来ている穴に向け……


「コノママスイチョクニツッコミマス！　シッカリ──ツカマッテテクダサイ！」


　ゴウ！　まさに放たれた矢よろしく、正しよう真しん正しよう銘めいの直ちよつ滑かつ降こうで、眼下の塔に降下し始めた。


　かろうじて見える視界の中で、閉じていく穴の中央にある、巨きよ大だいな、塔の天頂部分が徐々に俺達に向かって迫せまってくるのが見える！


　俺は必死に頭を下げ、そして左手でドラ蔵の鱗を、右手でメグの肩かたを抱だきかかえ、さらに増した風圧になんとか耐える。ぎゅっ──メグが衝しよう撃げきに備えるように、身を硬かたくした。


（頼たのむぞ……俺達は……装置止めて、あのクソったれた八周目の世界に戻るんだ……！）


　俺も目を瞑つぶり、そして、何かに祈いのるような気持ちで全身を硬くする。


　そして、


　ゴッガァァァァ！


　俺とメグの鼓膜を打ちつける、世界が破れたような破は壊かい音おん。


　洪こう水ずいにでも巻き込まれたような振しん動どう。


　土ど砂しや崩くずれのように降り注ぐ瓦が礫れきと砂すな埃ぼこりと様々な破片と共に。


「くっ──！」


「きゃああああああああああああああ!?」





　俺達は、世界の中心に立つ塔の先せん端たんへ、騒そう々ぞうしく、突とつ入にゆうした──！




　シナリオⅢ・侵しん入にゆう者しや達の行く末







　ゴッガァァァァァァ！


　激しい轟ごう音おんと風圧と向かい来る瓦礫で、何も、何も見えない。


　わかるのは現在、ドラ蔵ぞうは屋上を破り、しかしその勢いを止められず、そのまま中のフロアの床ゆかも突つき破やぶり、まるで土砂崩れのように、未いまだに塔を縦に貫かん通つうし進んでいるということだった。


「くっ……！」


　ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ！


　とにかく俺とメグは、手をつなぎながら、その強きよう烈れつな状況をなんとかやり過ごすように身をかがめ、ドラ蔵にしがみつき、耐え続ける。


「メグ……がんばれ……！」


「う、うん……！」


　俺達は励はげましあい、なんとかその状況を乗り切ろうとする──


　ガガガガガ……ガガ……ガ……


　するとやがてドラ蔵の速度も落ち、落下も止まりはじめ、そして──


　ドラ蔵はとあるフロアで、ようやく、完全に静止した。





「こ、ここは……!?」


　粉ふん塵じん舞まい上がる中。


　俺はメグと手を離し、ゲホゲホと咳せき込みながらドラ蔵を降り、周囲の状況を確認してみた。


　そこはやけに薄うす暗ぐらい、しかしかなり巨大な、白を基調とした柱や階段の並ぶ、エントランスホールのような場所。


　残念ながら、例の装置があった畳たたみ部屋ではないらしい。


　ドラ蔵は精せい魂こん尽つき果てたのか。そこで気絶していた。


「よし……まずはあの部屋に行く方法を探そう！」


　とりあえずドラ蔵はここに置いて二人で行くしかない。俺はドラ蔵の上のメグに呼びかける。


　が。


　………………。


　何故か返事がない。


「…………。メグ？」


　俺は首をかしげ、ドラ蔵に近寄り、ドラ蔵の背中を見み渡わたしてみた。


　すると。


「……え!?」


　予想外の光景に、俺はわけがわからず混乱した声をあげた。





　ドラ蔵の上から──メグの姿が忽こつ然ぜんと消えていた。





「…………………はあ!?」


　俺は困こん惑わくしながら、周囲の様子を見渡した。


　しかし──


　ドラ蔵の上、ドラ蔵の周囲、ドラ蔵の下、どこを見渡してもメグの姿がない。イレイザーレインの姿も。


（待てよ、ディアはどうした……!?）


　俺はもしかして俺一人はぐれたのか？　と思いつつ、胸ポケを見る──


　が。


「んがが……ゴシュ……」


　──幸いにも、力尽きたように眠ねむってはいるが、ディアの姿はそこにあった。


　ということは、どうやら、メグとレインだけがこの場からいなくなったらしい。


「し、しかし、どういうことだ……ありえないだろう……!?」


　俺は声を荒あららげて、戦慄おののく。


　なんせ俺は、ドラ蔵を降りる瞬しゆん間かんまで……つまり、ほとんど今の今まで、ここに、メグと、一いつ緒しよにいたんだぞ？


　妙みような胸むな騒さわぎと八つ当たり気味の苛いら立だちに支配されたまま、俺はとりあえず再度周囲の捜そう索さくを続けようとする。


　ヴィィ──ヴィィ──


　聞きなれた音が鳴なり響ひびいたのは、その瞬間だった。





　見ると、音の発信源はタグ。胸ポケの中で爆ばく睡すいするディアの後ろに刺しておいたタグが、震ふるえていたらしい。


　もしかしてメグと何か関係があるのか……!?


　俺は期待してタグを取り出し、画面を確認したが。


　アテはハズレに終わった。


　そこに表示されていたのは、マップ──どうやら、この塔の断面図のようなもの。


　特に何か説明文が添そえられているわけではないので、恐おそらくこれは今届いたモノではなく……最初にエメラダから届いた映像と一緒に送ってきたものが、ただ単純に再生されているのだろう。


　そこには、【device】と書かれた赤い点と、【you】と書かれた青い点が、離はなれたフロア同士で二つ点てん滅めつしていた。


　youは俺……だろうから、deviceは、装置、か？


「……クソッ、でも、今はそれどころじゃないんだ……！」


　いや、この情報はありがたい。とてつもなく必要な情報だ。これで俺は装置のある場所まで辿たどり着つけそうだし、エメラダには感謝する。


　──が、それより何より、


「メグは……どこいったんだよ!?」


　三度目、俺は周囲を見渡してみたが……どこにもメグの姿は見つからない。


（もしかして…………）


　俺は妙な予感を覚える。


（もしかして、あのレオンとかいう奴やつが、なんかしたんじゃないだろな……!?）


　例えばメグを連れ去ったとか…………いやでも、意味が分からない。何な故ぜ俺も一緒じゃなく、メグだけを連れ去る？


「くそ…………！」


　俺はその場で立ち尽くし、行動できずにいたが……！


「とりあえず……どのみちここへ行くしかないのか……！」


　タグの、【device】を見ながら俺は呻うめく。


　メグはあのゴミ箱のタグを持ってきていたようだから、はぐれて、もし無事ならここへ向かうだろうし。


　犯人がレオンだった場合も、奴は装置の番人なんだから、ここにいるはずだ。


　かなり後うしろ髪がみひかれるが……ここにただ突っ立ってても、情報がない以上、どうすることも出来ない。俺も向かうしかない。


（クソ……守るっていったのに、早速このザマか……！）


　そんな自分を情けなく思いながらも。


　しかし俺は、装置へ向かって、全力疾しつ走そうを開始した──！





　　　　†




　断面図、によると、装置があるのは、このエントランスの三つ上のフロア、のようだ。


　間ま抜ぬけな話だが、俺はドラ蔵にのって一度はそのゾーンを通り抜ぬけてきたらしい。


　とはいえ、天てん井じようの穴まで飛んで上るほどの身体能力もないので、俺は普ふ通つうにエントランスの階段に足をかけ、猛もうスピードで階段を駆かけ上る。


　そして辿り着いたのは──


　なにやら、巨きよ大だいな墓所──のようなフロアだった。


　天井が高く、長細い通路に、延々、数十メートルはありそうな、長方形の墓石らしきものが並んでいる。


「…………」


　なんか不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きを感じつつ、俺は断面図を確認した。


　上へ続く階段は、いったん、ここで途と切ぎれている。さらに上に上がるには──この墓所をつっきって、突き当あたりにある階段からのぼらなければならないらしい。


（面めん倒どうな……！）


　とはいえ、めんどくさがってる場合でもない。俺は再び加速して、墓石と墓石の間の通路を走り始める。


　そんな中──


（……ん？）


　俺は……進行方向。前方に、なんだか二つ人ひと影かげがあるように見えたので……目をこすった。


　しかし、人影は消えない。


　俺が距きよ離りをつめるにつれ、その二つの人影は、だんだん輪りん郭かくをハッキリさせていく。


　最初はあまりに遠かったので、二人ともただ突っ立っているだけかと思ったのだが……


　キィン！　ドンッ！


　どうやら、戦せん闘とうを繰くり広ひろげているらしかった。


　輪郭が完全にハッキリする距離まで近づく。


　戦っているのは──どうやら、二人の女、らしかった。


　一人は、子供のような体格の、黒いダボついた服をまとった黒くろ髪かみの女。


　対するは──


　長い銀ぎん髪ぱつをなびかせ、細身の剣けんを操り、黒髪の女を攻こう撃げきしている、俺と同じくらいの身長の女。





「…………………………………………ん？」





　と、俺はそこで、一いつ瞬しゆん、混乱し、足を止めた。


　なんとなく、そこで剣を交える二人が、俺の知人のような気がしたので、少々驚おどろいたのだ。


　といっても、こんな辺へん鄙ぴすぎる場所に、奴らがいるハズもないし、見み間ま違ちがいに過ぎないのだが。


　俺は自分の幻げん覚かくに呆あきれ、たっ、と再び加速する。


　目の前の二人は、なにやら言い争っているらしかった。


「お……お姉さま！　やめてください！　今、ここで戦ってるバアイでは……」


「だ、だから！　私のせいじゃないといってるだろう！　身体がいうことをきかないんだ！　あのレオンとかいう奴に操られているんだよ！」


「………………………………」


　なんなんだ……この既き視し感かんは。


　俺はやはりもう一度足を止める。


　一○○％他人のはずなんだが……今の声、やりとりの雰囲気、端はし々ばしに出てくるキーワード。あまりに……俺の知人に似すぎてやいないか？


　俺はなんとなくゴクリとツバを飲み込み、再び前進する。


　二人はもう目の前だ。


「な……何故そんなことになるのです!?」


「知らんわ！　わたしが不幸だからじゃないのか!?　いの一番にアイツに戦いを挑いどんだら、めちゃくちゃ強くて、コレであっさり手て駒ごまにされたんだよ！」


　自分の耳についた、赤いイヤリングのようなものをさしながら、女。


「ロザリーお姉さま……」


「ツバサ！　微び妙みように落らく胆たんしてないでなんとかしろ！」


「…………やっぱり、お前ら、ツバサとロザリーなのか」


　呆れて、その場で立ち止まる俺。


「え？」


「ん？」


　戦闘中の女子二人が手を止め、怪け訝げんそうにくるりと同時にこちらに向いたのは──


　その瞬間だった。





　　　　†




「な…………何ィィィィィィ!?」


　中空で、六つの瞳ひとみがぶつかりあい、場に一瞬の沈ちん黙もくが生まれたが……


　沈黙は本当に一瞬だった。


「グレン・ユーク!?」


　二人は俺を見ながら同時にそう叫さけんだ。


「やはり間ま違ちがいないのか……！」


　同じくらい驚きよう愕がくしながら、俺。


「ロザリー・リンド。ツバサ・クロクワ」


　何故……何故こいつらがここに……!?


　俺がそう呟つぶやいた、その瞬間だった。


　ロザリーとツバサが、一瞬くしゃりと顔を歪ゆがめて──


　どんっ！
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　やはりまったくの同時に、俺めがけてタックルのような抱だきつき攻撃を仕し掛かけてきた。


「ぐふっ……！」


「なんで……なんでお前まで、ここにいるんだよ!?」


　信じられない、といったような表情で、ロザリー。


「あなた、メグと二人でどこかへ消えたんじゃなかったの……？」


　同じく、呆ぼう然ぜんとした顔でいうツバサ。


「いや……それがいろいろあって…………」


　と、俺は説明しようと思ったが……。


「あん？　というか……おいロザリー。お前……操られてるんじゃなかったのか？」


「………………」


　いわれたロザリーは、きょとん、とした顔で、自分の身体を見ているが……


「う……うおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」


　次の瞬間、急に思い出したように、ブンッ！　俺の顔面に向かってレイピア──サーペンティアンを突つき出だしてきた。


「ば、馬ば鹿か……思い出させるな！　ぶり返してきたじゃないかっ！」


「い、いや、知らん……ぶり返すとかそういう問題なのか……？」


　ブンッ！　ブンッ！　俺はロザリーの突きを左右にステップして紙かみ一ひと重えで避よけながら、


「どうすれば止められるんだ？」


　質問。


「このイヤリングみたいのをとってくれ！」


　猛もう攻こうを仕掛けながら、右耳を声で指し懇こん願がんしてくるロザリー。


「これ耳につけられて以降、身体の自由がまったくきかんのだ！」


「何をやっているんだお前は……。ディア！」


　俺は仕方なくディアを呼び、戦闘態勢に入ろうとした。


　……が。


「ん……がが……？」


　ディア……無反応。


　よほど、さっきの大立ち回りで疲ひ弊へいしているのか、まだ目を覚ます気配がない。


（ちっ……）


　仕方ない。またコイツの出番は後で出てくるだろうし……ここは俺とツバサでなんとかするしかない。


（どうする？）


　だんっ！　俺は一いつ瞬しゆん距きよ離りを取り、ツバサに目で合図。


　ツバサは頷うなずき、いつも通りスケブを──


　取り出すかと思いきや、普通に口で、


「だいじょうぶ……作戦がある。最近あみだしたコンビネーション。それで一瞬お姉さまの動きをとめる。そのスキに、あなた、あれ、破は壊かいして」


　そう俺に告つげ、ダッ！　そのままロザリーに向かって素手で突とつ進しんしていった。


　……あれ？


　俺は一瞬違い和わ感かんに首をかしげた。


　アイツ、確か、主あるじ以外に声聞かせないルールみたいなのに縛しばられて生きてたんじゃなかったっけか……？


「何やってるの!?　始めるよ!?」


　ぼんやりしてると、ツバサにこちらを見ないまま今度は怒おこられた。


　うぅむ……気になるが、確かにそんなこと考えてる場合じゃないらしい。俺は突進していくツバサに続き、ロザリーに接近。その一瞬のスキとやらが生まれるのをじっと見定めつつ、間合いを保つ。


「む、無茶するなよツバサ！」


　ブン！　ブン！


　そしてロザリーは、自分に向かって突進してきたツバサに、容よう赦しやのない突きを放ちながら、しかし相当心配そうな声でそう警告した。


「お前は昔から自分の命を……」


「だいじょうぶです。私もう……昔とは違ちがいますから」


　しかし、そういうとツバサは、


　がくんっ。


　突とつ然ぜんその場で、バランスを崩くずしたように、いきなり床ゆかに膝ひざをついた。


「な……何!?」


　いきなりあっさりスキだらけになったツバサに、俺とロザリーは驚愕した。


「ば……馬鹿！　何やってるツバサ！　早く立て！」


　焦あせったようにいいながら、しかしロザリーはその大きすぎるスキを逃のがさないように、思い切りツバサに向かって突進する。


（お、おい……大だい丈じよう夫ぶなのか!?）


　スキを作るとかいっておきながら、もはや死にかけてるじゃないかアイツ!?


　俺は焦って少し身を乗り出したが、しかしそれより早く、


「よ、避けろ、ツバサ！」


　一瞬で跪ひざまずいたツバサの目の前まで距離をつめたロザリーが、思い切りサーペンティアンを振ふり上げ、ツバサの顔面を串くし刺ざしにしようする。


「ツバサ！」


　たまらず飛び出す俺──


　が──その瞬間だった。


「アホかボケェ！」


　いきなり、ツバサの頭から、金きん髪ぱつの人形がにゅっ、と一瞬姿を現したかと思うと、


「命粗そ末まつにすんなっていってんだろキィック！」


　バキッ！


　いきなり神速の動きでツバサの顔面にドロップキック。ツバサが後ろにのけぞるように仰あお向むけに倒たおれた！


「お、おお!?」


　その倒れいくツバサの顔面スレスレを、ブンッ！　サーペンティアンが通過！　そしてそのままロザリーは勢いあまって前につんのめり、最終的にツバサにつまずくような形で、


「きゃあ!?」


　なんか可愛い悲鳴で転てん倒とう、そのままでんぐり返しに一回転し、最終的にはしたなく仰向けに大の字になって床に転がる。


「一瞬のスキどころじゃなかったな……」


　俺は、なんか嘆たん息そくしながら、しかしそんな完全無欠に赤あかん坊ぼうより無防備になったロザリーのスキを見み逃のがすはずもなく、ロザリーに接近。


「名づけて〝命粗末にすんな作戦〟」


　ツバサがそんなことをいってるが、


「そのまんまじゃねぇか……」


　俺はそれにはマトモにとりあわず、


　思い切り拳こぶしを振り上げ──


　バキィ！　次の瞬間。ロザリーの耳のイヤリングを、拳で粉々に粉ふん砕さいした……！





　　　　※




　こうして、まさかの場所でまさかの再会を果たした剣精試練レイダー・ゲームログレス代表の三人は。


〝命粗末にすんな作戦〟で無事合流。


　立ち止まって話し込む時間はないので、墓所を走りながら、離はなれている間、誰だれがどこで何をしていたのか、それぞれの、情報交こう換かんを開始する。


　最初にロザリーがエンデにいて、そこから怪かい鳥ちように連れ去られここに来た……とかいう作ってるとしか思えないような不幸話を披ひ露ろうし、


　次にツバサが、影かげの国から〝始まりの影〟とかいうのを通ってここに来た、という話を披露。


　俺はそれで……突入時、俺を助けてくれたあの二人組が、もしかしたら影の国の人間だったんじゃないかとあたりをつける。


　そして最後に俺は、俺がここに至るまでの経けい緯い。


　俺とメグは同じ島にいたが、マギサの剣精レイダー使いが乗ってた竜りゆうを借りてここまできたこと。


　しかし、到とう着ちやく直後、何故か行方ゆくえ不明になってしまっていることなどを二人に説明した……。





「そうか……！」


　そう呟いたのは、俺の話を最後まで聞き終えた、ロザリーだった。


「メグが行方不明……」


「ああ。少し心配だが……とりあえず、例の畳たたみ部屋にいるんじゃないかと俺は期待してる」


「………………」


　そこでロザリーは沈ちん黙もく。


「？　ロザリー？」


「え？　あ、うん。そうだな。いればいいんだが…………」


　と、そこで、ロザリーは少し歯切れの悪い調子でいい、


　しかし覚かく悟ごを決めたように、次の瞬間、そこで嘆息した。


「……いや。白状しよう。グレン。私はメグが心配だが……再会が不安でもある」


　そしてそんなことをいいだす。


「ん？　というと……？」


「つまり私は……メグと会った時。自分がどういう顔になるか、わからないんだ」


　そう、感情を吐と露ろするようにいった。


「ロザリー……」


（なるほど…………）


　俺はどう答えようか、一瞬迷ったが──結局何もいえない。


　何な故ぜなら、ロザリーのいってることが、俺にはけっこう理解できてしまったから。


　俺は、島で、散々メグを励はげましていたが。


　ロザリーからすれば、やはりメグは、あの時自分を裏切ったひどい女、なのだ。


　俺はロザリーにもメグをなんとか受け入れて欲しかったが……


　それを俺が実際裏切られた本人、ロザリーにいうのは、いくらなんでもロザリーに対し配はい慮りよがなさすぎる。


「お前はいい……メグに連れさられたようなものだからな」


　沈黙する俺に、ロザリーは続けた。


「でもメグは……明確に私を捨てた」


「いや……ま、まぁ、そうなんだが。それは……俺のせいでもあるんだ」


　俺は出来る範はん囲いでメグをフォローしようと口を開いた。


「アイツ、俺のせいで、いろいろ不安に思ってたところもあったみたいで……それでだいぶ追おい詰つめられてたんだ」


「うん……まぁ、それもなんとなく分かる。いや、本当は、メグがただ本心で、私達が嫌きらいだからやったわけじゃないこともある程度想像がついているんだ」


　ロザリーは、複雑な表情で続けた。


「でも気持ちではわかっても、会ってみないと……実際関わってみないとわからない。その時自分がどういう気持ちになるのか。どういう顔になるのか。だから……少し不安なんだ」


「………………」


　俺は沈黙。


　これに関しては、もう、沈黙するしかないと思った。


　許すも許さないも、それはその時のロザリーの自由だ。


　そこはロザリーの意思を尊重する。むしろ中ちゆう途と半はん端ぱに表面上和解しても仕方ないし……ロザリーはその時、ロザリーのむきだしの気持ちをぶつけて欲しいと思う。


　俺の出番は……その後だろうしな。


「………………」


　ロザリーの意見はだいたいわかったので。


「お前はどうだ？」


　俺は次にツバサの意思を確認することにした。


「やっぱり……メグを許せそうにないか？」


「…………」


　その質問に、ツバサはしばし考えるように沈黙した後──


「私は…………いつだってお姉さまの味方。お姉さまが許さないなら、許さない。許すなら、許す。それが【影かげ子こ】としての私の務め」


　そう、口で宣言する。


　まぁ、だいたい想定内の返答か。なんとなく納得する俺。


　が。


「でも」


　意外なことに、ツバサの言葉に続きがあった。


「個人的には、許してあげたい」


　そしてツバサは、俺とロザリーが目を見開くような言葉を口にするのだった。


「え……？」


「なかまだから」


　さらに次の瞬しゆん間かん、ツバサは平然とした顔で、さらに俺達を驚おどろかすようなことをいってきた。


「メグ、私達の、なかまだから。だから私……私達ぐらい、許してあげたい」


　そう、気持ちを吐露するように、呟つぶやくツバサ。


「お前──」


　そのツバサの言葉に一番驚いた表情を浮うかべていたのはロザリーだった。


　ロザリーは、一いつ瞬しゆん虚きよをつかれたような表情を浮かべていたが……


　次の瞬間、ロザリーは、吹ふっ切きれたようにフッと笑い、


「そうだな…………。仲間か」


「はい。メグも、グレンも、もちろんお姉さまも。私の大切ななかまです」


　満足げに宣言するツバサ。ロザリーはくすぐったそうに笑った。


「……お前にそこまで成長されたんじゃ……主……いや仲間の私も、頑がん張ばらないとな」


　そういうと、ロザリーはくるりと俺に顔をむけ、


「行こうグレン。それもこれも、まずは装置を止めて、メグと再会した後の話だ。今は装置を止めよう」


　少しだけ前向きな表情でいってくるロザリー。


「そうだな……！」


　俺は頷うなずき──


（メグ……お前を見捨てず、関わろうとしてくれてる奴やつ、二人もいたぞ……!?　だから……絶対無事でいろよ……！）


　まずは第一目的地、畳部屋に向けて、ロザリー、ツバサと共に、全速力で急行する。





　そしてやがて俺達は、長かった墓所を抜ぬけた──！





　　　　†




　墓所の端はしにあった階段を上り、ひとつ上のフロアへ到とう達たつする俺達。


　するとそこには──


　今度は、さっきの通路の半分くらいの大きさしかない、薄うす暗ぐらく、延々とロウソクの灯ともった廊ろう下かが続いていた。


　装置があるフロアは、あと一つ上だが……。


　断面図によると……どうやらまた、この通路をつっきって一番奥にある階段まで行かないと、上には上れない仕様になっているらしい。


（クソ……まどろっこしい……！）


　とはいえ、やはり、愚ぐ痴ちってる場合ではない。


「急ぐぞ！」


　俺はロザリーとツバサに声をかけ、


「ああ」


「わかってる」


　頷く二人と共に、再加速。


　少し息をきらしながら、暗く狭せまい通路を全力疾しつ走そうする。


　──すると。


（……ん？）


　俺は、ほどなく気づく。


　俺達の進行方向に。





　また、二つ、人影が立っていた。





（今度は……誰だ？）


　なんとなく、〝また知人なんじゃないのか──？〟


　そんなことを思いながら、俺は、俺達は、その前方の二つの人影へ向かって急接近。


　距きよ離りが詰まるにつれ、その二つの人影は、だんだん輪りん郭かくをハッキリさせていく。


　どうやら、今度の二人は、戦せん闘とうをするわけではなく、ただ向き合って、対たい峙じして、何か話し合っているだけのようだ。


（男と女……か？）


　シルエットがハッキリしてきたので、俺は、気づく。


　前方にいるのは、男と女らしい。


「マジ……かよ……！」


　そしてまず聞こえてきたのは、なんか粗そ暴ぼうな男があげた、驚きよう愕がくの声。


「あ……！」


　その声だけで、俺達は、一発で男のほうの正体に予測がついた。


　そしてほどなく、実際の姿も確認できたので、自分達の推測が正しかったことを俺達は知る。


　前方で対峙する男女のうちの一人。男のほうは、俺達がよく知る男。そしてここにいるかもしれないとベアリスからも聞いていた男。


　世界を回り、各国の剣精試練レイダー・ゲーム参加者を脅おどし、突とつ入にゆう作戦を企くわだてたという──


　ログレス最強の男。


　ライエル・ヒートだ。


　突入時の風圧のせいなのか、なんなのか、いつもは寝ねていたクセのある金きん髪ぱつが、思いっきり逆立っていた。


（ライエルさん……！）


　俺は、いろいろ複雑な感情に襲おそわれる。


　会えて嬉うれしいような、怖こわいような、そんな気持ちだ。


（にしても……対峙してるのは誰だれだ？）


　走りながら、俺はそろそろ姿がハッキリ見え出した、男女のうち、女のほうへもう一度ちゃんと視線を向けてみた。


　どうもライエルは、その人物を前に、何か驚愕しているらしい…………よく考えると、ライエルが驚愕するなんてよっぽどだよな……!?


　俺はライエルと向き合っている人影を注視。


　するとそこにいたのは──


「………えっ!?」


　俺は──そしてロザリーも、ツバサも同じだった。


　そこにいるのが誰かを理解した瞬間。


　ライエルと同じように、驚愕の声を発し、そこに呆ぼう然ぜんと立ち止まった。


「馬ば鹿かな……！」


「ウソ……だろ？」


「そんな……！」


　俺達の前方。


　左手に〝扇せん子す〟を持った、長い黒くろ髪かみに、黒いドレスを纏まとった大人の女性──


　そこに立っているのは、俺達もよく知る女性だった。


　ただしそれは絶対にありえない。


　ここにいるはずのない人物。


　だが相手がこの人だったとすれば、ライエルがうろたえるのも理解できた。


　ライエルにとってこの人は……この人だけは、特別なのだ。


「久しぶりね、ライエル。グレンも」


　そしてその人は、俺とライエルを見て、ニッコリ微笑ほほえむ。


「……何な故ぜ……何故あなたがここに…………！」


　ログレス国第三王女。


　ミザリィ・ログレスが、そこにいた。
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「レオン様に蘇よみがえらせてもらったの」


　ミザ王女は、ニッコリ笑うと。端たん的てきにそう説明し、戦意喪そう失しつしたのか、呆然と立ち尽つくすライエルの横をすりぬけ、俺のほうへ向かいながらそう説明してくれた。


「レッ……レオン様ぁ……!?」


　俺、そして確か、王女と面識があったというロザリーと、ロザリーに面識があったということは当然こっちも面識があっただろうツバサは、困こん惑わくしたままの顔で聞き返した。


　レオンって、まさにたった今、この世界終わらせようとしてるある種人類の敵、だよな……？


「あなた達は勘かん違ちがいしているわ」


　そして王女は、俺達の目の前で立ち止まり、持っていた扇子をスッ、と持ち上げた。


「あの方は素晴らしい方よ。あなた達も会えば、きっとその考えに賛同できる」


　王女の、柔やわらかい声と共に、フッ──扇子が微び妙みように燐りん光こうを放ち始め、周囲に、なんだか──甘い花のような匂においが漂ただよい始めた。


「……そう……ですね」


　その瞬間。


　俺の右みぎ隣どなりにいたロザリーが、なんか虚うつろな声でいうと、からんっ。手にしていたレイピア（老師）を地面に捨て、フラフラ王女に向かってゆっくり歩き始めた。


（え……？）


　わけがわからず見ていると、


「レオン様の……いうとおり……」


　ガランッ。さらに続けて、今度は俺の左ひだり隣どなりにいたツバサが、持っていた大おお金かな槌づち（アイ）を捨て、さらに全身に潜ひそませていた暗器の類たぐいをぽいぽいぽいぽい、次々捨て、王女に向かっていく。


（お、おいおい……？）


　その光景を、困惑しながら見ていた俺も、


（………………あれ？）


　なんか急に……だんだんわけがわからなくなってきた。


　ロザリーとツバサが行ったってことは……王女のいってたことは正しいのか？


　てことはレオンは素晴らしい奴……？


　奴のやってることは何もかも正しい……？


（とりあえずディアを置くべき……なのか？）


　そして何故かそんな気分になり、俺もゆっくりゆっくり、胸ポケで眠ねむるディアに手を伸のばしていく。


　くっくっく。


　ひっひっひ。


　しかしあたりに、押し殺したような笑い声が響ひびき渡わたり。


「ぶわーはっはっは！　だ……誰だよ……お前は!?」


　とうとうこらえきれないような、下品な笑い声が聞こえたのは……


　その瞬しゆん間かんだった。





「え？」


　そのいきなりの笑い声に、一いつ瞬しゆん、俺達はギョッとし。


　そしてその驚おどろきで、


「あ」


　なんかハッと我に返った。


　俺はディアにのばしかけた手を引っ込め、ロザリーは慌あわててレイピアを拾い、ツバサは……一人だけちょっと大変だが、一回出した武器をぜんぶ身体からだや影かげに必死にしまっている。


「うっくっくっくっく……」


　その間にも、まだ、声の主の笑いは収まっていないようだった。


　身体をくの字に折り曲げ笑っているのは、てっきり……一番最初に戦意喪失したかと思っていた、金髪の男。ライエル・ヒート。


「お前ら……阿あ呆ほうか？」


　そしてライエルは、まず俺達を見ながらいった。


「こんなとこに……ミザがいるわけねぇだろ。ミザは……もう死んだんだ。


　コイツはまるっきり一億％確実に……レオンが用意した、悪あく趣しゆ味みな偽にせのミザリィだよ」


　王女を見ながら断言するライエル。


「え……えぇぇ……？」


「に……偽にせ者もの？」


　そういわれても、そう簡単にそうは思えない。


　なんせここから見える王女は、容姿も、雰ふん囲い気きも、完かん璧ぺきに王女と同一人物に見えるからだ。


「お前ら、忘れちまったのか？」


　そんな俺達に、ライエルは呆あきれたように続けた。


「見た目からは想像できねぇと思うけど。あいつは将来国家転てん覆ぷくとかもくろんでた、超ちよう野心的な女だぞ？　あのボス猿ざる気き質しつが、自分以外の誰かの手下になるなんてありえねぇだろ」


　断言するライエル。


　あ……確かにそういえば。俺達は顔を見合わせる。ミザ王女にはそういう一面があった。


　おっとりとした風ふう貌ぼうとは裏腹に過激思想というか……国家転覆ももくろんでたし、確か俺も将来その尖せん兵ぺいになるかもしれないとかで、データだけは会う前から知られてたんだよな……。


「それにだ」


　さらにライエルはびしっと王女を指差して、言い放つ。


「基き礎そ中の基礎。そもそも、コイツ、見た目がぜんぜん似てねぇよ」


　ライエルは、王女を凝ぎよう視しして、そう断言した。


「俺の視力と記き憶おく力ナメんじゃねーぞ？　お前は本物より身長が二センチ低いし。目の色がかなり薄うすい。口元にあったちっこいホクロがねー。肌はだのハリが良すぎる。胸は……奇き跡せき的に完全再現されてるが。くびれは本物よりちょっとゴツいな。ケツはしまりがねぇ。声も本物はもっと低いし。鎖さ骨こつはぜんぜん色気ねーし指太いし首太いし髪かみ質しつ硬かたそうだし匂い違ちがうし足音違うし……いいだしたらキリねぇ！


　お前は一○○○％ミザじゃねぇ！」


　偽（？）王女に向かい、すびし、と指を突つきつけ、断言するライエル。


　シン──。


　そのダメだしに、


「……………………」


　偽王女は、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくする。


　お、おいおい……大だい丈じよう夫ぶなのか？　俺、ロザリー、ツバサは、一瞬その沈黙に不安になった。


　これで、ほんとにコイツが偽にせ者ものならいいが。これでもし万が一本物だったら、ライエル、マジで処しよ刑けいされるぞ……!?


　万一の可能性に気づき、怯おびえる俺達。


　しかし──


　どうやらその心配は、無用なようだった。





「クックック……クック……フハーッハッハッハ！」


　俺達の前に立っていた偽王女が──いきなり、肩かたをゆすって、楽しげに──邪じや悪あくそうな、男の声で爆ばく笑しようし始めたのは、その瞬間だった。


「え……えぇぇ……？」


　そのなんともおぞましい光景に、一歩、二歩、後ずさる俺達。そんな中。


「よくぞ見破った……若き者達よ。抗あらがう者達よ。特にライエル・ヒートとやらよ！」


　王女はいい、


　ズゴゴゴゴゴ──


　その瞬間、床ゆかが──いや、塔とう自体が震ふるえる。


「な……なんだ!?」


　俺、ロザリー、ツバサは、絶句した。


　大気が圧縮され、周囲の小石が舞まい上がり始める。


（お、おいおい……！）


（これ……ヤバイパターンなんじゃないのか……!?）


　俺とロザリーは、ガクガクと膝ひざを揺ゆらしながら顔を見合わせる。


　この雰囲気。このプレッシャー。伊だ達てに傭よう兵へい学校を出てるわけではない。


　俺とロザリーは直感する。


　この偽王女……とてつもなく戦せん闘とう力が高い！


「面おも白しろい……褒ほう美びに今見せてやろう……私の真の姿を……！」


　ズゴゴゴゴゴ！


　そんな中、王女はさらにプレッシャーを増しながら、己おのれの姿を徐じよ々じよに変へん貌ぼうさせ始めた！


　俺達の目の前で、偽王女の一六○センチもなかった身長が、だんだん、だんだん、徐々に、二、三、四メートル、とふくれあがっていき。


　ライエルにハリがよすぎだといわれた白いもち肌は、緑の硬こう質しつな印象の鱗うろこに変化していき、目は縦に大きく裂さけていく。


「まさかこの姿に戻もどらざるをえない日が来ようとはな……！　千年ぶりというところか」


　そして、ブハァー。


　数秒後。


　ドス黒い笑い声と共に、そこに現れたのは──


「な……なんだコイツは……!?」


　俺たちは……圧あつ倒とうされていた。


　そこにいるのは……蛇へび。


　緑の鱗を持つ、あまりに巨きよ大だいすぎる身体を持つ、邪悪な波動に満ち満ちた大だい蛇じや。


「我わが名は塔の守護者。またはあらゆる外敵からこの塔を守る最終兵器」


　驚きよう愕がくする俺達のリアクションに、蛇は満まん足ぞく気げな声で自己紹しよう介かいしてくる。


「くっく……この姿を見せた以上、貴様らの生存率は〇％だ。我が牙きばはすべてを貫つらぬき、我が鱗はすべてを弾はじく。さぁ……絶望せよ、抗う者よ！　弱き者達よ！　貴様らの血が我われを潤うるおし、貴様らの悲鳴が我を満たす！」


　最高に高いテンションで俺らを挑ちよう発はつしてくる蛇。


　が──


　その瞬間だった。


「うぅぅぅぅるぅぅぁああああああああああああああ！」


　誰だれにとっても、予想外のことが起きた。


　なんかもう飽あきたように、ライエルがすたすたと蛇？　塔の守護者？　またはあらゆる外敵からこの塔を守る最終兵器？　とやらに近づいたかと思うと。


　ドッゴォッ！


　なんの予告もなく、まさに狂きよう犬けん、思いきり振ふりかぶって蛇？　塔の守護者？　またはあらゆる外敵からこの塔を守る最終兵器？　とやらを殴なぐりつけたのだ！


「あ！」


　それは一瞬の出来事だった。


「へっ？」


　とかなんとかいいながら、その瞬間、最終兵器は己のどてっぱらに突き刺ささった拳こぶしを見て呟つぶやいていたようだったが。


　それはもはや後の祭り。


　ゴウ！　ライエルの圧あつ倒とう的てき膂りよ力りよく、しかもいつもより数倍馬力がのったその一いち撃げきをモロに浴びた最終兵器は、次の瞬間、思い出したように俺達の目の前から派手に吹ふき飛とび、


　ドッゴォ！


　廊ろう下かの最さい奥おうまで吹き飛び、その壁かべを突き破やぶり、そして塔の外がい壁へきを突き破り──塔の外、真っ暗な虚こ空くうへまで躍おどり出でた。


「え!?　ウッソ!?　ちょ、ま──」


　そしてそこから、最終兵器はなんか俺にすがるような目を見せてきたが──それも一瞬だった。


　スッ──最終兵器はそのまま重力に負けたように、垂直方向に俺達の視界から消失。


　どうやら最終兵器とかいってるくせに飛行能力すら有していないらしい……


「ウグェェアアア!?」


　そして数秒後、遥はるか足元から、断だん末まつ魔まの叫さけびと共に、


　ドォォォォン！　何かが木こっ端ぱ微み塵じんに壊こわれるような爆ばく砕さい音おんが鳴なり響ひびく。


　シン──


　静まり返る廊下。


　戦いは……


　終わった。


「え……えぇぇぇぇえ……？」


　俺、ロザリー、ツバサの凡ぼん人じん軍団は絶句した。


　戦い……終わったのかよ！


「バッカじゃねーの？　戦闘中にぺちゃくちゃ喋しやべって殴られねーわけねーじゃん。いっぺん死んでこいや」


　フッ、と己の拳に息をふきかけながら、ライエル。なんて……なんて非情な奴やつだ……。


「あ、あの……でも、いいんでしょうか？」


　そんな中、まだ少し蛇に同情するように聞いたのはツバサだ。


「あの人……出番を千年待ってたらしいですが……」


「いいんだよ。ザコ戦はカットだ、カット」


　こともなげにいうライエル。というわけで蛇？　塔の守護者？　またはあらゆる外敵からこの塔を守る最終兵器？　は……勝手にザコ戦にカテゴライズされた挙あげ句く、死んだ。


　千年ぶりに相手にしたのがまさかこんなルール無用のバケモノだったとは……なんて不ふ憫びんな奴……。


「さて、と……。んじゃ行くぞ、下僕共」


　と、そんな中。ライエルは、俺達にいう。


「まさかお前が島から出てくるとは思わなかったが……」


　ライエルは、じろじろと、俺……そして俺の胸ポケで眠ねむるディアを見回しながらそういったが、


「……まぁよかったぜ。お前あのままにしてたんじゃ……いつかミザにどやされちまうだろうからな」


　はき捨てるようにそういう。


「ライエルさん……！」


「けど……覚かく悟ごしとけよ。世の中ってのはな……そりゃ、もう……じーんと染みるくれぇ、辛つらいことばっかなんだからな」


　ライエルはそういうが、俺は思う。


（けどあんただって、その辛いことばっかりの世界で、しかも俺より辛い目あって、戦ってるじゃないか……！）


　ライエルを見ながら、俺。


（だから、俺も……あんたに負けないよう頑がん張ばるよ。どう逆立ちしたってあんたとは器うつわが違うけど……俺だって。自分と、自分の傍そばにいる奴を守るくらいなら……できるはずだ）


「ようし、んじゃ行くぞ。世界救いに」


「あ、あの……」


　が、そんな中。口を挟はさんだのは、また、ツバサだった。


「あ？」


「行くって……どうやって？」


　と、ツバサ。


「は？」


「い、いえ……その。上に上る為ための突き当あたりの階段は、あなたがさっき蛇を叩たたきつけて全ぜん壊かいさせてしまったので……」


　指差しながら、ツバサ。


　全員の視線がそこに向く。


　そこには──階段の代わりに、ぽっかり開き、虚空を見せている穴。


「…………………………」


「…………………………」


　場に流れるは、やや気まずい沈ちん黙もく。


「……まぁ予定通りなワケだが……」


　完全に苦くるし紛まぎれなコメントを言い放つライエル。ウソつけや……！　と全員が間ま違ちがいなく思ったが、このライエルは、ある意味、初等部のグループに一人だけ混じってる高等部のしかも怖こわい先せん輩ぱいのような立場なので、誰も、何もいえなかった。


「ん？」


　と、そんな中、ライエルが、ふと天井を見上げた。そこにあったのは──遥か高い場所にある、俺がドラ蔵にのってきた時に開けた穴。


「なんだ……穴開いてんじゃねーか」


　と、若じやつ干かんホッとしたようにライエル。


　そしてライエルはガシッ。いきなり隣となりにいた俺の腕うでを摑つかむと。ブンッ！


　その天てん井じようの穴に向かって、俺を無造作に投擲した。


「…………え？」





　　　　†




　ズガァ！


　天井を突つき破り。


　俺は一つ上のフロアへ強制的に突とつ入にゆう。


「う・ぐ・あ・あ……っ!?」


　俺は床ゆかに着地し、すぐさまその場でのたうちまわった。


　あ、あの野や郎ろう……！


　俺は即そく座ざに穴から下を覗のぞく。上にブン投げるだけならまだしも。コントロール悪すぎて、俺、穴じゃなく普ふ通つうに天てん井じよう突き破っての移動になってるだろうが……！


「うおおおお!?」


「きゃっ」


　ひゅんひゅん。


　しかしその頑張りがむくわれたのかなんなのか、その今開いたばかりの穴から、ロザリーとツバサも到とう着ちやく。二人は華か麗れいに着地を決め、


　すたんっ。最後の一人、ライエルは、己のジャンプ力だけで普通に跳ちよう躍やくし、俺達のいるフロアに現れる。


　こんなバケモノに天井に投げつけやがってと文句をいえるわけもなく、俺の泣なき寝ね入いりはその瞬しゆん間かん決まった。


「さて、と……」


　断面図に一いつ瞬しゆん視線を落とし、


「装置があるのは……このフロアだよな」


　そして周囲を見み渡わたしながら、ライエルはいった。


　俺達もつられて周囲を見渡す。


　そこに広がっていたのは──


「お、おお……！」


　俺達が、思わず声をあげてしまうほど、広大なスペースの部屋だった。


　次の天井までは、高さ一〇〇メートルはあるだろうか？　部屋は、闘とう技ぎ場のリングの上のように、円形になっており、その円に沿うように聳そびえる部屋の壁の前には、やはり高さ一○○メートル近い石像──


　ここへ来る前に見た女神像に似た石像やら、昔見た六本腕の石像やら、あと全く見たことのない骨だけの竜りゆうのようなシルエットの骨格標本？　やら、いろんなオブジェが並べられている。


　一瞬、動くか──と思ったが、どうもそんな気配はない。完全に死んでいる……？　らしい。


　そして、肝かん心じんなのは、この部屋の中央だ。


　そこに──まるっきり唐とう突とつに、一枚の板のようなものが立っていた。


　それは──扉とびら。


　一見どこにも繫つながっていなさそうに見える──けれどあれがどこに繫がっているか想像がつく、横開きの、襖ふすま、といわれる扉。


　そしてその扉の前には──


　またしても、二つの人ひと影かげが立っていた。


　今度は、距きよ離りも近いし明るいし、徐じよ々じよに理解していくまでもなく一発で正体は分かった。そこにいたのは、タンクトップにスキンヘッドの男。ある時は人形屋のオヤジ。またある時は《七周目セブンス》の副大将。


　確か名前はデルフォイ・ロン。通つう称しようオッサン。


　そしてその隣に座り込み、何かいろんな紐ひもがついた器具のようなものを操作する、コバルトブルーの髪かみの一○歳ぐらいの気弱そうな少女。


《七周目セブンス》団長、エメラダ。


　そこにいたのは、《七周目セブンス》絡がらみの、そんな二人だった。


「エメラダ……無事だったのか……！」


　俺はひとまずホッとした。


　映像では、エメラダはレオンに攻こう撃げきされその後生死不明だったが……どうやら見た限り、無事だったらしい。あのオッサンは……何をどうやってここにきたのかさっぱりわからん。というか、何しに来たんだ？


「いよう」


　そんな中、そのオッサンのほうがこちらに気づき、のんきな顔でこっちに呼びかけてきた。


　その声に真っ先に反応したのは……


「……忘れてた」


　俺の隣にいたツバサだ。


「私、さっきまで、あの二人と一いつ緒しよにいたんだった。装置を止める手段に心当たりあるっていうから、お姉さまと戦ってる時、先に行かせた」


　思い出したように、ツバサ。


「ん!?」


「そうなのか？」


　と、俺とロザリー。さすが影かげ子こというべきか。ツバサは、あの二人を逃にがしたことを、ロザリーにも気づかせなかったらしい。


「けど何やってるんだろう……。もしサボってたらシメないとアイツ……」


　ごりっ、と拳こぶしを握にぎり、オッサンを見ながらツバサ。どうやら……奴やつはあまりツバサに好かれてはいないらしい。


「と、とにかくいってみよう」


　どのみち用事があるのはあの扉だし。装置を止める方法とやらにも興味がある。


　俺らはゾロゾロと、オッサン達のいる襖の前に近寄っていった。





「何やってるの……？」


　近寄り、怪け訝げんな声でいってるのはツバサ。


「い、いや。だから、装置を止める手段、つくってんだよ」


　ツバサの水面下の苛いら立だちを察したのだろう。オッサンはやや焦あせりながら俺らにいう。


「装置を止める手段を、つくる？」


「ああ。ちょうど、そろそろ……」


「できた」


　そのオッサンの言葉を受けるように、ホッとしたように息をつき、顔をあげこちらを見たのはエメラダだ。


　が。


「あ!?」


　そこでエメラダは、ギョッとしたような表情を浮うかべた。


　どれほど作業に没ぼつ頭とうしてたのか、俺らが来たことに気づいてなかったらしい。


　そしてエメラダの視線は、やがて、俺らのグループのある一人に吸い寄せられるように向けられた。


　そこ──俺たちの一番後ろ──にいるのは──


　腕組みをして、無表情にエメラダを見ている金きん髪ぱつの男。ライエル・ヒート。


（あ……！）


　俺はそこで思い出す。


（そういや……この二人ってけっこう引き合わすのまずい関係か……？）


　俺は気づく。


　なんせエメラダは……ライエルのことが好きで。ライエルを手に入れる為ため、メグと共きよう謀ぼうし、《七周目セブンス》や俺達を出だし抜ぬき八周目世界を消そうとした、メグの共犯者。しかもその時エメラダは、ライエルの目を自分に向けさせる為人格を書かき換かえようともしていた。


　対するライエルは、皮肉にも、エメラダが世界の危機を知らせるためにつくった映像で、その一部始終、動機からなにからすべて知ってしまっている。


　人格を書き換えようとした女と、あと一歩で書き換えられるところだった男。


　しかも相手はライエル・ヒート。これは……かなりシビアな場面になるか……!?


　と思っていると。


　その予想は、だいたいのところで当たった。


「なんだよ。装置止める手段って」


　ライエルは、エメラダに、


「ま、どーせテメェみたいな根性ナシがつくったもんだ。大したことねーだろうけどよ」


　まったく興味が消えうせたような、氷のような冷たい視線を向け、淡たん々たんと言い放つ。


「う…………」


　その決して解けない氷の棒のような冷たさに、俺らは思わず呻うめき、


「…………」


　エメラダは、それに、かなり泣きそうな表情を浮かべていたが……


「え、えっと……。これ」


　それでも、エメラダは、顔をあげ。


　そういって、恐おそる恐る、手にしていた器具──装置を止める手段？　を俺達に見せてきた。


　そこにあったのは──手のひらに収まるくらいの大きさの、パカパカと開く二つ折りの小型の〝装置〟……のようなものと。


　そこからのびる線につながっている、親指くらいの大きさの、クリアブルーの物体。


「あれ……？」


　と──俺はそこで声をあげた。


　その、〝小型装置〟につながっている物体には、見覚えがあった。


　それはかつて〝切り札〟と呼ばれた道具。


　最初は、《七周目セブンス》が世界を七周目に戻もどす為に用意し、俺に託たくし──


　しかしそれをメグ達が勝手に改造、今度は、世界を《九周目》に変える為の道具になったかに見えたが──


　最終的には、それすらレオンの罠わな。そもそも最初から、自分では装置に害になる行こう為いを行えないレオンが、他人の手を介かいして〝ウイルス〟を送り込む為だけに用意し、《七周目セブンス》に渡わたされていたことが発覚した──


　という、かなり複雑な背景を持つ道具だ。


「こ、これ。これは、レオンが、ウイルス送り込んだ、フラッシュメモリー」


　その〝切り札〟を、小型装置から取り外し、個別で見せながら、エメラダは説明を開始した。


「わたし、レオンに気絶させられる前。装置からこれ抜いてたから、持ってこれてた。それで、ここに入ってるウイルスカイセキして、ワクチン、作ったの」


　と、エメラダ。


「わくちん？」


　俺たちは一瞬意味がわからず、怪訝な顔をしたが、


「う、うんと……つまり。これがあれば……これを刺せば、あの装置、これ以上壊こわれるの、とめることが出来るの」


「な……何っ!?」


　エメラダが困ったように付け足してくれた補足説明に、俺達は思わず驚きよう愕がくした。


　装置の崩ほう壊かい停止？


　マジか!?　だったらこれ……！　まさしく正しよう真しん正しよう銘めい装置を止める〝切り札〟になりえるじゃないか……！


「ライエルさん……」


　と、俺はそこで、なんとなくライエルの方を見た。どういうリアクションをしているのかと思って。


　ライエルは俺達と同じく、思わぬ吉きつ報ぽうを受け啞あ然ぜんとする──ような表情を浮かべていた。


「ん、んなもん……大したことねーよ」


　やがて俺の視線に気づき、チッ、と舌打ちし、慌あわてて憮ぶ然ぜんとした表情に作り変えたが、全然説得力がなかった。


「使い方前と同じか？　ただ、刺せばいいだけなのか？」


　俺達は、英えい雄ゆうエメラダを取り囲み、その正真正銘最後の〝切り札〟を借りながら、使い方を確認した。


「え？　う、うん。今壊れてる部分は、私には直しようがないし、もう何もできないけど……刺せば勝手にワクチン入って、すくなくとも、ホーカイは終わる」


「よし……これ、誰だれが使う？」


　俺はその、最後の〝切り札〟を受け取り、周囲の面々に確認。


　出来るだけ、装置に直じかに接せつ触しよく出来そうな人間が持ってたほうがいいだろう。


　なんとなく、このメンツだと、俺か、ツバサか、ライエルか……？


「チッ……貸せよ」


　と思っていると。ライエルが、不ふ機き嫌げんにそれを俺の手からひったくり、


「これで……本当に装置とまるなら。ちょっとだけテメェのこと見直してやる」


　そしてさらに不機嫌にそういう。


「う、うん……ありがと、ライエル」


　そんな一言でも、エメラダは、少し救われたらしい。ホッとしたような表情を浮かべている。


「けどこれ使うのは、テメェ自身だ」


　しかしライエルは、その〝切り札〟を、エメラダにつき返した。


「え？」


「だからいつもいってんだろ。自分のことは自分でやれ。これはお前の仕事だろうが。だったら……最後までテメェでケツ拭ふけや！」
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　そしてエメラダを一いつ喝かつ。


「わ……わかった。ケツ、フク」


　エメラダは、結局〝切り札〟をぎゅっと自分で握り締しめ、頷うなずく。なんなんだこのやりとり……。意外にこいつら、そんなに険悪じゃないのか？


（まぁ、でも、確かによく考えればエメラダが自分で装置止めるのが一番ふさわしいのかもしれん）


　俺は思う。


　俺ら他のメンツは、たぶん、思いっきりレオンと戦せん闘とうとかせざるをえないだろうからな……。それで〝切り札〟破損したりすると、泣くに泣けないし。


「よし……んじゃま、装置止める算段もついたし。チャッチャと殴なぐりこんで、チャッチャと最終決戦終わらせて、チャッチャと世界救うぞ」


　そして、〝切り札〟問題も一段落したところで、すっかりボス猿ざると化したライエルがそう全員に言い放った。


　俺はその言葉に……


　ツバサと、ロザリーと、顔を見合わせる。


　最終決戦──


　そう、とうとう最終決戦である。


　俺は、ちいさく武む者しや震ぶるいしながら、胸ポケ──未いまだ爆ばく睡すいを続けるディアを思わず見た。


　人形屋で、こいつと出会ったところから始まった、この戦い。


　その当日まで引きこもっていた俺が、最終的に、こうやって、一か月後には世界の命運を懸けた戦いにまで駆り出されてるっていうんだから……人生わからんもんである。


　とはいえ……今回ばかりは逃にげるわけにはいかない。


　勝てば八周目。


　負ければ世界消しよう滅めつ。


　その他、いろいろなものがかかった勝負である。絶対に負けられない。


「よし──行きましょう」


　俺は頷き、全員頷く。


　そして一番近い場所にいた俺は、やや緊きん張ちようする手で、部屋の中央にある襖ふすまを開こうとする。


　ガララッ。





　──しかし。そこで予想外のことが起こる。





　俺が手を触ふれる前に、襖が勝手に開き。


　そこから、一人の少女が、いきなり姿を現した。


「え……!?」


　絶句する一同。しかし絶句もやむなしである。


　襖の中から現れたのは、血のように赤い巨きよ大だいな鎌かまを肩かたにかついだ、暗い表情の少女。


　行方ゆくえ不明のメグ・ローズハートだった。


「メ、メグ……!?」


　思わぬ混乱の中、最終決戦の幕は、ゆっくりゆっくり開いていく──




　シナリオⅣ・波乱







「メグ……！」


　衝しよう撃げきが広がる襖ふすまの前。


「ごめんよ……」


　そこに、さらなる衝撃が加わった。


　メグが出てきた襖の中から、もう一人、男が現れたのだ。


　そこにいたのは、どこか渇かわいた表情の、フードをかぶった大男。映像で観たから知っている。こいつは、装置の番人、レオン……！


「あまりに多勢に無勢なんで。侵しん入にゆう時、一人、手て駒ごまを増やさせてもらったんだ。君達にはまず……僕の一番新しい、この兵隊と戦ってもらう」


「ふ……ふざけるな！」


　いったのは、ロザリーだ。


「老師！」


　いうなりロザリーは、手元のレイピア──サーペンティアンをレオンに向け、


「私達の相手は……お前だ！」


　ドシュッ！　一気にその切きっ先さきを、レオンに向かって伸のばす！


　──が。


　そこで予想外のことが起きる。


　先に出てきて、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたメグが。その瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん猛もう然ぜんとその攻こう撃げきに反応し、レオンの前に布ふ陣じん。


　ガンッ！　イレイザーレインで、ロザリーのサーペンティアンを思い切り弾はじき返した。


「メ……メグ!?」


　ロザリーはショックを受け、俺達は驚愕した。な……何でメグがアイツの味方を!?


「お、おい、メグ！　お前……何やってんだよ!?」


　いちおう婚こん約やく者しやである俺は、メグに必死によびかけた。


　──が。


「……………………」


　メグは無表情にこちらを見つめるだけで、口ひとつ、動かさない。


「メグ……!?」


「あなた……メグに何をしたの……!?」


　キッ、とレオンを睨にらみつけ、聞いたのはツバサだ。


「…………」


　その質問に、レオンは、一いつ瞬しゆんバツの悪そうな表情を浮うかべ……


「手駒にする為ため。人格・記き憶おくを、すべて消させてもらった」


　淡たん々たんと、そういう。


「……はあ？」


　俺達は──


　正真正銘絶句した。


　メグの人格が……消された？


「……彼女の記憶はもう戻もどらない。……仕方……なかったんだ」


　レオンは肩を落とすように、いう。


「僕だって……ここまでしたくはなかった。けど僕は……どうしても消えたいんだ」


　歯は嚙がみしながら、レオン。


「装置を壊こわして。世界を消して。役目を終えて……眠ねむりたいんだ。君達は……少し僕のシナリオを壊しすぎる。万全を期すには手駒が足りない。そんな中、精神こころに不安を抱かかえるローズハートはうってつけだった。あそこまで揺ゆらぎがある心なら、装置がなくても、僕だけの力で人格が消せる。僕は彼女が……必要だったんだ」


「ふ……ふざけるな……！」


　俺はレオンのウソのない言葉に、段々事態を飲み込み始め──


「ふざけるな！」


　抑おさえ切れない怒いかりに声を震ふるわせた。


　メグの人格が消えた──!?


「お前……何してくれてんだよ……！　メグは……せっかく立ち上がってたんだぞ!?」


　俺はレオンに詰つめ寄よっていう。


「不安はあるけど。怖こわいけど。島から出たいって。自分が傷つけた人間に謝りたいって。こいつ、いってくれたところだったんだぞ!?」


　いえばいうほど怒りがこみ上げてくる。


「ロザリーやツバサまで、この塔とうにいて。こいつにとっては、ここからが、大事な時間だったんだ。それをお前は──」


　さらにレオンに近づこうとする俺。が──


「うっ…………!?」


　そんな俺に──


　メグは右手で喉のど輪わを食らわし、さらに俺の両足を足あし払ばらいで払はらって、ずがっ。


　恐おそろしくスムーズな動きで俺を地面に引ひき倒たおした。


　そして即そく座ざにメグは、イレイザーレインの刃はを、立ったまま俺の首筋に押し付け、俺を制止する。


「う………………………………！」


　その容よう赦しやのない動き、そして今、俺を見下ろす冷たすぎる瞳ひとみの色に俺は絶句した。声が出せない。


　そして確信せざるをえない。


　メグは。少なくとも今この瞬間、メグは、俺を殺すことを躊躇ためらわない。レオンの命令一つで俺の首をはねるだろう。


「さようなら……グレン・ユーク」


　そしてそんな中、レオンは暗い声で告つげるのだった。


「本当は殺したくないけど……そうもいってられない。君も大きく僕の予定を狂くるわせた。


これ以上は危険すぎる。メグ！」


　メグを呼ぶレオン。


「グレン・ユークの首をはねろ」


「…………」


　その言葉に、メグは無言で頷き。ぶんっ！　一度鎌を大きく振ふり上げた。


「なっ……お、おい、待て、テメェ！」


　どうやらライエルさんが止めようとしてくれたようだったが、声の位置からして間に合いそうもない。


（くそ……！）


　俺は呻うめく。


（こうなったら……俺は死んでも構わん。でもせめて……俺が死んだら、目を覚ませ、メグ！）


　それでメグの心が何も動かなかったら悲ひ惨さんだが、しかし今の俺にはもう、それくらいしかメグにしてやれることが思いつかなかった。


（後は……その後のことは頼たのんだぞ、ロザリー、ツバサ……！）


　そして装置のこと、メグのこと、それらをかつてのチームメイトに託たくし、やがて来る衝撃に対し、俺は目をつぶる。


「グ、グレン！」


「待て！　やめろ、メグ！」


　少し離はなれた場所からは、まさに女子二人の声が響ひびいたが、やはりこれも間に合いそうになかった。


　そして、


　ズガッ！


　メグのイレイザーレインが容赦なく振り下ろされ。


　重い斬ざん撃げきが、容赦なく、俺の首筋に直ちよく撃げきした──！





　　　　†




　──と思ったのだが。


「……え？」


　次の瞬間、俺は、違い和わ感かんを覚え、ゆっくり目を開いた。


　いつまでたっても……お迎むかえが来ない。


　視界が戻る。すると。


　目の前にあったのは……やはり俺を見下ろすメグの姿だった。


　そして俺の首筋に振り下ろされているのは、イレイザーレイン。


　予想外だったのは──その着撃点。


　メグの振るったイレイザーレインは、確かに俺の首筋に迫せまっていた。しかし、本当にギリギリのところで、外れていた。


「な……何をやっている、ローズハート」


　啞あ然ぜんとした顔で、レオン。


「もう一度だ！　やれ！」


　その言葉に、メグは頷うなずき、再びレインを振り上げたが──


　ズガッ！


　なんとなくそんな予感がした通り。結果は同じだった。


　メグのレインの一いち撃げきは──ギリギリのところで俺の首筋から外れる。


　その瞬間──


　その瞬間だった。


　俺は見る。


「………………！」


　目の前の、相変わらず、人形のように無表情なメグ。


　そのメグの瞳から……つっ。
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　何かがあふれ出すように、一筋、涙なみだが零こぼれ落ちたのを。


「メ……メグ……！」


　俺は──驚きよう愕がくしていた。


（もしかして──）


　俺は思う。


（もしかして──メグはまだ、必死に戦ってるんじゃないのか？）


　俺は起き上がる。


（メグの記憶は、まだ残っていて。外からでは分からないけど。コイツ、今、自分の人格守ろうと。精神こころの中で、必死に足あ搔がいてるんじゃないのか!?）


　俺は立ち上がる。


　そんな中──


「そ、そうだ……諦あきらめるな、メグ！」


　感情むきだしで必死に絶ぜつ叫きようしたのは──


「私は……お前にいろいろ話したいことがあるんだ！」


　ここへ来る道中、俺にメグを許せるかどうか分からないと吐と露ろしていた女、ロザリー。


「ロザリー……」


　俺はそのアツい言葉に思わず驚おどろきの声をあげたが、ロザリーは構わず、


「また……お前は私を置いてどこかへ行くのか!?　私は……私はまたお前と、友達になれないのか!?」


　メグに訴うつたえかける。


「私はお前とあの時のことをちゃんと話し合いたい！　意見があわないなら……言い争いたい。喧けん嘩かしたい。それで……それですっきりしたら。二人でわんわん泣いて。みんなでアンミツでも食べて。それで……それで、仲直りするんだ！　今度こそ、ちゃんと、友達になるんだ！　だから……だから行くな、メグ！」


　必死に必死に訴えかけるロザリー。


「………………！」


　そんな声に、メグはますます泣いて、立ち尽つくす。


「メグ。わたし……自分があなた達の仲間だって気づいたよ？」


　ツバサも呼びかける。


「それでわたし、最近、自分の口で話すようにしたよ？　あなたにも、わたしの声、聞いて欲しい。あなたみたいに……明るく笑いながら、あなたとおしゃべりできるよう、わたしがんばるから。笑顔にしてみせるから。だからお願い……戻ってきて、メグ」


「メグ……！」


　俺もメグに必死に続く。


「見ろよ。お前待ってる奴やつ……ここにいっぱいいたじゃないか！　いつも……考えすぎなんだよお前は！」


　俺はメグに叫さけぶ。


「俺だって……どうしてくれるんだよ！　せっかく婚こん約やくしたのに……このままじゃ……俺めちゃくちゃカッコ悪いじゃないか！」


「…………！」


「だから負けんな！　俺らが、ここで、お前についてる！　だから戻もどってこい、メグ！」


　俺は絶叫。


　すると──


　その瞬しゆん間かんだった。


「グ……レ……」


　メグは口を開き……


「ロザ…リ…！　ツバ……サ……」


　メグは、苦しげな〝表情〟を浮うかべ、呻くように……そう呟つぶやいた。


　そして次の瞬間──


　ガクッ。急激に、まさにまるっきり糸の切れた操り人形のように、顔面蒼そう白はくになりその場にくずおれる。


「メ……メグ!?」


　俺は慌あわててメグを支えた。


「ツバサ！」


　俺はツバサにメグの容態を見てもらおうとツバサを呼ぶが、


「だ、大だい丈じよう夫ぶ。気を失ってるだけ」


　ツバサのその言葉にひとまずホッと胸をなでおろす。が。


「結局どうなったんだ……？　記き憶おくは戻ったのか？」


　心配げにいうロザリーに、ツバサは、


「わ、わかりません。それは……次に目を覚ました時でないと……」


　少し不安になるようなことをいう。


（そうか……！）


　でも、後はもう、メグの力を信じるしかない。


　メグが自分の意思で……こちらへ戻ることを選せん択たくしてくれたことを祈いのるしかない。


「オッサン！」


　そして俺は、人形屋のオッサンを呼び、


「メグを……よろしく頼む。意識取り戻すまで、守ってやってくれ」


「わ、わかった……安心しろ。《七周目セブンス》副大将の俺に任せとけ」


　メグを託す。


　そして──


　俺、ロザリー、ツバサは立ち上がり、一点を見つめる。


　視線の先にいるのは、襖の前にいるフードをかぶった大男。


　とうとう最後の一人となった敵。装置の〝番人〟レオン。


「馬ば鹿かな……！　ありえない」


　そのレオンは……本気で驚いた様子だった。


「一度消した記憶が……そんなことが…………！」


「……？　何ブツブツいってんだ？　それより覚かく悟ごできたんかよ、番人」


　そしてそんなレオンに声をかけたのは、ライエル。


　拳こぶしをバキバキ鳴らしながら、ライエルは、


「もう残ってんのお前一人だぞ？　結局多勢に無勢だったな。この世界にテメェの味方はいねぇ。世界、対、お前一人だ。フクロが嫌いやならさっさと降参して装置出しな。半殺しですませてやるから」


　まるっきりチンピラすぎるセリフをレオンに向けている。


「……………………」


　その言葉に、レオンは少し何かを迷ったような表情を見せたが……


「……いや。気のせいだ。結局これも誤差の範はん囲い。世界は変わらず……くだらないままに決まってる」


　そういうと、やはり少し迷いの残る表情で俺達を見て、


「違ちがうというなら、証明してみろ、人間ども」


　手を振ふり上げる。


　その瞬間。ブンッ。レオンの後ろにあった襖が消失した。


「〝装置〟はあの中だ。そして世界消しよう滅めつまで……恐おそらく時間は五分も残されていない」


　そしてレオンはいきなりそんな絶望的情報を俺達に送ってくる。


「な……何ィ!?」


　俺達はギョッとした。世界消滅まで残り五分!?


　しかも──唯ゆい一いつの入り口、消されたくさい!?


「それまでに……僕に一撃でも攻こう撃げきを入れてみろ」


　そういうと、レオンは、ブンッ。


　自分の周りに、黒い──黒のオーロラを思わせるような、光の壁かべを出現させる。


「この世のあらゆる力を弾はじくこの壁……僕が……自分自身でも破は壊かいできないこの壁を貫つらぬき、僕に一いち撃げき与あたえたなら、認めよう。あの扉を再び開こう」


　レオンはいう。


「テメェ……その約束忘れんなよ？」


　ライエルは吐はき捨すてるようにいい、


「一○秒で……あけてやらぁ！」


　ライエルに向かって突とつ進しんを開始する。


　こうして最終決戦はいよいよ幕を開けた！








「うるぁぁぁぁぁぁぁ！」


　先制攻撃は──


　当然ライエルの一撃だった！


　ライエルは硬かたく硬く拳を握にぎり、何の技も……何の知ち恵えも感じさせない、馬鹿正直な突進から、さらに──


　どんっ！


　一気に砲ほう弾だん──以上のほとんど見えない速度に加速、


　そして思い切り拳を振り上げ、


「──っらぁぁ！」


　どぉぉぉぉ！


　何かを背負い投げたようなフォームで、その拳を光の壁に激げき突とつさせた！


「なっ──」


「うお──!?」


　そしてそれは──俺、ロザリー、ツバサ、オッサン、エメラダ──


　だけでなく、レオンすら表情を変える威い力りよくを持っていた。


　何がそうなったら、たかがパンチがそこまでの現象を起こせるのか、ライエルの拳が壁に激突した瞬間、そこを中心に閃せん光こうが走り、部屋に衝しよう撃げき波はが発生！


「おおおおお!?」


「なぁぁ!?」


　どぉん！　俺達は予想外の衝撃波に、軽く五メートルほど吹ふき飛とばされる。


　なんかあの人……この塔とう来て、強い相手と戦うにつれ、さらにレベルあがってないか!?


「ゴホゴホッ」


「ど、どうなったんだ……!?」


　地面に着地した俺達は、舞まい上がる粉ふん塵じんの中、爆ばく心しん地ちの様子を確認する。


　普ふ通つうに考えて、この世の生物なら一いち撃げきで死し滅めつする威力をもってそうだったが……


「ゲッ──」


　俺達は絶句。


　そこに立っていたのは……


　まるっきり無傷の黒い光の中、立ち尽くすレオン。


　そして──


「ぐっ…………!?」


　変形し、槍やりのようにのびたその黒い壁の一部に、思いっきりどてっぱらを貫かれてるライエル・ヒートの姿。


「……ヒヤリとしたよ」


　いいながら、レオンは槍を縮め、ライエルの腹からずっ、と引ひき抜ぬきながら淡たん々たんといった。


「だからローズハートのような手て駒ごまが必要だったんだ。万全を期す為ために」


「ふざけんじゃねぇ……てめぇ……一人でぜんぜん強つえぇじゃねぇか……！　くっ……」


　そういうと、ドサッ。ライエルはそのまま地面に横よこ倒だおしに倒れる。


「ラ……ライエルさん！」


　俺達は慌ててかけよろうとしたが……


「無む駄だだ」


　その瞬間だった。


　レオンは俺達に視線を向けると、周囲の壁の形を変形させ──ギュポンッ。一部分だけを、ボールのように切きり離はなし、そしてそれを自らの手の上に収める。


　次の瞬間、ブンッ！


　その黒球はレオンの手の上で無数の黒く細かいつぶてのようなものに変わり──そしてそれにレオンが、行け、命じた瞬間──


「う……うおおおおおおおおおおおおおおおお!?」


　ガガガガガ！


　俺達は、前方から嵐あらしのように吹き荒あれる黒いつぶての波に襲しゆう撃げきされた！


　無数の拳を全身に浴びるような衝しよう撃げきにさらされる、俺達の身体からだ。


「痛・ぇ・ぇ・ぇ……!?」


「う・ぐ・あ・あ……!?」


　即そく死しする、というほどではないが、到とう底てい前には進めない。じりじり後方に押おし戻もどされる俺達。


　そして、二、三メートル下がったところで──


　フッ。唐とう突とつに襲撃は止やみ、そしてつぶて群はまとまってレオンの掌てのひらの下もとへ戻っていった。


「く、くそ……！」


　それを見て、俺達は再び突進を再開しようとするが──


「うっ!?」


　俺達は思わず足を止めた。


　前進の意志を見せた途と端たん。レオンが、手の中につぶてを出現させたのだ。


「ど……どうする？」


「行くしかないだろう！」


　叫さけんでいるのはロザリー。


「時間がない！　早くアイツに一撃いれて……ライエル・ヒートも救わなければ」


「い、いや、だから、どうやって行くんだよ」


　俺は冷静にツッコむ。


「近づく方法もないし……俺らの攻撃力じゃ、剣精レイダー使ってもあいつの壁ブチ破れないぞ」


「確かに……」


　同意するは、ツバサ。


「我々の一撃が、さっきのライエル・ヒートの一撃を超こえるのは到底無理」


「だ、だったらどうするんだ!?　このまま手をこまねいて見てるのか!?」


　ここにきて意見を割る俺達。


　シン──


　ピリついた沈ちん黙もくがあたりを支配する。


（くっ……こんなことしてる場合じゃない……なんとか……なんとかしないと）


　焦あせる俺。


　が……そんな中だった。


「仕方ないのう……これじゃから青二才どもは」


　思わぬ人物が、ここにきて、突とつ然ぜん俺達に面めん倒どうそうに口を開いた。





　口を開いたのは──


「ろ……老師!?」


　俺らは、思わず、後ずさりしながら叫んだ。


　そう、口を開いたのは、ロザリーの肩かたにたたずむ白髪しらがの剣精レイダー。恐らく、世界で唯一の老人型剣精レイダーではないかと噂うわさされているロザリーの剣精レイダー『サーペンティアン』である。


（こいつ……生きてたのか！）


　いや、いたのは気づいてたのだが、全然喋しやべらんもんだから、なんか化石化したのかと思ってた。


「老師……あの……場面が場面です。くれぐれもおふざけは……」


　そんな中、ロザリーが、本気で心配そうにおろおろと老師にお伺うかがいをたてたが、


「ホッホ……ロザリィちゃん。何をいっておる？　ワシがこれまで一度でもふざけたことがあったかえ？」


　老師、好こう々こう爺やの笑顔で即そく答とう。


「のう、グレン。ツバサ」


　そして俺達に話をふってくる。


「え？　あ、ま、まぁ。確かにいくらなんでもこの場面でふざけたりはしないと思いますが」


「そうですお姉さま。少し心配しすぎなのでは……？」


「お前らはこいつの本性を知・ら・な・い・ん・だ……！」


　ロザリーは悔くやしそうに地じ団だん太だを踏ふんでいる。


「ま、まぁいいです……それで？　何か知恵がおありなのですか？」


　そしてロザリーは疲つかれたように聞く。


　老師はいかにもと、頷うなずき、


「安心せい。既すでに詰つみまで見えておる。簡単なことじゃ。ここにいる三人の剣精レイダーの能力を使えば、な」


　そう、邪じや悪あくな笑みと共に言い放った。








「なるほど…………！」


　さすがに世界の危機に老師も本気を出したのか。


　そこで授けてくれた知恵は、思ったより至極まとも、十分使えそうなものだった。


「とはいえ、結局、後はおぬしらにかかっとる」


　そこで老師、少し真ま面じ目めな声でいう。


「ワシかてまだ満一歳。この世に未練大アリじゃ。頼たのんだぞ……ヒヨッコども」


　そういうと、ボンッ。老師はレイピアに変化。ロザリーはぱしっ、それを中空で受け取り、


「老師……！」


　少し感動したように頷いている。


「ツ、ツバサ。お前も頑がん張ばれよ」


　そしてツバサの頭の上、神速の蹴けりを持つ剣精レイダーキャッツアイもツバサにいった。


「オ、オ、オレらなんか責任重大だけど……気負わず、普ふ段だんどおり、平常心でいけや」


「それはあなた」


　ツバサは呆あきれたようにいい、


「大だい丈じよう夫ぶ。あなたならうまくやれる。私はあなたに何度も命救われてる。ほんとにいつも通りやればいいだけ」


「お、お、おうともよ」


　ボンッ。そしてキャッツアイは、黒い大おお金かな槌づちに変化。ずしっ、とツバサの両手に収まった。


「よし……俺らも行くぞ、ディア！」


　そろそろ体力も回復しただろう。俺は、胸ポケの中のディアにいう。


「………………」


　するとディアは、無言で、勢いよく胸ポケの外に飛び出し。


　ぼむっ。やはり俺に何の返事もせず、無言で剣に変化した。


「おっと」


　俺は慌あわててそれを回収。なんだコイツ？　ま、剣になってくれたんだし、問題なしだが。


「よし、それじゃ行くぞ」


　いったのは、ロザリー。


「メグの為にも……絶対世界救うんだ」


　俺達は頷き──


　そしてレオンに向かって再び突とつ進しんした。











「うおおおおおおおおおおおおおおおお！」


　まず、最初に出番だったのはロザリーだ。


　突進開始と共に、俺達に向かい石つぶてが飛来したが──


「サーペンティアン！」


　ロザリーはその前に、倒れているライエル・ヒートの傍そばの床ゆかに、伸のばしたサーペンティアンの切っ先を突つきたて──


「縮め！」


　即そく、収縮開始。ロザリーの身体は、その床へ向かって引き寄せられ──そしてそんなロザリーの身体に俺とツバサは摑つかまり──


「うおおおおおおおおおおおおおおおお！」


　俺たちは地面スレスレを滑かつ空くうするような形で、しかし、つぶての群れを下から抜ぬけた！


「よし！」


　そして俺達は、ライエル・ヒートの傍、つまりレオンの眼前に到とう着ちやく。


　ここから、俺とツバサの出番である。


「オブシディアン！」


「キャッツアイ！」


　そこで俺達は、ガンッ！　お互たがいの剣精レイダーを中空で交差させる。


　これが、今回の作戦の目玉である。


【叩たたいたものの大きさを、自由自在に変えられる】


　キャッツアイの能力を、


【斬きったものを凍こおらせる／テンションＭＡＸ時は空気・光を斬って巨きよ大だい化も可】


　のオブシディアンに使用。


　つまり、女神像軍団戦で使った肥大化ディアを、アイの能力でさらに巨大化させて敵を撃げき破はしようという作戦であった。


「よし！　叩いた！　後はそっちがディアを大きくすれば、アイの能力も発動する！」


　と、ディア。


「おし……！　いけ、ディア！　お前の力……俺に見せろ！」


　俺は切っ先をレオンに向け、絶ぜつ叫きよう。……が。


《…………ｚｚｚ》


　ディア──無反応。


　どころか。


《おがっ……？》


　そんな言葉を残し、


　ボンッ。勝手に人形状態にもどり、そしてそのまま俺の目の前で寝ね息いきをたて始めた。


「なっ──」


　俺は凍りつく。ディアを使ってもいないのに凍りつく。


　オブシディアンは……動かない。


「ウソだろ……？　オ、オイ！　ディア！」


　俺は倒たおれているディアの頰ほおをはたいて呼びかけたが、返事なし。コイツ……まだ体力回復してなかったのか!?


「残念だったね。いいアイデアに思えたけど」


　そしてレオンは、俺達を見て、無情にいうのだった。


「お別れだグレン・ユーク。まずはこの人形から消してしまおう」


　そういうとレオンは、光の壁かべから再び槍やりを作り──ディアに向けようとする。


「ちょっと待てよ」


　しかしその瞬しゆん間かんだった。


「その前にもう一発……俺のゲンコツ喰くらってみやがれ」


　いつの間にか立ち上がったライエル・ヒートが──


　異常に巨大化した拳で、レオンの壁を殴なぐりつけていたのは。





「うるぁぁぁぁ！」


　その一いち撃げきは、まさに想定外イレギユラーな威い力りよくだった。


　直ちよく撃げきした瞬間。バリンッ！　見た目からでもわかるくらい、レオンの黒い壁に一気に亀き裂れつが入る。


　ガン！　ガン！　ガン！　ガン！


　一発！　二発！　三発！　四発！


　叩けば叩くほど大きくなる亀裂。


　が。


「無む駄だだ……！」


　レオンがそういった瞬間──


　スッ──


　その亀裂が徐じよ々じよに消え始めた。


「……本当にヒヤリとした。キャッツアイで拳を巨大化したのか……！　信じがたい原始的な作戦だ」


　呆れたようにいったのはレオン。


　あ……そういうことか。そこで俺、そしてロザリーは気づいた。


　いつの間に結けつ託たくしたのか知らんが、これ、ツバサとライエルのコンビネーションだったのか。


「無駄だ……」


　レオンは少し残念そうにいう。


「この壁には自己修復のチカラも備わっている。ただ破は壊かい力があるだけでは……」


「グレン！」


　そんな中だった。


　ガン、ガン！　壁を殴りながら、ライエルが叫さけんだ。


「オブシディアン使え！」


「え？」


　一いつ瞬しゆん、意味がわからず俺。


「今ならヒビ入ってんだろ！　お前らならなんとか出来るんじゃねぇのか!?」


「あ──」


　俺は気づき──


「ディア！」


　再び、今度は確実に、手を使ってディアを揺ゆり起おこす。


「んにゃっ……!?」


　すると……ディア、ようやく反応。


「ふわ……っ。よく寝ねたぁ。おはようございますご主人様。今お味み噌そ汁しるつくりますね？」


「こんの阿あ呆ほう……！」


　ええい、説教は後だ。俺はとりあえずディアをワシ摑づかみにし、


「ディア！　武器に変われ！」


「？　なんでですか？」


「いいから。お前相棒ポイントゼロにするぞ！」


「!?」


　ボンッ！　ディアは即そく座ざに剣けんと化した。


「おし……！」


　ディアのテンションはＭＡＸではないので肥大化はしないが。凍らせるだけならこれで十分だ！


　俺は一気にレオンとの距きよ離りをつめ、剣を振ふり上げる。


「…………」


　レオンは一瞬、俺のほうを見て、目を見開いたが──


　しかし何故かそこから何か行動をとるわけでもなく、諦あきらめたように、目をつぶる。


　俺はそのスキを逃のがさず、


「いっけぇぇぇ！」


　ズガッ！　ディアの刃やいばを、レオンに突き立てた！





　　　　※




　ピキピキピキピキ──という音と共に、レオンを覆おおう壁が氷に包まれて。


　やがて全てが氷に覆われた瞬間、バリンッ！　壁はそのまま粉々に砕くだけ散ちった。


　ドサッ。そしてその中で、地面に倒れるレオン。


「や、やった……!?」


　俺達は顔を見合わせる。


　レオン……倒せたのか？


「よし……それじゃ、早く扉とびらを……」


　開けてもらおうと、倒れているレオンに近づく俺。


「すまない──」


　ズゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ！


　大気が震ふるえ始めたのは──どこからともなく、謝罪の言葉が聞こえた、そんな瞬間だった。





「な……なんだ!?」


　そこで、誰だれも予想しなかった出来事が起こった。


　カッッ！　その瞬間、レオンの身体からだが白く発光！


　そしてその光はやがて衝しよう撃げき波はを伴ともないこの円形の部屋に一気に拡散し──


　ゴウッ！


　周囲のすべてを吹ふき飛とばした！


「う……うおおおおおおおおおおおおおお!?」


　突とつ然ぜんの津つ波なみのように押し寄せた衝撃波に、俺、ロザリー、ツバサはなすすべもなく吹き飛ばされ、もんどりうって転てん倒とう。


「な、なんだいきなり……!?」


「ちっ……！　痛いててて……やっぱウソだったのか……」


　隣となりにいたライエルが、腹部を押さえ、上を見上げながらそう呟つぶやいた。


　俺はそんなライエルに肩かたをかしながら、聞く。


「ウ……ウソ？」


　聞いたのは、ロザリー。


「ああ。いや、正確にはウソついたつもりはなかったのかもしれねーが……番人としての使命あたえられたアイツが、侵しん入にゆう者しやを〝装置〟に近づけられるワケねーんだよ」


　と、ライエル。


「本人がどう思おうが。追おい詰つめられればられるほど、身体動いて、侵入者排はい除じよしようとするに決まってる。見ろよ」


　顎あごで、上をさしながら、ライエル。


「なっ…………!?」


　俺達は絶句した。


　そこにいたのは──


　銀色の巨きよ人じん。


　いつの間にか。


　身長五○メートル以上……少なくとも、頭がこの天てん井じようの高い部屋の半分以上の高さには達している大きさの、全身鈍にぶい銀色の甲かつ冑ちゆうのようなものだけで構成された、銀色の巨人が出現、立ち尽つくしていた。


「あれは……！」


「たぶんあれが番人、レオンの真の戦せん闘とう形態なんだろーな……」


　と、ライエルは頷うなずき、


「けど見ろよ……アイツあんな姿になりたくなかったんじゃねーの？　ほとんど正気失ってやがる」


　上を見上げながら、ライエル。すると──


「オォォ──……」


　嘆なげきの声とも咆ほう哮こうともとれるような音を発しながら、頭部、本来なら、兜かぶとをかぶった人間の顔が見えるスペースに存在する真っ黒い空間を発光させ──


　カッ！


　突然、自身の真上にある天井に向かって、そこから、巨きよ大だいな光の奔ほん流りゆうを放ち──


　ッゴオォォ！　塔とうを一直線に貫つらぬいた。


「うおおおおお!?」


　その攻こう撃げきによる直接的な被ひ害がいはなかったが、しかし破壊された数十階分の瓦が礫れきが一気に俺たちに向かって降り注いだ。


「痛てて……ていっ！」


　巨大な瓦礫はライエルが腹をおさえながら、中空で蹴けり飛ばし撤てつ去きよ、俺達も、


「ディア！」


「老師！」


「アイ！」


　ここで各おの々おのの剣精レイダーを構え、


「でぇい！」


　なんとか降り注ぐ破片を迎げい撃げきする。


「な、なんて奴やつだ……このままだと、塔と心中だぞ、私達は……」


　巨人を見ながら呻うめくロザリー。


　俺も巨人を見上げる。


　巨人は、まるで、今自分が何がしたいのか、どこにいるのかわからないように、怯おびえたように周囲を見み渡わたしていた。


　その光景に──なんだか俺は、少しだけレオンに同情する。


「ばーか。あんなの、ぜんぜん怖こわくねーよ」


　そんな中、思わぬことをいうライエル。


「え？」


「どんだけガタイよくても。あんな魂たましいカラッポの奴に負けるわけねー。ケンカってのは、結局魂アツイ奴が勝つんだよ」


　そういうと、ライエルは、俺に向き。


「グレン」


「？　はい」


「……ここはお前にオイシイ役譲ゆずってやるよ。お前、キメてこい」


「は？」


　俺は耳を疑った。


「え？　俺がどうやって……？　やっぱりディアですか？」


「当たり前だろ。お前の武器はそれしかねーだろうが」


　吐はき捨すてるようにいい、


「あそこ狙ねらえ」


　レオンが指差したのは……さっき巨人が光を放った、兜の中の空間だ。


「たぶんあそこん中に本体があるはずだ。そこだったら、刃も通るハズだし、また凍こおる。多分アイツもこれ以上カードもってねぇだろ。だから多分……それでしまいだ。最後、お前が、カタつけろ」


　ゴキゴキと首を鳴らし、ライエル。


「しばらくアイツひきつけといてやるから……さっさと決めろよ」


　そういうと、ダンッ！


　傷を負ったままライエルは中空へ飛び上がり、


「おっしゃあ！」


　巨人との殴なぐり合あいに突とつ入にゆうした。


「ライエルさん……！　よし……！」


　ライエルにあそこまでいわせたんだ。


「俺……なんとかアイツよじ登って、顔にディア突つき立ててくる」


　その期待にこたえよう。そう宣言する俺。


「な、何!?」


「そ、そんなことできるの……？」


　ロザリーとツバサは不安そうだが、俺は頷く。というか、それしか方法が思おもい浮うかばない。


「多分大だい丈じよう夫ぶ。お前ら……ここで待ってろ」


　俺は言い残し。


「いくぞ、ディア！」


「はい！」


　最後の賭かけに出るべく、その場から走り出した。





　　　　†




「うぅぅぅぅぅぅるぁぁぁぁぁぁぁぁ！」


　ライエルの陽動作戦は、想像以上に効果的に働いていた。


　巨人は、目の前をブンブン飛び回る蚊かに翻ほん弄ろうされるように、ライエルを追い続けて他のことにまったく気づかない。


「くっ…………！」


　俺はその間に、人形形態のディアを額ひたいにはりつかせて、必死に猛もうスピードで巨人の身体をよじ登る。


　足から始まり、もも、腰こし、背中、胸、肩、螺ら旋せんを描えがくように、のぼりやすいルートを見つけつつ、俺は登る。


「オォォ……！」


　その間にも、巨人と化したレオンは、悲しげに咆哮し、ライエルを追い、光線で自らが暮らしていた塔を破は壊かいし続けていた。


（なんか……さっき俺に斬きられる前の顔見てピンと来た）


　俺は登りながら、そんなレオンのことを考える。


（たぶんコイツは……コイツも、俺らと一いつ緒しよなんだ）


　俺はそんな気がしていた。


　何万年も死ねない自分。


　自分の人生に飽あきた自分。


（自分の置かれた現実に絶望して。それを変える手段として、世界をひっくりかえすこと選んで。でもそのやり方に……自分でもどこか納得がいっていない）


　さっき、メグが意識を取とり戻もどした時レオンはかなり狼ろう狽ばいしていた。


　たぶん、アイツは思っていたんだ。


　そんな奇き跡せきのようなことが起こるなら。


　自分は、世界を消しよう滅めつさせるなんて大げさな結論選ぶべきじゃなかったのか？


　他にもっと方法があったのか？


　けどアイツはもう止まれなかった。俺達みたいに──俺達には、メグの窮きゆう地ちには俺が。俺の窮地にはディアが。ディアの窮地にはクリスタが。それぞれ──偶ぐう然ぜんか必然か、いざという時窮地にかけつける存在が現れたが。コイツは完全無欠に一人ぼっちだ。何千年も、何万年も。


（でも安心しろ……今回は俺がいる。俺がお前のコリ固まった考えカチ割ってやる）


　そして肩かたから首筋を経由して顔の前まで辿たどり着ついた俺は、巨人レオンの顔の前に飛び出し──


（だから目ぇ覚まして──さっさとこんな馬ば鹿かげた計画やめろ！）


「ディアァァァァァ！　出番だ！」


　中空でディアを剣けん状態にし、兜に向かって構える。


「お前の力、俺に貸せ！　俺の力もお前に貸す！　俺らの一いち撃げきでこの騒そう動どうに幕引くぞ！」


《の・ぞ・む・と・こ・ろ・で……んんん……にゃああああああああああああああああ！》


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


　俺達は、絶ぜつ叫きよう！


　そんな俺達の手の中で、ディアがかつてない勢いで肥大化！


　巨人の兜の中の暗くら闇やみへ一直線に伸のびる！


「オォォォォォォ！」


　巨人の悲しげな咆哮と共に、


　ズガッ！


　ディアは兜を貫かん通つう、そしてそこでピタリと動きを止める。


　ぴきぴきぴきぴき……


　巨きよ人じんの身体からだが凍り始めたのは──


　その瞬しゆん間かんだった。




　シナリオⅤ・結末







「う…………？」


　戦せん闘とう終しゆう了りよう後。


　襖ふすまの前──


　そこに横たわっていたレオンが、ゆっくり目を覚ます。


　周りにいるのは……


「気がついたか」


　俺、ロザリー、ツバサ、ライエル、オッサン、エメラダ、そして未いまだ眠ねむり続けるメグ、の七人。


「僕は……」


　レオンは自分の──元の大きさに戻った──身体を見つめ、


「グレンが巨きよ人じんを凍こおらせた。そしたらそれが割れて、中からお前が出てきた。まったくの無傷で」


　いったのはライエル。


　レオンは──その言葉に苦笑する。


「そうか……やっぱり僕は死ねなかったのか……」


「うるせぇ！」


　そんなレオンをライエルがどついた。


「そんなに死にたきゃ後で一人でひっそり死ね！　いいからさっさと装置出せよ！」


「お、鬼おにかよテメェは……」


「というか、それが出来ないから彼はこんな騒動を起こしているのでは……？」


　そんなライエルを見てオッサンとツバサが戦せん慄りつしてるが──


「いや……まったくライエル・ヒートのいう通りだ」


　しかしレオンは、ライエルの言葉に、力なく項うな垂だれ、


「傷一つつかないといわれていた僕の身体が……人間の……しかも君達ごときに一度全身凍こおらされるところまでいったんだ。当然そんなケースは想定外。


　途と中ちゆうから気づいてた。僕はまだ、この世界に飽ききっていない。次々予想外のことをしてくる君らを見てるうちに、段々、それに気づかされてた。


　君らを見てるだけでそうだったんだ。たぶん僕が自分で諦あきらめてただけで……外に出れば、僕すら知らないこともまだあったりするんだろうな」


　肩を落としながら、レオン。


「とにかく……約束だ。扉は開く。〝装置〟も渡わたそう。これは……好きにしろ」


　レオンがいうと、


　ブンッ。再び出現した襖が、ひとりでに開き、そこから、ぴゅん！　〝装置〟が出現。やがてレオンの眼前でぴたりと止まった。


　そこでレオンは、〝装置〟の画面を見て、少し驚おどろいたように、


「……おっと。すごいな。ギリギリだ」


　そう、呟つぶやく。


「？」


　意味がわからず俺達がその画面を覗のぞきこむと──そこには、


【00:00:13】


【00:00:12】


【00:00:11】


【00:00:10】


　そんな数字が、一秒につき一つずつ数を減らしていくのが見えた。


「なんだこれ……？」


　きょとん、とする俺達。


　そんな俺達に、レオンは首をかしげ、


「？　急がなくていいのか？　世界あと一○秒で消えるけど」


　そう、いう。


「せかっ……じゅっ……」


「は……はぁぁ!?」


　俺達は人生最大級に取り乱した。


　世界の命運……残り一○秒!?


「な……何!?」


「あ、ごめん、違ちがう。正確にはもう残り七秒だ」


【00:00:07】


【00:00:06】


　確かにいってる間に──数はどんどん目減りしていく。


「エ──」


「エメラダァッ！」


　そこにいる全員が同時に叫さけんだ。


「わ、わわわっ、はい」


　その叫び声の意味を理解し、エメラダはゴクリと唾つばを飲み込み、そして懐ふところから、スッ──〝切り札〟を取り出した。


　そして慌あわててそれを〝装置〟に刺さしこもうとするが──


「あ、あ、あれ？」


　手が震ふるえているのだろう。ガチンッ。ガチンッ。なかなか〝切り札〟が〝装置〟に刺さらない。


「お、おいおい」


【00:00:05】


【00:00:04】


　そんな間にも数字はどんどん目減りしていくが──


「落ち着け」


　そんな中、ライエルが意外なほど穏おだやかな声でいい、エメラダの肩に手をのせ、


「お前なら楽勝だ」


　そうささやく。


　その──瞬間だった。


　エメラダは、瞳ひとみにぐっと光を取とり戻もどし、


「うん……！」


　手の震えを止め……ガコンッ。


　装置の横側から、〝切り札〟を突つき刺さす。


　すると……


【00:00:03】


【00:00:02】


【00:00:02】


【00:00:02】


【00:00:02】


　……


　装置の数字が──





〝2〟で止まる。





　シン──一いつ瞬しゆん静まり返る装置前。


「止まった」


　そんな中、嘆たん息そくと共にレオンはいった。


「おめでとう。君達の勝ちだ。世界抹まつ消しようプログラムは──この瞬間をもって、完全に止まった」


　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん──


　その言葉を聞いた瞬間だった。


「お……」


「っしゃああ！」


　全員の感情が爆ばく発はつした！


「ロザリー」


「グレン」


　俺はガラにもなく、その場でロザリーとハイタッチを交わし！


「……よくやった」


　ライエルはぼすんとエメラダの頭の上に手を置き、エメラダは恐きよう縮しゆくしたような表情を浮うかべ。


　ツバサは、


「おい、タッチだよ、早くしろよ！」


「…………」


　何故かオッサンにタッチを迫せまられる状じよう況きように顔をしかめている。


「チッ」


　まぁ結局舌打ちまじりにハイタッチしていたが。


「ということは……」


「終わった……のか」


　一気に、人生最大級ともいえる脱だつ力りよく感かんに襲おそわれ、俺は思わずその場にしりもちをついた。


（終わった…………）


　俺はもう一度、自分の中だけでその言葉を呟く。


　あの時──あの人形屋でディアと出会った時から始まったこの騒そう動どう。


　それがまさかこんな──世界の中心にある塔とうで終わるとは思ってもみなかったが。


　しかし間ま違ちがいなくこの騒動は、この瞬間、とりあえずの一区切りを見た。


「ご主人様～」


　ぬっ。呆ぼう然ぜんとしていると、頭の上からディアが、身体からだをのりだし、タッチを求めてきた。


　そうだ……こいつとこそ、ハイタッチしとかないとな。




[image: ]


「お疲つかれ」


「お疲れさまですぅ！」


　俺らは会心のハイタッチ。


　それを見て、ツバサ＆アイ、


　ロザリー＆老師も同じようなことをやっている。


　メグ＆レインは……二人揃そろって仲良く爆ばく睡すいしていた。


「うし……んじゃ……とっとと帰ろうぜ」


　いったのは、ライエル。


「ラッキーなことに、どっかの巨きよ人じんが外に出る道つくってくれたし……」


　天てん井じようを見ながら、ライエル。


　俺達もつられて、上を見る。


　するとそこには──塔の天井を貫つらぬき、塔の上に出現した大地をも貫き、どこまでも続く空くう洞どうが開いていて。その先に──遥はるか遠くに、突とつ入にゆう前よりは赤さの抜ぬけ始めた、いつも見慣れた空が見えていた。


　本当だ。俺達は安あん堵どする。


　これで問題なく外に出れそうだ。せっかく八周目救っても、こっから出られなかったら悲ひ惨さんすぎる英えい雄ゆうだからな……。


「そうですね……帰りましょう。八周目の世界に」


　俺はライエルの言葉に頷うなずき、他の面々も頷いている。


　ズゴゴゴゴゴ──！


　しかし。


　そんな勝利の余よ韻いんを霧む散さんさせる。


　不ふ吉きつな地じ響ひびきが塔を襲ったのは──その瞬間だった。
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「な……なんだ!?」


　ズゴゴゴゴゴ──！


　いきなりの地響きと共に、塔が、立ってられないほど震えだした。俺達は狼ろう狽ばいする。


「ま、まさか……また、装置がまた動きだしたんじゃ……？」


「いや違う。これは……塔そのものが崩くずれかかってるんだ」


　いったのは、レオンだ。


「さっきその……とある巨人が少し暴れすぎたらしい」


　バツが悪そうに、レオン。当然、とある巨人とは……このレオン本人のことである。


「もともと古い塔だ。ここまで壊こわれた以上、もう崩ほう壊かいは止められないだろう。もって四、五分というところか……」


「四、五分!?」


　と言うことは……四、五分以内にここでなけりゃ、結局俺達全員全ぜん滅めつか!?


「と、とにかく……ドラ蔵ぞうのところへ急ぎましょう！」


　アイツなら、俺達全員のせても飛べるだろう。


「こっちです！」


　俺は、未いまだに目を覚まさないメグを背負い、来た時に通ってきた通路を戻り、ドラ蔵のところへみなを先導する。


　ちなみに、ディアが、


「何やってるんですか!?　早く、こっちです！」


　と、当然のように怒ど号ごうをあげた成果なのかなんなのか、装置の番人レオンも、少し困ったような表情で俺達と共にきていた。さすが世界一お節せつ介かいな女、ダウナー系キャラの取り扱あつかいは（自覚なく）お手のものである。


　そして俺達は、最終決戦の部屋を抜け、ライエルと再会した廊ろう下かを抜け、ロザリー達と再会した墓所を抜け──


　とうとう、ドラ蔵の元へ辿たどり着つく。


「お……おい！　ドラ蔵!?」


　慌あわてて呼びかける俺。


　が……


「う………………」


　どうやら──コイツも、突入時に完全に使い果たした力が、まだ回復に至っていないのか。苦しげに反応するだけで、目を覚まさない。


　ズゴゴゴゴゴ──！


　ズゴゴゴゴゴ──！


　ビシッ！　ビキビキビキ！


　そんな中！


　塔の崩壊は、予想以上の速度で進み始めた！


　徐じよ々じよに床ゆかが水平ではなく斜ななめに傾かたむきはじめ、天井はガンガン瓦が礫れきとなって崩れ始め、壁かべという壁に巨きよ大だいな亀き裂れつが走りまくっている。


　レオンは四、五分といっていたが、恐おそらくもうこの塔は余命数十秒もなさそうな雰ふん囲い気きだった。


　なんとかしないと……！


「うるぁ！」


　と、そんな中だった。


　焦あせっていると、ライエルが、ズガッ！　突とつ然ぜん俺達から少し離はなれた場所にある壁を殴なぐりつけ、完全にそこを突つき破やぶった。


　ドゴォ！　崩れる壁。その向こうから出てきたのは──


　外。塔の外に広がる、暗くら闇やみである。


「このままここでまごついててもしゃーねーだろ。一いちか八ばちか、外出るぞ！」


　と、ライエル。


「外ですか？」


「ああ。俺が、こっから、お前ら全員乗せたドラ蔵、外にブン投げる！」


　宣言するライエル。えぇ……？


「ロザリー。そしたら……まず、お前。ジジイで俺を回収しろ」


　と、ロザリーにいうレオン。


「わ、わかりました」


　ロザリーはコクコクと頷いている。


「とはいえ、さすがに俺も、そいつをどっか陸まで飛ばすのは無理だろう。そいつは外に出た瞬間──落下を開始する。だから残りのメンツ。お前らは、そっから、死ぬ気でそいつの目ぇ覚ませ」


　ライエルは俺達を見ながらそういった。


「地面に叩たたきつけられて全員死ぬのが先か、その前に、そいつ起こして全員助かるのが先か。一か八かだ。わかったら──さっさと乗れ！」


　なんという無む謀ぼうな作戦──


　とも思ったが。


　ズゴゴゴゴゴ──！


　バッキャァァァ！


　塔の状態は限界に達していた。


　足元の床は今にも砕くだけ散ちりそうなくらいの亀裂に侵おかされ、天からは、次の瞬間、俺達のうちの誰だれを押しつぶしてもおかしくない場所に、次々巨大な瓦礫を落下させてくる。


　もう一刻の猶ゆう予よもない──！


「よ、よし……ライエルさんの作戦（と呼ぶのも情けない作戦）に、賭かけよう」


　他に選せん択たく肢しはなさそうだったので、俺は提案。


　他のメンツも同じ心境だったらしく、腹をくくった顔で頷き、そして俺達は全員ドラ蔵にとりついた。


「ドラ蔵さん！　起きて下さい、ドラ蔵さん！」


　ディアが必死に叫さけぶ中、


（メグ……！）


　俺は手の中に抱かかえるメグに、そして自分に、小さく言い聞かせる。


（大だい丈じよう夫ぶ。ここまできたんだ。俺らは帰れるさ。俺らが見てきた絶望に比べれば……こんな賭け……楽勝で乗のり越こえられる）


「よし──やってください、ライエルさん」


「任しとけ──」


　いうとライエルは、腕うでをまくり、腕の筋肉を肥大化させ、


「ミザ……俺らに力貸してくれよ……？


　うぅぅぅ──らぁぁぁあああああああああああああああ！」


　ドラ蔵の尾おを摑つかみ──


　ブォウ！


　そして俺達ごと、塔の外へ凄すさまじい速度で放り出す！


「老師！」


　ロザリーは約束どおりライエル・ヒートにサーペンティアンを伸のばし。


　俺達は、


「ドラ蔵！」


「ドラ蔵！」


「ドラ蔵！」


「起きんかいドラ蔵！」


　必死にドラ蔵に呼びかける。


　しかしどれほど疲つかれているのか、ドラ蔵はまったく目を覚まさない。無情にも落下を始める。


　それでも俺達は自分の未来を信じ、ドラ蔵に呼びかけ続ける。





　そして、その賭けの結末は──




　エピローグ







　こうして──





〝剣精試練レイダー・ゲーム〟。


　そして、世界の中心にある塔とうで行われた〝世界の命運を懸かけた戦い〟は、グレン・ユークやライエル・ヒート、その他、世界の危機に立ち上がった人間達の奮ふん闘とうにより、〝八周目世界の存続〟というハッピーエンドで、一応、幕を閉じた。





　ただ物語の詳しよう細さいは、物語の性質上、世界のほとんどの人間に知られることはなかったし。


　勿もち論ろん、世界を救った人間達の功績が認められ、当事者たちが後の世界で英えい雄ゆう扱あつかいされるようなことも一いつ切さいなかった。


　救われた世界で、こんな物語が、一部囁ささやかれた程度である。





〝この前、世界中の空が真っ赤になった時、世界中の空で竜りゆうが目もく撃げきされたらしい〟





〝その後、世界の中心にある大穴が突とつ然ぜん閉まり始め、そこに竜が何匹びきか飛び込んだらしい〟





〝そしてその竜達が飛び込んで数時間後、世界の異変は消えてなくなったらしい〟





〝その後、大穴に飛び込んだ者達は、瓦が礫れきと共にこの世から姿を消し──


　今は精せい霊れいや神の住む世界で、永遠の生を持ち、この世を見守る存在になったらしい〟


　と。





　しかし、当然だが──


　現実はそんなにウツクシク着地しない。


　世界を救ったからって、自分の人生という物語は別に終わらない。





　塔での戦いから、三週間。


　物語の本当の後日談エピローグは──こんな具ぐ合あいに、情けなく続いていた。





　　　　†




　青く澄すんだ青空の下。


　俺──グレン・ユークは、手に持っていた〝分厚い事典〟を握にぎりなおし。背筋を伸ばし。咳せき払ばらいし。襟えり首くびを整え。


　大きく深呼吸した後──


　コンコンッ。


　目の前の、建売住宅の一つである、平凡な民家の木製の扉とびらをノックした。





（落ち着け……落ち着け……落ち着け……落ち着け）





　どっどっどっどっ……心臓が嫌いやな温度で早はや鐘がねを打つ中、俺は必死に自分に言い聞かせる。いつもここで俺は失敗するが──いい加減、学習する。


　何事も、出だしが肝かん心じんなのだ。


　最初にスムーズに会話さえ出来れば……きっと後はうまくいくはず。


　俺は同じ失敗を繰くり返し、同じ場所をぐるぐる回る為ためにここへ戻もどってきたんじゃない。


　学習し、成長し、己おのれを変えるのだ。


　俺は、今、己の中に革命を起こす──！





「誰だれだい？　こんな朝っぱらから」





　などと──自分の中の意気込みを最大限まで高めたそんな瞬しゆん間かんだった。


　とうとう、その時がやってきた。


　俺のノックに対し、向かい合う扉の向こうから、聞き慣れない──少し低めの、かなりしわがれた老ろう婆ばの声が返ってきたのだ。


　聞きなれないのは当然である。俺とこの扉の向こうにいる老婆は初対面なのだから。


　俺は震ふるえる膝ひざに力を入れ──そして扉の横にある表札に目を留とめ──〝ローラ・ノーザンスプーン〟と書かれている──


　意を決して、喉のどを開き、声を出した。


「はじめまして。私──南ログレット商会の者ですが」


　晴せい天てんの下もと、響ひびき渡わたる俺の声。今日は思った以上に声が出た。ここまでは完かん璧ぺき。


「……ログレット商会？」


　返ってくるのは、老婆の、訝いぶかしげなそんな声。


「はい。朝早くから申し訳ございません。ただ、ノーザンスプーン様におススメのお品がございまして。よろしければご案内させていただければと思うのですが」


　俺は衝しよう撃げきを受けていた。


　絶好調だ。


　絶好調すぎる。


　ここまで〝前説〟を嚙かまずにすらすらいえたのは、ここ三週間で初の事態だ。これは未知の領域までいけるか──!?


　と思っていたその瞬間だった。


　ガチャリ。


　目の前で、扉の鍵かぎが開く音がし──


「……オススメの商品……？」


　そこから、とうとう、敵が姿を現した。現れたのは、鼻の上に銀ぎん縁ぶちの丸メガネをのせた、いかにも気難しそうな風ふう貌ぼうの老婆。


（おおっ……！）


　俺の興奮は内心で最高潮に達していた。玄関からターゲットを引きずり出せたのは本当に久しぶりだ。


　しかも幸運なことに、相手は気難しそうな老婆。なんとなく知識欲とか旺おう盛せいそうだ。商品を売りつけるにはうってつけかもしれない。


「は、はい。本日ご案内する商品はこれです」


　俺はいい、そして手に持っていた事典を老婆の前に差し出した。


「これはわが商会が最近考案しました、〝百科事典〟という商品です。ぜんぶで一○八冊セットになっておりまして、そこには、この世のあらゆる物事が網もう羅らされております。お値段も大変お買い得になっておりまして……」


「ふ～ん……？」


　いいながら、してやったり、老婆は興味深そうに丸メガネをかけなおし、俺の手から百科事典を受け取るが……


　しかし、そんな、勝利目前の瞬間だった。


「な、なんだい、こりゃ!?」


　どんっ！　いきなり老婆が、俺の胸板を思い切り突つき飛ばした。


「ぐっ……!?　ど、どうかされましたか、お客様……」


「この事典……そこら中、水でふやけた跡あとだらけじゃないか!?」


　激げき昂こうしながら、老婆。


「しかもミソ汁のシミやら食べかすやらいろんな物がこびりついてるし……」


　そうやって見せた老婆の事典には──確かに、ふやけた跡、ミソ汁のシミ、食べかす、いろんなものが付着しているが……


　俺は思わず苦笑した。


「お客様。ご安心ください。それはサンプルですから」


　何をいってるんだこのバーサンは。


　俺は営業スマイルでいった。


「確かにそのサンプルは汚きたないです。上司にある程度内容を覚えておけといわれて、仕方なく自宅で読んでたら、ミネラルウォーターこぼれるわ、ディ……ルームメイトがミソ汁こぼすわ、食べかす撒まき散らすわで、汚よごれてしまったんですよ」


　俺だって、こんな汚いものを売る気はない。いくら元引きこもりとはいえ、それくらいの常識は身につけている。


　だから俺は自信満々に宣言するのだった。


「ただ、お客様にお売りするのは、まっさらな新品です。当然ですよ。なんならお持ちしましょうか？」


「し…………」


「し？」


「商売ナメんな、このクソガキ！」


　ゴッ！


　いきなりだった。いきなり老婆が手にとった事典を俺に投げつけ、その角が、俺の額に直撃した。


「う、うぐ……お客様、何をお血迷いに……？」


　たたらをふみながら、しかしそれでも俺はなんとか客に食いつこうとしたが、


「新品があるからとか、そういう問題じゃないだろ!?　客にこんな汚いサンプル出して、実物が売れるとでも思ってんのかい!?　誰がそんな心構えの外回りから商品買うよ!?」


「あ…………」


　俺は──


　愕がく然ぜんとなった。


　な、なるほど…………確かに幾いくらサンプルとはいえ、この扱い、まずかったか？


「す、すいません……ただ今綺き麗れいなサンプルを……」


「三歳からやりなおすんだねクソガキ。忌いねっ！」


　そういい残すと、バタンッ。


　老婆は扉を閉め、俺の前から姿を消す。


「………………………………」


　また敗北した──


　俺は肩を落とし、トボトボ、その場から、負け犬として立ち去るしかなかった。








「はぁぁ……」


　その老婆の家から、徒歩数分の場所にあったわりと広めの噴ふん水すいのある公園。


　近所に住んでる糞くそ餓が鬼きどもが無む邪じや気きに駆かけ回ってる中、俺は噴水の縁に腰掛けて、近くのコーヒー屋で買ったコーヒー片手に、情けない気持ちで空を見上げていた。


「やっぱ無理なんだよ……俺に営業とか……」


　これで○勝、五五敗だ。自然とそんな言葉が口をついて出た。


「俺、傭よう兵へい学校中退で、労働経験とかないし……むしろ引きこもりだし……もともと社会的常識とか持ってないし……コミュ力低いし……」


　ガックリ項うな垂だれ、俺。


「サンプル雑に扱わないとか……そういう、人並みなことも人並みに出来ないんだよ、俺は…………」


　ほんと三歳からやりなおしたいわ……つくづく自分が嫌になる俺。


「メグとあの島にいれば……こんな苦労もせず済んだんだろうな……！」


　空を見ながら浮うかんでくる思想は、そんな後ろ向きなものばかり。


　ログレス帰郷三週間目にして、俺は早くも、〝あの島〟へ少し帰りたくなってきていた。








　三週間前──


　気絶したドラ蔵ぞうに乗り、一か八か外に飛び出した時。


　俺達は、なんとか、賭かけに勝利していた。


　外に出た直後、上空に待機していたクリスタ達やベアリス等、他国の剣精レイダー使いが駆けつけてくれて、最終的に、クリスタがドラ蔵を怒ど鳴なりつける等して、ドラ蔵を覚かく醒せいさせ、結果俺達は無事、全員世界の中心の大穴から脱だつ出しゆつすることに成功していたのだ。


　その後、


　俺と、眠ったままのメグ、ツバサ、ロザリーは……ログレスへ。


　クリスタ達マギサの面々、その他、他国の剣精レイダー使いは……自国へ。


　ライエル、オッサン、エメラダ、レオンも、行き先を教えてくれなかったが、どこかへ。


　俺達は、別れの言葉を言い合い、それぞれが、それぞれ帰るべき場所に戻っていった。


　そしてその後、俺は、


〝メグと二に人にん三さん脚きやくで、ディアのように、現実をまっすぐ見み据すえて生きる〟


　という、島で抱いだいた熱い気持ちを原動力に、さっそく就職活動を開始。


　傭兵学校中退というハンデ故ゆえ、就活はかなり難航、しかしそれでも俺は、唯ゆい一いつ面接で好反応を示してくれた『南ログレット商会』という小さな商会になんとか採さい用ようされることに成功。


　その後、俺は百科事典等、『南ログレット商会』製の商品をログレスを周って客に直接売りつける「営業」のポジションに配はい属ぞくされることが決定し、俺は決意と情熱を持って、その仕事に取り組み始めたのだが……


　その結果が、あのザマである。


　三週間やって、営業成功回数はゼロ。


　社内のノルマでもぶっちぎり最下位、雰ふん囲い気きのやわらかい職場なので現在のところまだ大目に見てもらってはいるが、このままではクビになりそうな気配も最近ではある。





「現実って厳しいわ……」


　噴水の縁に腰掛け、空を見上げながら、俺は改めて呟つぶやいた。


「まさか百科事典売るのが、世界救うより難易度高いとはな……！」


　なんか理り不ふ尽じんな気がして、妙みように腹立たしい。


「今思えば…………本当に〝楽園〟だったんだな……あの島は」


　けっこう本気のトーンで、俺は思う。


　あれだけの想い、あれだけの騒そう動どうを乗り越こえ脱出した〝俺とメグの島〟──


　あそこなら、こんな苦労しないでいい。


　会社行く為ために朝から早起きもしないで済むし、客の家の扉を開ける瞬間、異常に緊張したりしなくてもいい。


　老婆に百科事典投げつけられたりもしないだろうし。上司だのノルマだの人間関係だのに頭を悩ませる必要もないのだ。


「ただ……」


　納得はいかないが……


「シャクなことに。あの島には、〝あの感覚〟がないんだよな……」


　俺はそう呟くと──


　がこっ。持っていたコーヒーカップをゴミ箱に投げ捨て、その場で軽く伸びをした。





　あの感覚──


　例えば、苦労に苦労を重ねた結果、ギリギリのところで世界滅ほろぼす〝装置〟をとめることに成功し、思わずロザリーとハイタッチまでしてしまった……あの瞬間感じた感覚。


　高く険しい岩山を登りきったら、いきなり目の前に、今まで見たことがないくらい鮮あざやかな青空が広がったような、あの感覚。


　装置も使ってないのに、世界が一変して。


　楽園でもないのに、心が一気に満たされて。


　恐おそらく、現実から逃にげないディアはいつも味わっている……


　苦労という段階と、勝負という段階を越えることで辿たどり着つくことの出来る、あの感覚。


「そうだよな……装置なんか使わなくったって。あんな島に逃げなくたって。このクソったれた世界変える方法なんか、幾らでもあるよな」


　どんな高さでもいい。どんな形でもいい。


　自分の目の前にある壁かべを越えれば……そこは、もう、今までとは少し違ちがう世界。


「よし……！」


　俺は覚かく悟ごを決め、もう一度、今度は力強く伸びをする。


　やっぱそう簡単に現実から撤てつ退たいするわけにはいかん。


「まずは百科事典一セット売って……世界明るくしよう」


　それだけでも、俺の世界も少しは明るくなる……ハズだよな？


　俺は自分に気合をいれ、再び現実──営業サラリーマンに戻るべく、噴水から立ち上がる。


「ご主人様ぁぁぁ～～！」


　その時だった。


「た、大変です！　メグさんが……メグさんが！」


　噴水公園に、聞きなれた声が鳴り響き。


「メグさんが……病院からいなくなりました！」


　そいつはいつも通り、騒さわがしい声で──聞き捨てならない情報を俺に告つげた。





　　　　†




「……あ？」


〝メグ失しつ踪そう〟


　その情報に、俺は混乱した。


「ど、どういうことだ？　いなくなるも何も……メグはまだ目すら覚ましてないだろうが」


　そう、塔を出て三週間。俺は一応就職し、こうやってある意味現実との戦いを毎日続けているわけだが……


　メグ・ローズハートは違った。


　メグは塔を出て以降も、まるで現実を拒きよ否ひするように、ひたすら病院のベッドで眠り続けていた。おかげで、記き憶おくが戻っているのか残っているのかも未いまだに分かっていない。


「だ、だから。たぶん、メグさん、目ぇ覚めたんですよ！」


　そんな混乱する俺に、相棒、ディアは告げた。


「それで、記憶も戻ったんじゃないですか!?　でもやっぱりイザとなったらみんなと顔あわせるの怖こわくて……病室からいなくなっちゃったんじゃ……」


「あの……アホ」


　俺はその説明に──思わず本気で腹を立てる。


　もしディアの説明の通りだとしたら。何でいまさらビビるんだ……!?　俺だけじゃなく、塔にいた全員が、アイツが目ぇ覚まして、記憶取り戻すこと願ってたのに……！


「ご主人様、どこか心当たりありますか？」


　ディアは俺に聞いてくる。


「ロザリーさんとツバサさん達は、ご主人様なら、メグさんの行きそうな場所思いつけるかもって……」


「うーむ……」


　メグの行きそうな場所……行きそうな場所か。


「わからん。わからんが……行くしかないだろう」


〝メグと二人三脚で、ディアのように、現実をまっすぐ見据えて生きる〟


　それが俺の最終目標なんだから。それに、守ると約束したんだ。俺が探さなければ……！


「しらみつぶしに当たっていこう。まずは……アイツの住んでた定食屋からだ」


　俺はそういうと、メグを胸ポケにいれ、ダッ、とその場から走り出した。





　　　　†




　食堂には、すぐに辿り着いた。扉を開き、店内を一望する。


「あ！」


　そして店内を見た瞬間、ディアが即そく座ざに声をあげた。


「な、なんだ？　メグいたのか……？」


　俺もそのリアクションに反応し、立ち止まり、ディアの視線を追つい従じゆうする。


　ディアの向いている視線の先、そこにあるのは──


「ああもう……何で一次選考すら通らないのよ……!?」


　ごがぁ！


　食堂の、三人がけのテーブルを殴なぐっている、ストロベリー色の髪かみをゴムで後ろに縛しばった少女の姿。


「なんだ……アイツかよ……」


　落らく胆たん気味に、俺。


　俺はその女の名前を知っていた。


　女の名は、クリスタ・キャロル。


　装置を巡めぐる騒動でなんだかんだいろいろ世話になった、魔ま導どうの国マギサ出身の剣精レイダー使いで、現在、山さん賊ぞく小説家になることを目指している少女である。


「こんなところで何やってんだアイツは……!?」


　俺は思わず怪け訝げんにひとりごちた。アイツは隣りん国ごくマギサに帰ったハズだが……


「あ、そういえば、クリスタさん近々リサーチに来るって手紙でいってましたよ」


　胸ポケでディアがいう。


「リサーチ？」


「はい。チカさんやアンジェラさんがどんどん売れていってるのに、自分だけまだ小説家になれてないのは腹立つから……いい小説書く為に、ご主人様や私達に、剣精試練レイダー・ゲームの顚てん末まつとか詳しく聞くんだって」


「なるほど……なりふり構わなくなってきたわけか……」


　俺はなんとなくクリスタの気持ちを理解しながら、しみじみ頷うなずく。


　俺は、クリスタと手紙のやりとりがあるディアから間接的に聞いてるに過ぎないので詳細は分からないが、マギサの三人娘むすめは、帰国後、今度はそれぞれの野望に向かって戦いを始めたらしく。


　クリスタは山賊小説家、チカは舞ぶ台たい女優、アンジェラは、射しや撃げき競技の女王を目指してまた新たな生活を始めたらしい。


　ただ、俺がクリスタに少し同情するのは、その三人娘の、各おの々おのの野望に向かっての第一歩目の滑すべり出しに、けっこう明確に差がついてしまっていることだ。


　よくわからないが、チカ・テレジアは、大人しそうな風ふう貌ぼうとは裏腹に、舞台では何かに取り憑つかれたような狂気じみた演技が出来るらしく。今までマギサにはいなかった〝憑ひよう依い系〟女優として鮮烈なデビューを飾かざり。


　アンジェラにいたっては、もともと射撃に向いていたのか、アマチュアの癖くせに国内トーナメントに圧あつ倒とう的ポイント差で激勝。


　さらには〝装置〟騒動終了後、世界から黒のオーロラが消えたのをきっかけに急速に話が進んでいる八国対たい抗こうのスポーツの祭典……その射撃競技の部に、マギサ代表として挑いどむことが決定し、国の威い信しんすら背負う、激動の人生に身を投じつつあるらしい。


「なんであんなにトントン拍子なのよアイツらは……!?　あぁもう！」


　ごがぁ！　カフェのテーブルに、完全八つ当たりの一撃を叩たたき込むクリスタ。


「私の小説のどこが悪いわけ？　アドバイザー！」


　そしてクリスタは、そのテーブルの向かいに座る、アドバイザー……灰髪の少年にそう詰つめ寄ってそう聞いた。


　少年……アッシュ・ファードは困ったように身を引き、


「ふざけるな……だから俺は、剣精試練レイダー・ゲームの為のアドバイザーであって、別にお前の人生の為の専属アドバイザーでは…………まぁ…………でも強しいていうなら、この作品には〝萌もえ〟が足りんな。とりあえず今巷ちまたで流は行やってるという、いもうと、ツンデレ、ロリ魔女要素、その辺を加えて行こう」


「ふむふむ……いもうと、ツンデレ、ロリ魔女ようそ、と……」


「受け入れるんかい……そのアドバイス」


　真しん剣けんにメモを取るクリスタに、ジュースをすすりつつげんなりといっているのは、蜂はち蜜みつ色の髪をした、学生服の、クリスタと同い年、同じくらいの背せ丈たけの、目つきの悪い少女。


（……誰だ？）


　クリスタとアッシュは分かったが、そいつは知らなかった。


　どことなく剣精レイダーマリー・ガーネットに似ているが……完全に人間の姿をしているので恐らく思い過ごしだろう。


「ようし……なんかアイデア湧わいてきたわ」


　そんな中、クリスタ。


「これはモンスター的ヒットの予感がする……！　グレン・ユーク共に会う前に、とりあえず物語の骨子を完成させちゃいましょう！」


　クリスタは宣言し、それに対しアッシュとマリー似少女が不満そうに、しかしなんだかんだぼそぼそとアドバイスしている。


「どうも……メグは来てないようだな」


　それを見ながら、俺。もしメグがここへ来てたら、クリスタに捕つかまって、大騒ぎになっているはずだしな。


　俺は念の為、メグの養父である食堂の親父に許可をとり、メグの部屋を見に行ってみるが……


　やはりそこはもぬけの殻からだった。


「行こう……次は、お前とレイン回収した、あのバザーやってる広場だ」


　俺はディアにいう。


　ディアは頷き、机で喧けん々けん諤がく々がくの創作論をかわしている三人組を見て、


「それじゃ、また後で、クリスタさん」


　小さな声で別れを告げ……


　俺とディアは食堂を飛び出し、今度はバザー広場へ向かって走り出した。





　　　　†




「オイッ！」


　そんな広場に到とう着ちやくした直後──


「？」


　俺とディアは、いきなり荒あらっぽい声に呼び止められた。


　俺とディアは、声のするほう──広場にたつ木の陰かげに視線を向ける。


　するとそこにいたのは……


「あ……」


「ライエルさん」


　俺とディア、思わず声に出す。


　そう。木陰に隠かくれるようにたっているのは、王道ライエル・ヒート。


「ア、アホ……声に出すんじゃねーよ……！」


　すると俺達のそんなリアクションに、ライエルさんは、ちょっと焦あせったように小声で俺達に注意した。


　何な故ぜそんな態度なのか怪訝に思い周囲を見渡すと……


　黒い鎧よろいに黒い兜かぶと、ログレスの治安を守る国家権力『傭よう兵へい騎き士し団だん』の兵数人が、誰かを探すようにキョロキョロ動き回っている。


　あ、そうか。この人、本来、脱だつ獄ごく犯はんだし、ログレスじゃ完全に指名手配犯だもんな……。


「というか……何してるんですか……？」


　俺は、視線をライエルに向けず、ディアと立ち話をする風を装よそおってライエルに聞いた。


「一応、テメェらにも挨あい拶さつしていこうと思ってな」


　闇やみに紛まぎれ、ライエルはそう答える。


「今日はミザの墓参りに戻ってきたが。今後俺はしばらくログレスにゃ戻らねぇ。黒のオーロラなくなったせいで、他国侵しん略りやくしようとか馬ば鹿かなこと考えてる奴やつが八国中ウジャウジャいるみてーだからな。ロン達が、そういう奴ら潰つぶして世界のバランスとる仕事始めるっつーんで……」


　いいながら、自分の背後、少し離はなれた広場のスペースを指すライエル・ヒート。


　そっちを注視すると、なるほど、そこには……


「お、おお」


　人形屋に扮ふんした（？）……デルフォイ・ロン。その手伝いに扮した、エメラダ。元装置の番人レオン、そうそうたる三人が揃そろい、こちらに密かに視線を送っていた。


　オッサンはニヤリと満足げに。レオンはクールに。そしてエメラダは、なんか泣きそうな顔で、こちらを見て二、三度、頷うなずいている。よくわからんが、〝がんばります〟のような意思表示……だろう。


「仕方ねぇから、手助けしてやることにするわ。あいつらだけじゃ、頼たよりなさすぎるからな……」


　そしてライエルは、やれやれといった表情で、


「つーわけで、じゃあな」


　そう告げると、あっさり俺の前から姿を消そうとする。


「え!?　あ！　ちょ、ちょっと……待って下さい！」


　俺は思わず、慌あわてて声をかける。


　その少々大きい声に、一いつ瞬しゆん、周囲の黒騎士どもが、怪け訝げんな視線を俺に向けてきたが……


「チッ……引きこもりか……」


　何故か言い訳もしてないのに、木に向かって一人で叫んでる引きこもりと断だん定ていされたらしい。


　結局黒騎士どもは、呆あきれたように、この界かい隈わいから去っていった。俺の陰気な容姿もたまには役に立つ……！


「なんなんだよ……一体」


　そんな余計な絶体絶命を喰らわされ、ライエルは、苛いら立だったように木の陰から俺をゴンッと殴ってきた。


「まだ何か用あんのか……？」


「いや、用っていうか……」


　そう改めて問われると……意外に何をいえばいいのかわからない。


　ありがとうございました、か。


　お互たがいがんばりましょう、か。


　がんばってください、か。


　どれも本音だが、どれも正確に今の俺の感情をライエルに伝えられるようには思えなかった。


　なので俺はいった。


「また帰ってきてください」


　俺はライエルにいう。


「それで、また、居い酒ざか屋やとか行きましょう……。俺、ライエルさんに、まだいろいろ教えて欲しいことあるんですよ……」


　そう──俺は、俺より辛つらい目にあってるのに現実で頑張っているこの先せん輩ぱいと、本当はもっと話したいのだ。改めて、もっと仲良くなりたいのだ。


　しかしそれを叶かなえるには、このシチューエションは慌あわただしすぎる。


　だから俺は、今度こそ……ライエル・ヒートと、本気で腹をわって、ちゃんと飲んだりしてみたかった。


「…………」


　俺のその誘いに、ライエルはしばし沈ちん黙もくしていたが……


「いいけどよ……」


　そういいながら、特に意味もなさそうに俺の頭を再び殴り、


「だったら、次、お前オゴれよ。お前も、社会人になったんだからよ……！」


　なんか若じやつ干かん照れたようなモゴモゴとした口調でそういってくる。


「わ、わかりました。オゴります。ライエルさん帰ってくるまで……なんとか社会人続けてみせます」


「そうしろそうしろ。……じゃあな。あと、ミザの墓は最低週一で掃そう除じしとけよ。帰ってきた時もしチリの一つでもついてたら……お前ら全員血祭りにあげるからな」


　そしてライエルは、最後にいかにもライエル・ヒートな物言いでそういうと、スッ、とデルフォイ・ロン達のいるほうへ走っていく。


「あ、ライエルさん、ちなみに！　メグのこと見なかったですか!?」


　そんなライエルに、俺は慌てて確認した。


「？　メグ？　アイツ入院してんだろ？」


　ライエルも知らないらしい。即答してくる。


「アイツにもよろしくいっとけ。じゃあな。行くぞ……ドラ公！」


「ニイサン……アッシ、ドラゾウナンスケド……」


　そしてライエルは、手て馴なれた様子でドラ蔵を上空から呼び出すと、ぶぅわっさ。ドラ蔵に乗り込み、そしてログレスから飛ひ翔しようし去っていった。


　ドラ蔵、今はライエルさんのパシリやってんのか……。


「ライエルさんに怒おこられない為にも……がんばらないとですね、ご主人様」


　そんなドラ蔵にニコニコ手を振ふりながら、ディアが俺にいう。


「まったくだ……」


　次にライエルが帰ってきた時、万が一失業して引きこもりに逆戻りでもしてたら、ブチ殺されるだろうからな……。


「しかしここにもいないか……」


　俺は念の為、広場も隅すみから隅まで見てみたが、メグの姿はない。


「一いつ旦たん病院戻ってみるか……？」


　俺はディアを伴ともない、広場から駆け出す。





　　　　†




「グレン！」


　病室の中には……


　四人の人間が立っていた。


「やっぱり、お前も戻ってきたか……」


　困ったような顔の、長い銀ぎん髪ぱつの少女。ロザリー。


「残念だけど、ここにもいない」


　しょんぼりした様子の、黒ずくめの服を着た小こ柄がらな女。ツバサ。


「どこいっちまったんだろうなぁ……アイツ」


　ボーイッシュな金髪の、どこか男っぽい、そして猫っぽい、一二、三歳の少女。……誰だ？


「心配ぢゃのう……」


　そして身長一八○センチ以上はある、白髪の、ハンサムすぎる、三五歳ぐらいのナイスミドル。……だから誰だ、コイツは。


「とにかくもう一度探してみよう」


　と、深刻な顔でロザリー。ツバサも頷き、


「私とお姉さまは、最近、世界中の影かげ子こ救う活動してるから、影子業界での影響力はばつぐん。イザとなればログレスや近隣国の影子も動かせる。困ったらいって」


　俺にそういい、そして二人は病室を出て行こうとする。


　残りの謎なぞ二人もそれに続いた。


　金髪少女は、ツバサと仲なか睦むつまじげに。


　そして白髪のハンサムはロザリーに近づき……何故かロザリーが顔をやや赤らめ──病室から出て行く。


「………………」


　残された俺とディアは、なんかしばしその光景に呆ぼう然ぜんと立ち尽くす……。


　なんとなく、つい昨日まで、メグが寝ていたベッドに目を移すと……


「むにゃ……おねいちゃん……わたし学校行きたく……ない」


　赤い寝ね巻まき帽ぼうに、パジャマを着た、三、四歳程度の、見知らぬ幼女が寝ていた。


「……………………」


　なんか凄すさまじい異変が起こっているような気がしたが……俺達は首を振る。


「と、とにかく……今はメグの居場所だ……」


「そ、そうですよね……！」


　なんとか自分達の中で折り合いをつけ、俺達はメグ捜そう索さくを再開させた。





　　　　†




　しかし結局、メグは見つからなかった。


　剣精試練レイダー・ゲーム予選が行われた洞どう窟くつ、森、王城、ミザ王女の墓、孤こ児じ院いん……思いつく場所はすべて回ったが、どこにも、メグの姿は見えなかった。


「後思いつく場所は……もしかして、俺のアパートとかか……？」


　メグが俺の部屋に来たことはなかったが……メグは、俺の家の場所を知っていたかもしれない。


　ので、俺は、最後の希望を託たくし、もうすっかり日が暮れ始めた自宅への道を走る。


　ディアは、俺と合流する前から、随ずい分ぶん探し回ってくれていたのだろう。いつの間にか胸ポケの中で静かに寝息をたてている。


（そういえば……）


　そんな中、俺は、辺りの光景を見ながら、なんとなく思い出していた。


（そもそも、今回の騒動って……本当の意味じゃ、この辺で俺とメグが遭そう遇ぐうしたところから始まったんだよな……）


　水を買いに行こうと久々に家を出たら、いきなり、この辺りでメグに捕まって。


　それで無理やり買い物に付き合わされて。


　そこで俺は……ディアと出会った。


（ここでメグと会ってなかったら……俺は剣精試練レイダー・ゲームに参加してなかったかもしれないんだ）


　立ち止まり、少し感かん慨がい深く周囲を見渡す俺。


「あれ……？　グレン？」


　そんな中。思いがけない声が聞こえた──。





　俺は一瞬で目を見開き──


　そして慌てて、声が聞こえたほうに首を向けた。


　それは、俺の背後。そこには──


「どこ行くの？　グレン。おでかけ？」


　笑顔──ただどこか不安そうな気配を押し隠したような──を浮かべる、赤あか髪がみカチューシャの少女。


「メグ……」


　振り返った俺は、それをみて、盛大に溜ため息いきをつき、


「そうだよ……」


　そして、メグに手を差し出した。


「お前迎むかえに来たんだよ」


　正面のメグをみながら、俺はいった。


「みんな待ってんぞ。一いつ緒しよに謝ってやるから……帰ろう、二人で」


「……ん」


　ぎゅっ。メグは少し申し訳なさそうな表情で、俺の手を握にぎってくる。


「……ごめんね。ちゃんと向き合うって決めたんだけど。いざとなったら、ちょっと不安になっちゃってさ……勇気貰もらいたくて。いろいろログレス周ってたの」


　並んで歩き出しながら、メグ。


「勇気……か……」


　その言葉に──俺はピクリと反応する。


（そういえば…………）


　俺は思い出す。思い出してしまう。


（島で思いついた、〝安心与える最終手段〟……まだ……試してなかったよな……）


　俺は、周囲をキョロキョロと落ち着きなく見渡した。


　人影なし。明るさちょうど良し。ムード良し。温度、気圧、湿しつ度ど、風向き、オールクリア。


　ディア……爆ばく睡すい。


　イレイザーレイン……病室！


（イケル…………!?）


　俺は狼おおかみの目になり──


　ぎこちなく、隣となりを歩くメグの肩に手を回した。


「え？　グ、グレン……？」


　それだけで──何かが伝わったのだろう。メグが、ちょっとドギマギしたような声でそう呟き……そして肩をこわばらせながらも立ち止まる。


（コレハ……拒絶サレテ無イッテコトデイインダヨナ……!?）


　はっきりいって、レオンとの最終決戦を上回る緊張感だった。


　全身から熱いのか冷たいのかわからない汗あせが吹き出ている。


　俺も立ち止まり。そしてメグの正面に向き直り、改めて、両肩を抱だいた。


「え、えと、あの、はや…………………………や……やさしくしてね」


　そう呟くと、どれほど初心者に優しい女子なのか、メグは全てを察し、目を閉じ、少し上を向いてくれる。


　鼻血が出そうだった。


「…………！」


　鼓動のボリュームが上がった。理性という二文字がこの世から消失する。


（行ってきます……！）


　そして俺はとうとう、誰かに向かって最敬礼し……


　メグの小さな唇くちびるへ向かって特攻をしかけた！


（いっけぇぇぇぇぇ！）


　三○センチ……二○センチ……一○センチ……！


　徐々に近づくメグの唇。


　七センチ……五センチ……三センチ……の頃ころには、触ふれてもないのにメグの体温が感じられた気がした。


　そして二センチ、一センチ、いよいよ二人の唇が雌し雄ゆうを決すべく激突する──


　かに思われたその瞬間。


「うにゃあああああああああああああ!?　な……なんかヤバイですぅご主人様ぁ！」


　やっぱり──


　見えない何かに阻はばまれるように──


　トラブルは巻き起こった。





「うにゃあああああああああああああ!?」


　バリバリバリバリ！


　いきなりだった。いきなり、胸ポケの中で、ディアが悲鳴をあげ、胸ポケが破れるような音が鳴り響いたかと思うと。


「うお!?」


「きゃっ!?」


　俺とメグは、二人の間に突とつ如じよ出現した人型の何かに弾はじき飛ばされ、尻しり餅もちをついた。


　驚きよう愕がくして目を見開くと、そこには……


「うにゃにゃにゃにゃ～～!?」


　どくんっ。どくんっ。鼓動のリズムにあわせ、みるみるうちに、人間の子供くらいの大きさに成長していく、ディアの姿。


「ど、どうなってんだ、こりゃ……!?」


「グ……グレンのばかぁ！」


　驚愕してると、正面でメグが涙目でブチギレていた。


「ちょうどディアが〝人間化〟するタイミングだって知ってて……わたしからかったのね!?」


「は……はぁぁぁ……!?」


　俺、絶句。


　い、いやいや。


「ディアの人間化？　何だ……それ？」


「知ってたクセに……！」


　いいながらメグは、俺に、ある物体を差し出す。それはタグ。


　そこには、こんなことが書かれていた。









　【ＣＯＮＧＲＡＴＵＬＡＴＩＯＮ！】


おめでとうございます！　隠しボス・レオンを撃破。これにて剣精試練レイダー・ゲームは終しゆう了りようです。


クリア特典である【黒のオーロラの解除】【剣精レイダーの人間化】【ギャラリーモード出現】が発動します。エンディング後の世界をお楽しみ下さい。





注・剣精レイダーの人間化は、順番にプログラムが行われる為、人間化する順番に若じやつ干かんのタイムラグがあります。ご了承下さい。




【剣精試練レイダー・ゲーム委員会】














「いやいやいやいやいや……」


　俺は全力で首を左右に振った。


「知らない。聞いてない。もうタグなんてずっと見てない」


　黒のオーロラが消えたことは当然知っているが。これが原因だとか全く知らなかったし。そもそも、レオン討とう伐ばつにそんな副賞が仕込まれてた事、あの時誰も気づいてなかっただろ……!?


「おーい！」


　とかいってる間に、後ろから、声。


　みると、ロザリー、ツバサ、そして……ということは、人間化したキャッツアイと老師なのか!?　金髪の少女と白髪の男性が現れる。


「お、さすがグレン。メグを見つけたか。でも何やってんだこんなところで……？」


　と、ロザリー。


「え？　い、いや……別に……」


　さっそく痴ち話わ喧げん嘩かしてたとはいえず、俺は立ち上がり、


「さ、さあ。帰ろう、メグ」


　そして平静を装ってメグに手を差し出す。──が。


「もうヤダ！　グレンにはからかわれるし！　わたし島帰る！」


　メグは膨ふくれツラでまたややこしいことを言い出し……えぇぇ……!?


「わたくしが生身の肉体を……？　もしかして……ご主人様争そう奪だつ戦せん、今からでも参戦可ってことですか……？」


　ディアが、何か不吉なセリフを吐はきながら、自分の身体に目線を落とし……オイオイ？


「そういえばグレン。立て替かえてたメグの入院費。早く返せよ。お前も社会人なんだから返せるだろう？」


　何故かロザリーがこのタイミングで借金の取り立てをはじめ……オイオイオイ。


「そういえば、以前約束した傘かさの弁べん償しよう代だい。まだ貰もらってなかった。確かアンミツ二七杯で手を打ったはず」


　さらにそこにツバサも便乗し借金の話をし始めた……なんでだよ!?


（どいつもコイツも……どうしろっていうんだよぉぉぉぉぉ!?）


　俺に出来ることは……ゴッ！　何故か近くにあった街がい路ろ樹じゆに、思い切り拳こぶしをめり込ませることだけだった……。





　というわけで──


　俺達の物語は、ウツクシクなく、でもほんの少しだけ進歩して（？）まだまだ続いていく。


　俺は情けなく肩を落とし、空を見上げる。


　そこには──


　つい数か月前まではみることの出来なかった、本物の赤い夕焼けが、悔くやしいくらい美しく広がっていた。




【ＥＮＤ】
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　あとがき







　キョクタンでおなじみのテツワンあとがき。最終巻となるこの五巻のあとがきページ枚数は……なんと二ページらしいです。呪のろわれてんのか……？


　というわけで──お久しぶりです、大だい楽らく絢けん太たです。約半年ぶりのテツワンレイダーです。前述しましたが、このテツワンシリーズも、この五巻でフィナーレとなります。


　ここまでついてきて下さった読者のみなさん……本当に、本当に、心から、ありがとうございました（本気で頭を下げる）。


　前シリーズ〝七しち人にんの武ぶ器き屋や〟で、ポジティブなエネルギーを使い果たし、途方に暮れてる時に始めたこのテツワンレイダー。ポジエネルギーの代わりに、いろんなエネルギー使って、なんとかここまでやってきましたが……いかがでしたでしょうか？


　個人的には──いろいろ貴き重ちような経験したな、と思います。


　いろんな新パターン試してみて、自分の長所とか短所とか、改めてクッキリ自覚できたり、今までもってへんかった新しい技、手に入ったりしたし。


　なにより、くたびれはててた主人公グレンの心に、ちょっとずつ火が入っていくにつれ、〝負うた子に教えられた〟のかなんなのか、僕自身に、段だん々だんポジティブなエネルギーが戻ってきたのが良かった。やっぱ小説書くって凄すごいよなぁ……。


　なんにせよ、テツワンレイダー……コイツとの死し闘とうは一生忘れられそうにない（笑）。


　最後に謝しや辞じを。まずは当然、絵師の桜さくら沢ざわいづみさん。毎回、渾こん身しんのイラストをつけてくださって、本当にありがとうございました。テツワンは、桜沢さんのイラストになった自キャラを見て、改めてそのキャラを好きになる──そのパターンめっちゃ多かったです。原稿毎回遅くてすいませんでした……でも、またいつか一緒に仕事できたら嬉うれしいです。


　後は立ち上げ時の担当Ｔ木さん、現担当Ｋさん。次こそは……スマートに仕事します。


　あ、そうそう、当然『新シリーズ』も準備してます。次は、突とつ如じよ魔界に飛ばされた普通の高校生の青年が、何故か勇者でも魔王でもなく、〝四天王〟をやるハメになり。人間という正体を隠しつつ、他の四天王と仲良くなったり四天王業務こなしたり……そういう話になりそうです。基本ギャグ。秋頃に発売予定。こちらも応援よろしくお願いします。


　それではこの辺で。テツワン応援本当にありがとうございました！　頑張って血ち反へ吐どはくんで、また付き合ってくれると嬉しいです。
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